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口絵・本文イラスト／ぽんかん⑧　








１









　なにしろクソ広い我らが白はく樹じゆ台だい学園である。敷地面積は並の学校のおよそ三十倍あり、したがって様々なものが並の学校の三十個ぶん備わっている。音楽室も保健室も何十とあり、トイレなんて合計で二百以上ある。

　当然、怪談の数にもその倍率は適用される。どの校舎にも寮にも施設にも二つ三つの怪異目撃談や禁きん忌きの言い伝えがあり、それらしい逸話をまぶされた壁の染みや天井の汚れや開かずの扉があり、百物語を二晩ぶっ続けで回してもまだネタが尽きないくらいだ。

　……そんな前置きで始めてみたものの、今回の話は怪談ではない（それはそれで面白い事件もいくつかあるのだけれど、べつの機会に譲ろう）。この学園には幽霊より妖怪より怖いものがいくらでもある。白樹台でいちばん怖い存在はなにかと生徒に訊たずねてみれば、半分くらいは中央校舎の方を見るだろう。生徒会室、なかんずく総務執行部代表の天てん王のう寺じ狐こ徹てつは、ライオンにたとえられる一大権威だ。

　そして残りの半分はきっと、おそるおそる南の方を指さすだろう。南正門の脇に立ち、高等部グラウンドを睥へい睨げいする無骨な三階建て。

　けっして目立つ建物ではない。壁に黒々と染みたひびがあるし、三階の窓はガムテープでふさいであるし、雨あま樋どいは錆さびついてところどころひしゃげている。隣の体育科校舍の方が何倍も大きくて新しい。しかし、そのボロビルには奇妙な威圧感がある。

　屋上には高いポールが立てられ、『心技体』の三字を白く染め抜いた紅色の旗が翻っている。

　体育教官室、である。





＊






　僕は一度だけ体育教官室を訪ねたことがある。例のスクール水着大量投棄事件のときのことだ。あのときは夏休みで、当直の先生が一人だけだったので、なぜあの天てん王のう寺じ狐こ徹てつさえもが体育教官室を警戒するのか、ちゃんと理解していなかった。普段の体育の授業で教えてくれる先生もべつに普通だし。

　けれど、夏休みが明けて九月一日。

「いいか、ヒカゲ。最初のにらみ合いからすでに戦いは始まっている。気後れするなよ。なめられたら終わりだからな」

　体育教官室棟の前で会長はいつになく険けわしい顔で言う。なんの覚悟のあらわれなのか知らないが、二つに束ねた長い黒髪の房に、その日は白い細帯が編み込んである。

「今年はもう負けられません」

　会長の隣に立つ美み園その先輩の口ぶりも勇ましい。しかも、その金色の前髪の下に純白の鉢巻きを見せている。

「これからの戦いを思うと身体が熱くなって震えがこみ上げてきます。こういうの、なんというのでしたっけ」

「武者震い？」

「い、いけませんひかげさん、むしゃぶるなんてそんなはしたない！」

「そんな日本語はねえよ」むしゃぶりつく、だろうか？　訂正する気もないけど。

　そしてなんとも驚いたことに、僕の背中に隠れるようにして、キリカまでついてきている。普段は生徒会室からほとんど出ないひきこもりのくせに、今日に限っては首にいつもの腕章の代わりにやっぱり白い鉢巻きをゆるく巻いているのである。

「……なんでキリカもやる気満々なの？」

　今さら訊きいてみた。

「体育祭の予算枠は三千万円」

　キリカが両の拳を握って言う。三千万って。いや、もう白はく樹じゆ台だいの色んなスケールには驚かないようにしてるけどさ。

「勝てばそれだけ枠が増える。動かせるお金が増えるの」

「……勝てば？　って、あの、どういうこと？」

　夏休み中にあれこれとあって忙しく、けっきょく僕は体育祭にまつわる複雑な事情をなにも聞かされずにここまできてしまったのだ。

　会長はにまりと笑う。

「そうか。まだ説明していなかったっけ。うちの体育祭は特殊でね、学園全体が二手に分かれての紅白戦なんだ」

「え？　……いや、それはごく普通だと思いますけど」

「いやいや。つまりこういうことだ。我々が白組で──」

　会長は自分の髪の白帯を指さし、美み園その先輩とキリカの白鉢巻きを見やり、それから体育教官室棟の戸を引いた。

　スチールの薄っぺらい引き戸一枚を隔へだてて、すぐ中は体育教官室だ。熱風が流れ出してきたのかと一瞬錯覚した。雑然と書類や筆記具の積まれた机がごちゃごちゃと固まって島をつくり、そのまわりにいくつもの屈強な人影が城壁を成している。体育教師たちだ。みんなジャージ姿で、大きく開いた襟元に派手な色のＴシャツとストップウォッチやホイッスルをのぞかせ、腕組みして威圧的な目でこちらをにらんでいる。

　その日に限って、数十人の体育教師たちにはもうひとつ、不気味な共通点があった。
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　全員が紅色の鉢巻きを締めているのだ。

　会長が言葉を継いだ。

「彼らが紅組だ。白はく樹じゆ台だい学園の体育祭はね、体育科とそれ以外全部との戦いなんだよ」







　体育科の学科主任は大おお和わ田だ先生という四十過ぎの柔道担当教師で、陰でボスザルとあだ名されているオランウータンそっくりの巨漢だった。その大和田先生が僕らを案内する役だったので、階段を上っている間も気が気でなかった。

「俺たちはあくまで教師だ」

　大和田先生は薄暗い三階に着いたところで振り返って歯を剝むいて笑う。

「そろって気合い入れてこんな鉢巻き締めちゃあいるが、出られるのは教員対抗戦の一種目だけだ。主役はおまえら生徒だからな」

　会長を先頭に僕ら四人が階段を上がりきると、先生は廊下の奥を親指でさした。

「生徒どうしで存分にやりあえ。じゃあな」

　先生の太い足音が僕らの背後の階段を下っていく。巨体の後ろ姿が見えなくなると僕は息をつく。よかった、会長がまぎらわしい言い方をするものだから、ほんとうに体育教師相手に運動会やるのかと勘違いしてしまった。

　突き当たり左手のドアに寄りかかって僕らを待っていたのは、よく知っている人物だった。まだ残暑も厳しいというのにブレザーをきっちり着込み、黒髪を古風に高く一本で結い上げている長身の女子生徒。風紀委員長の長なが峰みね楓ふう花かさんだ。その日は風紀委員の白い腕章は巻いておらず、代わりに、髪を結っている紐ひもが真紅の鉢巻きだ。

　僕らに向けられる視線は戦意に充ち満ちている。そういえばこの人、体育科の生徒だったっけ。それで、あのう、なんでどいつもこいつもこんなに戦闘モードなのでしょうか。そんな僕の疑問を踏み潰し、会長は廊下を進んでいく。

「楓花が今年の総大将なのか？」

　会長の言葉に、楓花さんは首を振った。

「私じゃない。私は生徒会の内情をいくらか知っているからアドバイザーとして呼ばれただけだ」

「ふうん？　なるほど、楓花はヒカゲの部屋によく遊びにいっているから性癖なども知り尽くしているだろうしな」

「なっ」

　楓花さんは鉢巻きの真紅も褪あせるほど真っ赤になる。

「なにを言うんだ、ふ、ふ、ふしだらな！　牧まき村むらの部屋なんて一回しか入ったことはないぞ！」

「性癖という言葉にはもともとふしだらな意味はないぞ？」

　そうです。辞書引いてください。

「なんだとっ！　う、うう、響きがふしだらだ、性せいで癖へきなんてっ」

「青せい天てんの霹へき靂れき」

「む……それはべつにふしだらじゃないが」

「聖せい堂どうの壁へき画が」

「それもふしだらじゃないというかむしろ清らかだが」

「制せい服ふくで『えへへ気持ちいい』」

「それもふしだらじゃな──」「ふしだらですよ！」思わずつっこんでしまう。「思いっきりふしだらじゃないですか、っていうかなんの話してんの？　美み園その先輩もなんで黙ってるんですか、会長を止めてくださいよ！」

　先輩はうつろな目でつぶやいている。

「……なんてことでしょう、私もひかげさんのお部屋には入ったことがないのに、楓ふう花かさんはすでに……こうなったら私も押しかけて……押し倒して……押しつけて……」

　だめだこれは。

「キリカもなんとか言ってやって──」

　振り向くとキリカがいないので僕はびっくりする。消えた？

　いや、彼女はとっくに僕や会長の脇をすり抜けて楓花さんの背後のドアのノブに手をかけていた。

「早く。三千万円がかかってるんだから！」

　キリカは憤然とそう言って、ドアを引いた。会長が笑いながら、楓花さんが表情を締めて、美園先輩が心配そうな顔で、それぞれ続いて中に入る。残された僕もあわてて後を追った。

　中は、長机が口の字に並べられた会議室だった。

　人影は、奥のホワイトボードの前の席に座った制服姿だけ。長身の男子生徒だ。腕組みして眼鏡のレンズの向こうからこちらをえぐるようににらんでいる。その眼光は──ひとつきりだ。僕はぎょっとする。その男はなぜか、紅色の鉢巻きを頭に斜めに巻きつけ、眼帯代わりにして右目を完全に隠しているのだ。しんと青ざめた鋭角的な美青年なので、より一層不気味だった。

「瀧たき沢ざわ、おまえか……。これは予想していなかったよ」

　会長があきれをにじませた声で言った。瀧沢、と呼ばれたその男は、組んだ腕をゆらりとほどいてあごを持ち上げ、唇の端を歪ゆがめた。

「待ちかねたぞ、天てん王のう寺じ。……くくく、先の戦いできさまに貫かれた右眼が疼うずく……。この紅は復ふく讐しゆうの紅、我が憎悪の炎の色よ」

　僕は美み園その先輩に『あのう、この人ひょっとして』という視線を向けた。

　美園先輩は僕に『ええそうなんです見ての通り』という視線を返した。

「時は再び巡り、満ちた。きさまは我が剣で骸むくろも残さぬほど斬り刻み、永えい劫ごうの無む間けん地獄に堕としてやる」

　会長は入り口のところにいた楓ふう花かさんを振り返り、瀧たき沢ざわさんを親指でさして言った。

「楓花、おまえが付き添ってるのはひょっとして通訳のためか」

「通訳って言うなっ！　その通りだけどっ」

「さあ血の宴を始めるとしよう。裁きの円卓につけ、天てん王のう寺じとその下僕どもよ」

「円卓じゃないですよね四角いですよね」「ひかげさんっ、つっこんでも無駄ですっ」

　すみません、つい。

　僕らがそれぞれパイプ椅子に腰を下ろすと、瀧たき沢ざわさんが再び口を開く。

「今宵、我らが集いしは──」

「まだ昼ですけど」「ひかげさんっ」

　だってつっこみどころしかないじゃんか！

「千年に亘る聖と魔の戦いの決着をつけるため」

「三年も続いている生徒会と体育科の対決を今年もやるわけだが」と楓花さんが通訳してくれた。楓花さんほんとにありがとう。今日に限ってはものすごく真人間に見えるよ。

「まずは契約の櫃ひつを開き十じつ誡かいの石版をあらためるべきだろう」

　瀧沢さんが言った。脇に立った楓花さんが咳せき払ばらいして、石版……じゃなかった、ホワイトボードをひっくり返し、通訳してくれた。

「まず去年の体育祭で決めた勝負の条件を確認するぞ」

　ボードの裏面に書かれていた体育祭の開催要項のいちばん上を読んで、ようやく僕は、すべてを理解した。





白組（非体育科軍）が勝利した場合：




体育祭実行委員会の設立を認め、体育祭に関わる全権限を生徒会に委譲する






　……そういう話だったのである。

　なるほど、これは会長もキリカも燃えるわけだ。
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　翌日、僕らは生徒会室備え付けの普段使っていない60インチテレビを引っぱり出して、過去の体育祭の記録ＤＶＤを鑑賞した。

　映画研究部が編集したものだけあって、いやはや大したものだった。綱引き、玉入れ、障害物競走に借り物競走にパン食い競走、微ほほ笑えましいはずの運動会種目のどれにおいても、目を血走らせ紅色の鉢巻きを振り乱して白組を蹂じゆう躙りんする体育科生たちの凶暴な強さがこれでもかというくらい演出されていた。

　騎馬戦や棒倒しといった身体接触のある花形種目はもう目も当てられなかった。完全に狼おおかみと羊の戦いである。押し寄せる紅軍の群れにほとんどの白組勢が戦意を喪失しているのが画面越しでさえわかってしまう。

「……ま、こんな感じで我々は毎年負け続けている」

　停止ボタンを押した会長が肩をすくめて言う。

「私は去年から参加でしたけど、ほんとびっくりしました。そのうち体育科のみなさん機関銃でも取り出してヒャッハーし始めるんじゃないかと思いましたもの」

　美み園その先輩がえらい物騒な回想を付け加える。

「三千万円……」

　キリカはあいかわらず。

「女子の体操着をブルマにしたら勝てるんちゃう？」と郁いく乃のさん。

「郁乃、あなた去年もそれ言っていたわね。真面目に考えなさい」朱と鷺き子こさんが眉を寄せてたしなめる。

「……って、なんで二人ともいるんですかっ？」

　郁乃さんと朱鷺子さんは顔を見合わせ、意外そうに僕を見る。

「しかたないでしょう。体育祭だけは狐こ徹てつと共闘よ」

「生徒会全体の問題やからね。好かんけど、こてっちゃんとも組むわ」

「はあ……」

　僕は応接テーブルを挟んだ二つのソファに並ぶ五人の女たちを眺め渡す。

　総務執行部代表にして生徒会長、天てん王のう寺じ狐徹。二つに束ねた黒髪は翼を休めた猛もう禽きんを思わせる剣吞さだ。その右隣、まぶしいプラチナブロンドは副会長の竹たけ内うち美園先輩。左隣でちんまり体育座りして首輪代わりの腕章にあごを埋めているのは我らが会計にして探偵の聖ひじり橋ばしキリカだ。

　向かい側のソファに折り目正しい姿勢で腰掛けた蜜のような黒髪の姫君は、中央議会の議長、神かん林ばやし朱鷺子さん。そしてその背後の背もたれに斜めに腰をのせている眼鏡の牝狐めぎつねが監査委員長の久く米め田た郁乃さんだ。

　この白はく樹じゆ台だい学園を三分する勢力それぞれのトップであり、たぶん各方面において学園最強であろう面々。普段は敵対しあっている彼女たちが手を組んだとなれば、中高生レベルで勝てる相手なんてまずいないのではないかと思えるが──

　それに勝ち続けているのが体育科なのだ。

「なんか意外ですね」

　僕は閉会式の場面で停止した映像を見てつぶやく。

「会長が負け続けてるなんて。会長なら手段選ばず、それこそ体育科の学食に下剤を仕込むとかまでやって勝ちに行きそうですけど」

「ヒカゲ、きみはあたしをなんだと思ってるの？」

　会長は物憂げな手つきでリモコンを操作して画面を消した。

「あたしが人をだましたり犯罪まがいのことをしたり裏工作したり罠わなに嵌はめたりなんてことすると思うの？」

「思いますよ！　っていうか全部されたよ！」

「牧まき村むらくん、あなた毎回そうやって狐こ徹てつにつっこんでるの？　疲れない？　私が副会長だった頃は面倒だからほとんど放置してたわよ」

　朱と鷺き子こさんに心配されてしまった。彼女は会長とは幼なじみかつ三年間も副会長を務めていたので、あしらい方も慣れているのだろう。

「そりゃ疲れますけど、性分で、つい……。うまいかわし方があるなら教えてほしいくらいですよ」

「……まあ、教えてあげても……いいけど。べつの日にでも」

　なぜか朱鷺子さんは恥ずかしそうに目をそらす。

「ときちゃん、そうやってひかげ君の部屋に押しかける口実をさりげなーく作るわけやね。さすがやわ」

「なっ、そんなこと考えてないわよっ」

　朱鷺子さんが郁いく乃のさんの腰を引っぱたく。

「い、いけません！　ひかげさんに手取り足取り教えるのは私の役目です！」

　美み園その先輩が腰を浮かせる。例によって例のごとく話が最初のカーブからすでに脱線しまくっていてなにを言っているのかさっぱりわからない。

「あたしが教えてあげてもいいよ？　天てん王のう寺じ狐徹の弱点ならよく知っている」

「あんたは本人だろうが」

「背中をすうっと指でたどられるのが弱点なんだけど自分じゃ手が届かないからきみに」

「なんの話っ？」

「ひかげのばかっ！　ふけつっ」

「なんにもしてないだろ、なんでキリカが怒るんだよ！」

「狐徹の弱点ならわたしがいちばんよく知ってるの！　朱鷺子なんかに教えてもらわなくてもいいの」

「ふうん？　たとえば？」

　会長がキリカの顔をのぞき込んで興味津々に訊たずねる。

「う、ううう……たとえばっ、狐こ徹てつは黒板を爪で引っ搔かくと嫌がる」

「だれだって嫌がるだろ」僕だって嫌だよ。

「たとえばっ、狐徹は水の中だと息ができない」

「だれだってできないだろ」おまえはできるのかよ？

「それからたとえばっ、水かけると錆さびる」

「それは狐徹じゃなくて鋼鉄」

「失言してクビになる」

「それは更こう迭てつ」

「赤い手ぬぐいをマフラーにする」

「それは南こうせつ。……じゃねえよ！　いつまでやるんだよこれ？」

「そ、そんなひかげさんっ、キリカさんと神田川沿いの三畳間アパートで同どう棲せいして銭湯通いなんていけません、ただれてますっ」

「美み園その先輩も話をわざわざ広げないでください……」

　会長は僕を指さして朱と鷺き子こさんに言った。

「見ての通りヒカゲはこれが幸せなんだよ。むしろこのために生まれてきたといっても過言ではない。朱鷺子が心配することはない」

「僕の人生なんだと思ってんですか」

「ほんとそうみたいね……」朱鷺子さんも納得しないでよ！

　永遠に終わらないかに見えた脱線を止めてくれたのは、あまりにも想定外の出来事だった。会長がいきなり笑みを消し、ブレザーの胸ポケットから引き抜いたボールペンをすさまじい勢いで投げたのだ。空を裂く音が遅れて聞こえた。僕の耳元をかすめた矢は、広い生徒会室を光に等しい速さで横切って窓際のカーテンに突き刺さった。

「──ってえッ」

　カーテンの裏から聞こえてきた悲鳴に僕はぎょっとした。制服姿が絨じゆう毯たんの上に転がる。窓に張りついて身を隠していたのだろう、小柄な男子生徒だ。見たことのない顔だが、襟章の色ははっきり見えた。体育科生だ。

「スパイとはいい度胸だッ」

　会長が牙を剝むいてソファの背もたれを一気に跳び越え闖ちん入にゆう者しやに向かって走る。しかし彼は信じがたい行動をとった。窓を開け放ち、ためらいなく身を躍らせたのである。

　彼の姿は一瞬で視界から消え、空々しい風が吹き込んでくる。

　……おい、ここ三階だぞ？

　我に返った僕らが窓辺に駆け寄り、外に身を乗り出して見たものは、眼下の庭を駆けていくスパイの後ろ姿だった。

「……逃げられたね。やはりスパイにはあれくらい身体能力の高い者を使うか」

　会長がにやりと笑ってつぶやく。

　僕が最も驚いたのは、僕以外の全員がほとんど驚いた様子を見せていないという事実だった。

「……あ、あの、スパイ？　って？」

「体育科のスパイよ。見たでしょう？」

　朱と鷺き子こさんも憎々しげに言う。口調がなんだか会長に似てきているのが不気味だ。

「戦いはもう始まってるゆうことやね」

　郁いく乃のさんも心底愉快そうだ。

「体育祭が戦争だということがわかっただろう？」

　会長が僕を振り返って凶暴そうな笑みを見せる。

「力と力のぶつかり合いだよ。なかなか体験できるもんじゃない。だからあたしとしては、体育祭に限っては手段を選びたいんだ。やつらが地じ団だん駄だを踏んで悔しがるように、正々堂々と勝ちたいんだよ」

　そうして天てん王のう寺じ狐こ徹てつともあろう者が三年連続で真っ向勝負を挑み、負け続けてきたというわけである。ううむ、正々堂々ねえ。

「昔は体育祭もちゃんと生徒会が主催してたらしいの」

　キリカがまだ窓の外をにらみながら言う。

「でも、体育祭は機材も会場もノウハウも体育教師に頼りっぱなしだったから。そのうち体育教師が、最初からこっちに全部任せておけよって言い出して、運営委員はぜんぶ体育科生で固めて、生徒会の手が届かないようにしちゃったの」

　キリカの眼に怒りが燃える。

「予算枠もそのぶん減らされたの！　三千万！」

　入学する前に失った領土なのに復ふく讐しゆうと奪回に燃えているわけで、まあ大した強ごう欲よくぶりである。キリカが怒っているのはお金が減ったことではなくお金を行使できる舞台が減ったことなのだ。

「でも、いつから体育科とそれ以外全部なんていう対決構図になってるんです？　そんな変な運動会、どこの学校でも聞いたことないですよ」

「ああ、それはあたしが生徒会長になってから。だってそっちの方が面白いし、なにより燃えるだろう？」やっぱりあんたか。「さて、三年間の経験を踏まえて、今年こそあたしたちが勝てるようなルール作りをする」

　会長の言葉に全員がうなずいた。

　自分が必ず勝てるように、勝利条件そのものを恣意的に設定する。それが天王寺狐徹の戦い方なのだ。僕も身に染みてわかっている。……しかし。

　僕はその素朴な疑問を口にした。

「ルール作りの段階から勝てるように仕込むのって正々堂々って呼べるんでしょうか？」

「当たり前じゃないか。どこに不公正なことがあるの？」

　きっぱり答えられてしまった。しかも、他の女どもも「なにが問題なの？」という目で僕を見ている。考え方が小市民的過ぎるんだろうか。

「話を戻そう」

　会長はソファに座り直す。

「こちらが体育教官室に潜り込ませたスパイからの情報では、あちらは遅くとも今月十日までにはルール決めを済ませたいと──」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください！」

「なんだヒカゲはさっきからうるさいなあ」

「い、いや、あのですね？　こっちもスパイ？　それ正々堂々なんですか？」

「当たり前じゃないか。どこに不公正なことがあるの？」

　他の女どもも「どこが問題なの？」という目で僕を見るなよ！　もうなにが真っ向勝負なのかよくわからなくなってきたよ。っていうか。

「だいたい、体育教官室にスパイって？　そんなことできるんですか？」

「福ふく原はら先生だよ」

　福原。福原？

　だいぶ考えてから僕はようやく思い出した。福原先生！　水泳担当の若い女性教師だ。あの、夏休み中に起きた盗撮画像ゲーム事件の首謀者。そういえば会長はあのとき言っていた。福原先生の弱みを握り、恩に着せ、体育教官室に手駒をひとつ忍び込ませることができた、と。

　このためだったのか。

「教師を脅迫してスパイさせるのが正々堂々なんですかっ？」

「当たり前じゃないか。どこに」「いえ、はい、わかりましたすみません」

　もう無理だ。完全に理解の外だ。しかもだれもフォローしてくれないということは疑問に思っているのは僕ひとりらしい。

「いいかいヒカゲ。あたしがなぜ珍しく正々堂々やろうとしているのだと思う？」

「自分で珍しくって言うなよ」

「あたしは体育科を悔しがらせたいんだよ。あたしがやられて悔しいことを、あたしもやつらにやってやる。悔しくならないことはやらない。これがあたしの正義ってわけ」

「……はあ。一服盛られて負けても悔しくないけどスパイ使われて負けたら悔しい、ってことですか」

「そう。よくできました」

　頭をなでられた。わからなくもないが……

「さあ作戦会議だ。次の交渉では煙けむに巻きまくって話術でだまくらかして目一杯こっちに有利なルールをでっち上げて楽に勝つぞ！」

　……なんか納得いかねえ。







　体育科とそれ以外の生徒の人数比はおよそ１：12、そのまま各種目で紅白に分かれて競うのは色々と無理がある。そこで複雑なルール制定が必要となり、会長みたいな策略好きの暗躍する余地がたっぷり生まれるわけだ。

「まずは、初回の交渉でこちらが提示して突っぱねられた条件を並べてみよう」

　会長は応接テーブルにノートを広げて言う。向かいのソファの朱と鷺き子こさんと郁いく乃のさんがのぞき込む。僕は初回の交渉──あの体育教官室棟の三階で行われた『魔王への謁見』を思い出してしまう。

「交渉とも呼べませんでしたけど……」と美み園その先せん輩ぱいがつぶやく。

　紅組の今年の代表者、運営委員長の自称《魔王の転生体》瀧たき沢ざわ瑠る威い那なは、会長が提案したルールを魔王らしい尊大な態度とよくわからん表現で却下していった。

「最初はこれだな。各種目参加メンバーの完全無制限化」

「こんなの却下されるのは当たり前じゃない」

　朱鷺子さんがため息をつく。

「一人が何種目でも参加できるんなら狐こ徹てつが全種目に出て簡単に勝てるわ」

　よく考えるまでもなくとんでもないことを言っているが、実際にその通りである。

「私の発案したのも即却下でした。優しさいっぱいポイント式」

　優しさいっぱいポイント式（命名：竹たけ内うち美園）とは、各種目においてたとえ最下位であっても必ずポイントが入るというシステムだ。たとえば八人での百メートル走なら、一着には８点、最下位にも１点入る。

「これも認めへんの当たり前やわ」郁乃さんがあきれて言う。「負けても点数入るんやったら人数の多い白組が完全有利や。八人競技で体育科が一、二着独占しても点数で負けるんやで？　そないなシステム認めるわけあらへん」

「わたしも新種目提案したのに無視された」とキリカが頰をふくらませる。「モノポリーとポーカーと競馬」そら無視されるわ。体育じゃないし。

「体育科との交渉役を総務に任せたのが失敗だったわね……」

　朱鷺子さんが額に手をやる。

「なに言ってるんだ」と会長。「最初の交渉ではまずぶちかますのが基本だろう。なめられたらそれまでだからね」

「落としどころは決めてるん？」

「決めてない。それこそスパイに情報が渡りでもしたら足下を見られる。ま、任せておいて。もう負け戦はしないよ。これまでの三年間は今年の勝利のための肥やしだ」

　会長、朱と鷺き子こさん、そして郁いく乃のさんはうなずきあう。

　そう、もう来年はない。彼女たちは季節がもう一巡りすれば三年生になってしまう。最後の体育祭でたとえ勝てたとしても、その戦利品をプロデュースできないのだ。今年がラストチャンス。

「ほな、まずは敵を知るところからやね」と郁乃さんが言う。「今年の運営委員長の瀧たき沢ざわて……あれやろ？」

「あれだな」と会長は天井を仰ぐ。

「あれよね」と朱鷺子さんは肩を落とす。

「あれですね……」と美み園その先輩は小さく息をつく。

「有名人なんですね」

　まあそりゃそうか。あれだもんな。

「なんで体育教師もあんなのに体育祭を任せようって気になったんだか」

「瀧沢は去年も体育祭の運営委員をやってたんだよ。あれでもフェンシング全国大会ベスト８だったか。それにあの顔だろう、黙っていればとても思慮深そうに見えるから体育教師のおぼえはとてもめでたいんだ」





[image: ]





　なるほど。黙っていれば思慮深そうに見える人間を僕はもう何人も知っているというか目の前に実例がずらっと並んでいるので、深く納得してしまった。

「しかし、詳しくは調べていなかったね。去年のうちに次期運営委員長の有力候補は探りを入れておいたんだが、予想外の人事がきてしまった」

「それも体育教官室の狙いだったんじゃないの」と朱と鷺き子こさんが指摘する。「意外な人選で攪かく乱らんするなんて、狐こ徹てつもよくやる手でしょう」

「あり得る。ふふ、体育教官室は戦いの楽しみ方を知っているね。わくわくしてきたよ。時間はないが、今から可能な限り瀧たき沢ざわを調べ尽くそう。幸いなことに──適任がいる」

　示し合わせたかのように、女五人の視線が同時に僕に集まった。

「……え？　い、いや、僕？　なにが？」

「だから、瀧沢に個人的に近づいて、なんでもいいから話を引き出すんだよ。体育祭に関係のないことでもいい。どういう考え方なのかつかめれば、交渉でつけこむ糸口になるかもしれない」

「それはわかりましたけど、なんで僕が適任なんですか」

「総務で男はきみだけだし、都合良く寮生だし」

「僕じゃなくても寮生の男はいっぱいいるじゃないですかっ！　瀧沢さんて二年生ですよね、それに第二寮生ですよね僕は第三ですよ？　第二に住んでる二年生のだれかに頼めばいいじゃないですか！」

　あのやばそうな魔王陛下に自分から近づくなんてまっぴらごめんだったので僕は必死に抗弁した。ところが今回は三権共闘態勢である。おそるべきことに、朱鷺子さんが会長のフォローに回る。

「牧まき村むらくん、情報戦なんだからこういう仕事はなるべく外注しないのが基本なの、それくらい総務の人間ならわかりなさい」

「う、うう、でもっ、僕にスパイする能力なんてないですよ？」

「あれだけ詐術とはったりと目くらましで色んな事件を片づけておいてよく言うわよ」

　他のだれよりも朱鷺子さんにそう言われるのがいちばん心が痛む。この中では唯一の真人間だからだ。

「それにヒカゲは瀧沢と共通点もあるから取り入りやすいだろう」と会長。

「共通点？　どこにですか」

「友達がいない」「大きなお世話だよ！」
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　白はく樹じゆ台だい学園の敷地の東側は、ひときわ色濃い緑の林の中にゆったりした二階建ての並ぶ学生寮区画である。

　僕の部屋があるのは、第三男子寮だ。蔦つたの這はう赤あか煉れん瓦がの建物は学園でも最も古い施設のひとつで、《トネリコ棟》と通称されている。

　広い林を隔てて南東にあるクリーム色の近代的な建物が第二男子寮だった。老朽化しているトネリコ棟の住人からはいつも羨望の目で見られているのだけれど、僕は興味も用事もなかったので一度も足を向けたことがなかった。入学から五ヵ月たった九月最初のその水曜日がはじめての訪問ということになる。

　瀧たき沢ざわ瑠る威い那な氏の部屋は、だれかに訊くまでもなかった。外から一目でわかった。ひとつだけ鉄格子をはめられた窓があったのだ。二階の右から三つ目だ。鉄格子には南京錠だのロザリオだの鎖だのがしこたまぶらさげられている。そのときはもう陽が沈んでいたので、部屋の中からの明かりのせいで、カーテンの色が暗い紫だということもわかった。おまけにその布地には（たぶん）ルーン文字がびっしり刺し繡しゆうされていて、僕はもうさっさと部屋に戻ろうかと真剣に考えたが、生徒会の仕事なのだ。しかたない。

　建物がいくら新しくても、玄関をくぐった瞬間に鼻を刺す酸っぱい汗臭さはトネリコ棟と同じく男子寮に特有のにおいだ。残暑厳しい中では目にも少ししみる。安心してしまう自分がちょっと哀しい。

　夕食時だったので、ホールや廊下には寮生の姿が目立った。僕は足早に階段をのぼった。廊下側からも、目的地の部屋はすぐに見つけられた。扉に五ご芒ぼう星せいの魔法円がでかでかと描かれているのだ。寮規約をなんだと思ってるんだ。

　ノックしようと手を伸ばしたとき、背中に声がした。

「穢けがれた手で触れるな」

「わっ」

　振り向くと瀧沢さんが立っていた。手には購買の袋をぶらさげている。彼は眼鏡の奥で隻眼せきがんを細めて僕をねめつけ、つぶやいた。

「天てん王のう寺じのところの狗いぬか。ふん、魔の血族でない者が触れれば暗黒に取り込まれるぞ」

　その言葉と関係あるのかどうか知らないが、今日の眼帯の布は黒だった。僕の視線に気づいたのか瀧沢さんは得意げに言う。

「今宵は新月だからな。満月の夜には白銀を、上弦と下弦の月の夜には青を纏まとわねば魔族の血を抑え切れぬ」いや訊きいてませんけど。

　瀧沢さんは僕を押しのけてドアに近づくと、ひざまずいて魔法円に口づけしてなにやらぶつぶつ唱えてからノブを回した。……それまさか毎回やってるの？

「それで、王権の走狗が我が寝所になんの用だ」

　僕は頭の中で変換キーをかたかた連打した。

「ゲヘナの黒こく焰えんを垣かい間ま見にきたのか？　くくく……ラグナロックを待ちきれぬのか」

「聖書か北欧神話かどっちかにしろよ」

　ついつっこんでしまうと瀧たき沢ざわさんはしばらくぽかんとした。

「……きさまも魔道の心得があるのか」

「え？　い、いや、一緒にしないでください」

　僕は何度も咳せき払ばらいして、用意していた言い訳を思い出す。

「ええと、次回のルール決め折衝のために予備交渉しにきたんです」

「ふん？」

　瀧沢さんは右手の人差し指をぴんと立てて照準をつけるように僕の顔を見つめた。

「……いいだろう。我が臓ぞう腑ふにダーク・サクリファイス・マナが満ちるまでの間、戯れに相手をしてやろう」

　瀧沢さんは部屋に入った。さっさと追い返してくれるだろうという僕の期待はあっさりと裏切られてしまった。なんだよダーク・サクリなんとかって。素直に部屋にあげていいのかよ、スパイしにきたんだぞ？　見え見えだぞ？

　しかたない。廊下に突っ立っているわけにもいかず、僕は扉をくぐった。

　部屋の中は存外普通だった。二段ベッドの下の段はどうやら瀧沢さんが使っているらしく、眼球っぽい不気味な紋様のプリントされたカーテンが引かれていて、『王の眠りを妨ぐ者、死の翼触れるべし』と書かれた細長いボール紙が安全ピンで留めてある。ほんと引用元に節操がない。そして部屋の他の部分にはまったく魔術的な色彩がなかった。洗濯物が丸めて隅に積んであったり、ゴミ箱からスナック菓子の袋だのティッシュの空き箱だのがあふれていたり、勉強机に週刊漫画雑誌が何冊もぐしゃぐしゃ置いてあったりと、ありふれた光景だ。寮はどこも相部屋だから、魔王陛下にもルームメイトがいるわけだ。外装はともかく室内まで暗黒の炎に染められちゃかなわないということなのだろう。

　魔王も暑さは感じるらしく、瀧沢さんは窓を開いた。宵風に紫のカーテンがふくらみ、心地よい空気が頰に触れる。

「偽りの獅し子し座ざにて震えて待て」

　なにを言っているのかさっぱりわからなかったが、偽りの獅子座というのはひょっとして猫柄のクッションが敷かれた椅子のことだろうか。

「我が内なる獣が渇いてきたわ……くくく、生いけ贄にえの血で癒やすとしよう」と瀧沢さんは言って購買の袋からカップ麵を取り出した。

「夕食……それですか？　食堂行けばいいのに」

　白はく樹じゆ台だいの学食は安くて美う味まいとたいへん評判がいいのだ。ところが瀧沢さん、物憂げに首を振って答える。

「我は闇に堕ちた天使の末まつ裔えい、黄金や白銀の輝きとは相容いれぬ存在」

「……お金ないんですね？」

「最後の一葉は導きの書のために散った」

「最後の樋五口千一円葉札は教科書代で消えちゃったんですね？」

　だんだん翻訳できるようになってきた自分が怖い。

「いや、まあ、夕食時にお邪魔してすみませんでした、出直します」

　出直す口実ができて安心した僕は席を立とうとした。

「ふん、逃げるのか、天てん王のう寺じの狗いぬめ」

「べつに逃げるとかじゃないですけど、狗って呼ぶのやめてくれませんか……」

「ならばきさまの魔名を名乗れ」

　魔名ってなんだ。たぶん本名のことだろうけど。

「牧まき村むら日ひ影かげです」

「魔界村？」「牧村です！」「魔界の住人に逢あうのは六万と六百六年ぶりだな……」

　わかっていたことだが瀧たき沢ざわさんは人の話を聞かなかった。こんな人ばっかりだよ。

「我が魔名はルイーナ・アクアドラコという」

　アクアドラコって、さんずいに龍りゆうで『瀧たき』だからか。もう『瀧沢瑠る威い那な』という本名の漢字の並びからしてすでにやばいにおいぷんぷんだったので、ラテン語訳されたところでとくになんとも思わなかった。

「ルイーナはラテン語で『滅び』を意味する。我が父に与えられた烙らく印いんだ」

「素敵なお父様ですね……」

「ラテン語が好きだったのだ」

　こうなっちゃった原因の半分くらいはその父親にあるんじゃないの？

「きさまも、ルイと呼ぶことを許そう」

「いや許さなくていいです」

「ゆ・る・そ・う」

　そんなわけで今後ルイさんと呼ぶことになった。いいんだけどね、短い方が。

「魔界の者なれば、我が血塗られしアンブロシアを賞味させてやってもいいぞ」とかなんとか言いながらルイさんは電気ポットのお湯をカップ麵に注いだ。

「いえけっこうです、もうほんとに……」

「三分間だけ祈る時間をやろう。もっともきさまに祈る神があるのなら、だがな……」というせりふをカップ麵に向かって言っているのだから僕はもう本気で退学を考えた。

　三分経ち、ルイさんは「くはははははは！　贄にえよ、我が血肉となれぃ！」と叫びながら嬉うれしそうにカップ麵の蓋を引きはがし、箸を突っ込んだところで呆ぼう然ぜんとして硬直する。

「……ど……どうしたんです？」

　ルイさんの顔があまりにも悲痛そうだったので心配になって僕は声をかける。彼は震える手で箸を持ち上げた。固まったまま少しふやけた麵が出てくる。しかも湯気が立っていない。

「水だった……だと……」

「あ、ポットの電源抜けてますね。って、泣かないでくださいよ！」

「……う、ぅう……我が贄にえが……最後に残った88円で買った贄が……うううう……」

　ルイさんの悲嘆に腹の鳴るぎゅるるるるという音も重なってこっちまで泣きそうになってきたので、僕は部屋を飛び出して購買に走った。買ってきたサンドウィッチをルイさんは泣きながらがつがつ平らげた。

「全身にダーク・サクリファイス・マナが充ち満ちておるわ！　あとはレイヴンズ・ドラゴンの血で洗うのみよ」

　レイヴンズ・ドラゴン。ああはいはい烏ウー龍ロン茶ちやね。寮の自動販売機でペットボトルの烏龍茶を買ってきて渡すとルイさんは一気飲みした。

「ふう……」

　ルイさんは口元をぬぐい、柔らかい髪を搔かき上げた。それから肩を揺らす。

「くっくっく……礼を言うぞ、我を蘇よみがえらせたことにな！」

「ええまあ、どういたしまして」

「きさまとの血の契約は成った」

「え？　ちょっ、勝手に変なもの成立させないでください」

「魂からの願いを言え」

「人の話を聞け！」

「それがきさまの魂からの願いか？」

「そうですよ！　いやっ、そうじゃなくて、そうなんですけど、その契約とか願いとかはつきあいませんけどっ」

「我は魔族の生まれゆえに人間の言葉がわからぬのだ」

　あんた今めっちゃ日本語喋しやべってるだろうが。

「そう、こういう場合に人間の言葉ではなんと言ったか」ルイさんは烏龍茶のペットボトルやサンドウィッチの包みを見やる。「ごち……ソーサラー？」

「なんで魔術師ソーサラーが出てくるんだよ」ごちそうさまでしょ？

「きさまには借りができたな。くくくく、いいだろう。聖戦のとき来たりなば我が魔名を呼べ。スレイプニルを駆り亜空間を飛ひ翔しようし──」

「い、いえ、けっこうです遠慮しときます。それより予備交渉ですけど」

「ふむ。その話か」ルイさんは椅子にふんぞり返って脚を組む。「天てん王のう寺じに伝えろ。きさまの好きにはさせんとな」

　ようやく話になりそうだったので僕はほっとした。これまでのやりとりはいったいなんだったのか自分でもよくわからない。

　ルイさんが黒布の眼帯を指さし、声を落として続ける。

「この右眼の痛み、あの女をアバドンの紫炎で焼き尽くすまではおさまらぬ」

「……あのう、会長になにかやられたんですか？　体育祭で目を怪我した？　まさか失明とかじゃ」

「いや。視力も両方１・５だ」

「伊だ達て眼鏡めがねに伊達眼帯かよ」

「眼帯だけに伊達だ」

「人間の言葉わからない設定のくせになんで戦国武将で駄だ洒じや落れ言えるんだよっ？」

「我が眼光はこうして抑えなければ周囲に被害が及ぶ」

「すでに及んでるよ。もっと他のもの抑えましょうよ変な趣味とか」

「天てん王のう寺じとは最終種目の騎馬戦で相まみえた。戦としては我が魔軍の勝利だったが、我はあの女との一対一に敗れて翼をもぎ取られ地に投げ落とされタルタロスの闇で千年間呻しん吟ぎんし続けたのだ……」

　あの会長が相手じゃなあ。ていうかこの学校の騎馬戦は男女混合なのかよ。だれも止めなかったのか？

「我が誇りを取り戻すためにはッ」

　ルイさんは左眼をくわっと見開く。

「同じ戦場、同じ月と太陽の下、同じ風の中でなくてはならぬッ」

「悔しくてリベンジしたいから去年と同条件がいい、とそういうことですか」

「きさまを専属の吟遊詩人として雇って我が言葉を人間界に広く伝える仕事をさせようかと考えている」

　やだよ。僕だって自分の人生があるんだよ。

「で、ポイント方式も去年のまま？」

「ゾディアックは一巡し、同じ星が再び天球を支配するだろう……」

　なにを言っているのかいまいちよくわからないが、要するにすべて去年と同じシステムでやりたいと思っているということだろう。

「体育科の先生たちも他の体育祭スタッフの人たちもルイさんと同意見ですか？」

「我が叫びは大地と大気の怒り……」

　同意見ですかそうですか。

　話が通じない魔王相手にしては、上々の予備交渉ではないだろうか。相手のスタンスもわかったことだし。僕は自分にそう言い聞かせた。早く帰りたかったのだ。

「それじゃあ、変な時間にすみませんでした」と僕は腰を上げた。「また明日の会議、よろしくお願いします」

「くっくっく、何度来ても同じことだ。きさまらには絶望しか与えん」

　ルイさんはそう言うと、勉強机に向かってしまった。卓上スタンドを点つけ、教科書を山積みにしてノートを開く。

「メギドの丘に英霊が集う日のため、バビロンの裁きで打ち砕かれた言霊を呼び戻し黙示録を読み取るのだ……ふふふ……so far……これまでのところ……in fact……実のところ……at least……少なくとも……」

　魔王陛下は英語のイディオムの暗記を始めた。勉強熱心だな。

　部屋を出ていこうとしたとき、不意に「待て、魔界村」と呼び止められる。

「牧まき村むらですってば」とノブに手をかけたまま振り向く。

「予備交渉というのはまたやるのか？」

　僕はきょとんとする。

「……さ、さあ？　やらないんじゃないですか？　次は本交渉ですし」

「む……」

　ルイさん、急に不機嫌そうな顔になる。

「ならばいい。きさまも次に相まみえたときは容赦せん」

「まあ、明日の話し合いがまとまらなかったら、また僕が駆り出されるかもしれませんけど」

「ふむ……」

　もともと挙動不審な人だったが、いきなりにまにま笑うとさらに怖い。

「あの……まさか僕が来ると飯をおごってもらえると思ってるんじゃ」

「魔王を愚ぐ弄ろうするのかッ」ルイさんは激げき昂こうした。「次は唐揚げ弁当にしろ！」

　図星じゃねえか。







　くたびれ果てた僕がルイさんの部屋を出て、蒸し暑い無人の廊下を階段の方に向かおうとしたとき、隣の部屋のドアが細く開いた。

「あ、帰るの？」

　そう言って顔を出してきたのは、モスグリーンのＴシャツに短パン姿の男だった。たぶん先輩だろう、廊下に出てくると僕よりも頭半分上背でガタイもいい。

「いやあ、隣で聞いてたけど、おまえすげえな。瀧たき沢ざわとあんなにまともに会話できるやつはじめて見たよ」

「い、いえ？　全然会話したつもりありませんけど」

「瀧沢、今どうしてる？」

「勉強始めちゃいました」

「ならもうちょっとこっちでだべってるか」

　彼は部屋の中に向かって「いいよな？」と訊たずねる。いいよ、という二人分の声が返ってくる。あれ、と僕は思った。この部屋の住人じゃない？　ということはひょっとして。

「……ルイさんの同室の人、ですか？」

「あ、そうそう。おれ宮里みやさとっての。見憶えない？　普通科二年で牧まき村むらと同じ校舎で、何度もすれ違ってるんだけどな」

「え……あ、いや、すみません、憶えてないです」

　僕が頭を下げると先輩は笑って手を振った。

「体育祭、最初っから揉もめてるんだな。生徒会もたいへんだろうけどがんばれよ。今年は勝ちたいよなあ」

　こんな普通そうな人があの魔王陛下のルームメイトなのか。そりゃ隣の部屋に逃げ込むわけだよなあ、と思う。

「あの……ちょっと話聞かせてもらってもいいですか？」

「俺？　……べつにいいけど」

　僕は宮里先輩と一緒に寮のロビーまで行った。

「瀧たき沢ざわはああ見えて超真面目なんだよ、奨学金もらってっから」

　宮里先輩は自分のことのように得意げに教えてくれた。

「英語の成績なんか、普通科の俺よりもずっといいよ」

「あー、奨学生だったんですね。なんかえらく貧乏そうでしたけど」

「親に捨てられたみたいなことを言ってたけど、どこまで本気なのかわかんねえ」

　そういう設定なのかもしれないしなあ、と僕もうなずく。

「なんだっけ、奨学金って借りるやつともらえるやつと二種類あるんだよな？　それで成績が良くないとランク落とされて借りるやつにされたり、よっぽどひどいと打ち切られたりするらしいんで、あいつもがんばってるんだよ。体育祭スタッフやってんのもそのためじゃねえかな。教師に頼まれたら断れないだろ、生活かかってるから」

「うわあ……そういう、戦いづらくなる話は聞きたくなかったですよ……」

「牧村おまえも真面目だなあ」と宮里先輩は笑う。「でも三年連続負けてんだぜ。天てん王のう寺じは今年はなんか勝てる作戦考えてんの？」

「いえ……どうなのかな……僕にもよくわからないです」

「あ、そうか、そんなの漏らせないか。俺から瀧沢に漏れるかもしれないし」

　まったくだよ。宮里先輩に言われてはじめて気づく僕はちょっと迂う闊かつすぎる。

　別れ際に先輩はこんなことを言う。

「見てわかると思うけど瀧沢って友達いないからさあ、しょっちゅう来て相手してやってくんねえ？　俺も疲れるからだれかに任せたいんだよね」

　僕だって今日一日でもうぐったりですけど？





＊






　ルイさんの迷惑至極な暮らしぶりを見たからというわけでもないが、僕はルームメイトに恵まれているなあとあらためて思う。

　神かん林ばやし薫かおるくん、という中等部一年生の男の子が僕の同居人で、中央議長の神林朱と鷺き子こさんの弟だ。最初に逢あったときに妹だと間違えたくらい少女っぽい子で、男だらけのトネリコ棟住人たちからは当然ながらいじられまくるのだが、気に病むどころかそれを愉しんでいるそぶりさえ見せる芯の強い子である。

「せんぱい、お帰りなさい！」

　第二男子寮から戻ってきた僕を、薫くんは薄緑色のエプロン姿で出迎えてくれた。

「……なぜエプロン」

「となりのせんぱいがたがプレゼントしてくれたんです。ぼくが最近ずっとタンクトップと短パンだからきっとエプロン似合うだろうって」

「素直に着るなよ」そいつらの意図がわかってしまうだけになんともはや。

「狐こ徹てつねえさまも似合ってるってほめてくださいました」

「薫もどんどん新妻らしくなっていくね」「なんで会長がいるんですかッ？」

　会長は勉強机の椅子に腰掛けていた。しかも珍客は彼女だけではなかった。二段ベッドの下の段にうつぶせになってごろごろ悶もだえている金髪の後ろ姿は驚いたことに美み園その先輩だった。

「ああ、ひかげさん……ひかげさんのにおい……」

「いや、そっちは薫くんのベッドですけど」

「なんですってっ」

　美園先輩は驚いて飛び起きた。

「ど、どう、どうして薫さんのベッドからひかげさんのにおいがするのでしょう？　ま、まさかひかげさん、夜な夜な薫さんと同じベッドで」

「あの、先輩、僕いま例の人の相手してきたばかりでだいぶ疲れてるんで、つっこむ気力ないんです……」

「美園さんがせんぱいのにおいだと思っているのはたぶん、シャンプーのにおいです。ぼくとせんぱい、いっしょのをつかってますから」

「一緒にお風呂に浸つかっているですってっ？」

「そんな無理矢理な聞き間違いしなくていいですから」

　あと、寮の風呂は共用の大浴場なんだから、実際いっしょに浸かってるよ。悪いのか。

「そんな、お風呂で強要して欲情なんて、はしたないですひかげさんっ」

　もう相手しきれないし寝てもいいよね僕……。

「ヒカゲが疲れてるというなら、ミーティングは明日に回して、今日のところはみんなで寝ようか」

　会長が言ってわざとらしいあくびをする。

「ミーティングってなんですか。だいたい会長はともかく、美み園その先輩って自宅生でしょ。いいんですか、こんな遅くまで学校にいて」

「いいんです。ひかげさんがいらっしゃるところが私の家ですもの」

「なんかきれいにまとめようとしてますけど意味わかんないですよ」

「体育祭まで、この部屋を総務の分室にしようかと思っているんだ」と会長。「生徒会室は本格的にスパイに狙われているようだからね」

「え……い、いや、もっと便利な場所はいくらでもあるでしょ？」

「ヒカゲと薫かおるがそろっているうえに瀧たき沢ざわの部屋も近いこの部屋以上に便利な場所がどこにある？」

「う……」

　やばい。なんか詭き弁べんのような気がするけど具体的に指摘できないからこのまま押し切られそうな雰囲気満々だ。しかも、僕がとにかくなにか言い返さなければと思って口を開きかけたとき、背後でドアの軋きしみが聞こえた。

「ひかげ、帰ってきてるの？　ひかげがお腹空かせてうるさいから連れてきた。ひかげがちゃんと面倒見ないからわたしがひかげの世話をしなきゃ──」

　ひかげひかげと連呼しながら寝室に入ってきたキリカは、僕ら四人を見て固まってしまう。腕に抱いていたウサギがぼとりと床に落ちる。

「ほら、五人と一匹、全員そろっただろう？」

　会長が得意満面で言った。

「じゃ、ミーティングを始めようか。ヒカゲ、瀧沢に接触した結果を話して」

　僕はため息をつき、キリカに椅子をすすめ、それからベッドの美園先輩の隣にぐったりと腰を下ろした。






２









　僕は小学校と中学校の九年間を通して、体育の成績で「３」以外をもらったことがない。美しく並んだ二十七個の「３」を思い浮かべるにつけ、これはなかなかできないことなのでは、と感慨にふけってしまう。全部「５」か全部「１」の方がまだしもとりやすい気がする。最大限がんばるか、授業をさぼり続けるかすればいい。ちょうどボウリングで、左右のガターにはまって進むのが容易であるのと同じだ。どちらにも偏らずにぴったり真ん中をまっすぐ進むのはとても難しい。僕はそれを成し遂げ、こうして白はく樹じゆ台だい学園高等部にたどり着いたわけだ。ストライク！

　これほど「自慢できることではない」という表現が似つかわしい話もそうそうないのだけれど。
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　ふと気になってキリカにも訊きいてみた。僕の部屋での何回目かの作戦会議のときだ。

「キリカって体育の成績いくつくらいなの？」

「ずっと１にきまってるでしょ。授業出てないんだから」

　なんでもなさそうに答える横から会長が口を挟む。

「そのせいでキリカの体操着姿が見られるのは一年で一度きり、体育祭だけなんだよ」

「私はまだ見たことがないんです。楽しみです……キリカさんのまぶしい太もも……」

　美み園その先輩もうっとりした顔でのってくる。

「いや体操着の話じゃなくてですね」

「せんぱいはあんまり体操着には興味ないみたいです」と薫かおるくんが言う。「こないだも、ぼくの体操着わざとせんぱいの鞄かばんに入れといたら中等部まで届けてくれました」

「届けるにきまってるだろうが。っていうかわざとだったのかよ？　なんでっ？」

「ひかげさん、なんてお優しい……」美園先輩が目を潤ませる。「それじゃあ鞄に婚姻届を入れておいたら市役所に届けてくれるのでしょうか」だれのだよ？

「いや、そんなのはどうでもよくて、キリカの話ですよ。体育祭、あっちとしては全員参加のラインは譲らないんですよね？」

「体育科も、体育教師たちも、そこだけは譲らないだろうね」

　全校生徒が、最低でもひとつ、なにかしらの種目に参加する。当たり前に思える前提だが、体育科にとっては最大のアドバンテージでもある。白組──体育科以外の生徒の数はおよそ七千五百人。スポーツに関してのトップレベルだけを集めれば、体育科と遜色のないチームが組めてしまう。しかし体育教師たちは言う。体育祭は学業の一環だから全員参加が当然だ。かくして白組戦力の「平均値」は押し下げられる。

「だからわたしはいつも棄権してる」

　キリカがつまらなそうに言う。

「出てもどうせ最下位だし」

「ううん……得意な種目に狙って出ればいいんじゃないの」

「だからモノポリー……」スポーツじゃないっての。言い方も恨みがましいし、却下されたのに未練たらたらだな。

「もうちょっと運動会っぽいの。多少オリジナル要素混ぜてもいいからさ」

「じゃあ借り物競走」とキリカは意気込んで言う。

「へえ。得意なの？」

「ただし借り物は現金だけ。一億円とか」

　おまえ以外にだれが参加できるんだよ。

　キリカはむくれて椅子の上で僕に背を向けて膝を抱えてしまう。

「わたしのことはいいの。身体動かすの好きじゃないから。準備するまでがわたしの体育祭。当日はどうせ会計室にいるもの」

　僕はキリカの細っこい背中をまじまじと見つめる。

　彼女とはじめて逢あったときのことを思い出してしまう。会計室に閉じこもって、外の世界に触れようとしなかった頃のキリカ。あれから、少しずつ彼女は自分を見せてくれるようになった。でも、こうした折にふと見せる不毛さは昔のままだ。そういえば僕は彼女がなぜ授業に出ないのかをけっきょくまだ知らない。なぜ探偵をしているのかも。

「キリカのためだけの競技をつくるわけにもいかないよ」会長が肩をすくめる。「できるできないで言えばできるだろうけど、その譲歩を引き出せるのなら、もっとべつのことに有効活用したい」

「ええ。一種目だけ勝ってもしかたありませんもの」と美み園その先輩も同調する。

　それから三人の女たちは去年の種目のリストアップやそれぞれの得点傾向の再確認を始めてしまった。僕はもやもやした気持ちを抱いたまま、全員分のコーヒーを買いに部屋を出た。







　薫かおるくんはどうやら僕のわだかまりに気づいていたようで、他のみんなが帰ってしまった後でこう言ってきた。

「せんぱいはキリカねえさまのことをいちばんに考えているんですね」

「え？」

「とってもしんぱいそうでした。作戦会議なんてちっとも頭にはいっていないみたいで」

「ああ、うん……」

　三つも年下の子に見透かされてちょっと恥ずかしい。僕はベッドに仰向けに転がって脱力した。

「なんか、あれでいいのかなあ、って思って」

「あれ？」

「体育祭をまるでゲームみたいにさ」

「ゲームですよね？　だってスポーツの大会なんだし」

「ああ、うん、いや……そうなんだけど、そうじゃなくて……」

　説明しづらい上に、自分でよくよく嚙かみ砕いてみれば、僕がいま思っていることはかなり青臭くて口にするのが照れくさい。

「運動会なんだからきらきら汗光らせて運動するべきなのに、作戦とか交渉とか譲歩とか三千万円とか不純じゃないかってことですか」

「僕たまに薫かおるくんの利発さが怖いよ……」だいたい全部その通りだった。会長も美み園その先輩もキリカも、あまりにもドライな勝負師の顔をしていたので、僕だけが置き去りにされた気分だったのだ。

「ぼくも残念です」

　薫くんはベッドの僕の隣に腰を下ろす。

「狐こ徹てつねえさまや美園さんは、体育もとくいですからちゃんとたのしむんでしょうけど、キリカねえさまは当日ちっともたのしくなさそうです」

　そう、そこなのだ。

　あいつ、文化祭も生徒会室にひきこもって過ごすとか言ってたっけ。文化祭の方は一緒に回ってくれるという約束を取りつけたけど、体育祭はそうもいかない。文化祭とちがって、ただ見ているだけじゃなにも楽しくないだろう。

「だから、なんていうか、あんまり勝負に興味が持てなくて……それよりキリカがちゃんと高校生っぽいことしてくれた方が嬉うれしいんだよ」

　薫くんはくくっと笑った。

「キリカねえさまがうらやましいです」

「ん？　なんで？　あんなひきこもり生活が？」

「そういう意味じゃないです」

　じゃあどういう意味？

　でも薫くんはそれ以上なにも言わず、ベッドに上がってきて僕の隣に横になった。

「あ、ごめん」

　僕は起き上がる。昔のくせでつい軽々しく下段に寝っ転がってしまうけど、こっちは薫かおるくんのベッドなのである。

「いっしょでもだいじょうぶですよ？」

「いや狭いだろ」

　薫くんはなぜだかしょんぼりして枕に顔を埋めてしまった。僕は勉強机に戻る。さっきまでここでキリカが会長や美み園その先輩と話し合っていたというのがなんだか信じられない。夢でのできごとだったみたいに感じるのは、僕がいまいち体育祭での勝負に熱を入れられず、作戦会議が他人事に思えてしまったせいだろう。

　でも彼女たちは生徒数八千人の大学園にふさわしいスケールで戦っているだけであって、僕が小市民すぎるだけなのかな、と思うとなんだか申し訳なくなってくる。
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　しかし小市民なのは僕だけではなかった。クラスで話を聞いてみると、一般生徒たちも似たような感想を抱いていることがわかった。

「体育祭、ううん、体育祭なあ」

「最初は楽しいんだけどな」
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　男子たちはもやもやした口調で顔を見合わせる。

「最初は？」と僕は首を傾げる。

「なにしろ体育科が強すぎてさあ」

「ポイント開きすぎて、最後の方の種目は完全に消化試合になっちゃうんだよ」

「だからって騎馬戦とか最初にやっちゃうのも興ざめだし」

「後の方の競技のポイントをどんどん多くしてきゃいいんじゃねえの」

「だめだろそれ。つまんないクイズ番組みたいになるぞ」

「最初の方に出たやつがむなしくなるし」

　そばで聞いていた女子たちも言いたいことがあったのか、会話に入ってくる。

「体育祭の話？」

「あ、ルールの話か。牧まき村むらくん生徒会だからルール決めから口出せるんだよね」

「って言ってもねえ。どういうルールにしたって、どうせ今年も負けるんじゃないの？」

「いくら天てん王のう寺じ会長とかがすごくったってねえ、一対一でやるわけじゃないから」

　わりと冷めた反応が多いのが意外だった。

「じゃあ、白組に多めにハンデをつけた方がいいってことかな。そしたらみんなもう少しやる気出る？」と僕は言ってみる。

「いや、そういうんじゃないの」

「そういうんじゃねえな」

　みんながうなずきあう。じゃあどういうこと？

　例によって、優しくわかりやすく説明してくれるのはクラス委員の葉は山やまさんだった。

「あのね、毎年そうなんだけど、最初はなんだか勝てそうな気がしちゃうんだよね。白組も強い人たちを前の方に持ってくるから」

　最初から負け続けると士気に関わるので、勝ち目のあるメンバーを序盤にある程度固めて投入するのだという。

「それに、白組は一人一種目しか出ないけど、紅組──体育科は人数少ないから、一人が何種目も出ないといけないでしょ。だから体力的にすごくきついの」

「そういやそうか。じゃあもともと体育科には不利になってるんだね」

「去年も午前中までは勝てそうなムードだったよな」と男子の一人が言う。

「たしかポイントもちょっとだけ勝ってた」

　しかし昼飯を食って休憩を入れると空気は一変する。白組は強い手札を使い切り、紅組はカロリーを補給して逆襲を開始。多少疲労がたまっていようと、体育科生である。一般生徒がかなう相手ではない。去年も一昨年もその前もまったく同じ展開だったらしい。午後からの怒ど濤とうの圧勝劇で、まだ全種目の半分も消化していない段階で趨すう勢せいが決まってしまったのだという。

「そういう負け方すると、なんかまるであたしたちが悪役みたいな気になってくるの」

　葉は山やまさんの言葉にまわりが肩を落とす。

「ただでさえ俺ら、人数多いからな」

「少数精鋭に蹴散らされてくやられ役って感じだよねえ」

「映画の『３００スリーハンドレツド』みたいな」

「あー、それだ」

「だからね、牧まき村むらくん。ハンデなんてつけられるとますますみじめになっちゃうの」

「そうだぞ。公平な条件でやりたい」

「公平っぽく見える条件でやって、できればもうちょっといい勝負したい」

「親戚みんなテレビで観てるし、あんまり情けなく負けるのはちょっと……」

　僕よりさらに小市民な意見続出でちょっと安心してしまった。……って、待て。

「テレビっ？」

「あれ？　知らないの、うちの体育祭はローカル局が実況中継するんだよ」

　葉山さんが当たり前みたいな顔で言う。そういや文化祭もテレビ入るとか言ってたっけ。体育祭もなのか。

「うちは応援合戦とかすごいからな」

「今年は美み園その先輩とかがチアリーダーやってくれるんだろうな……」

「もうそれだけ楽しみにするよ、どうせ勝てねえし……」

「なんかもうちょっと運動会っぽい楽しみがほしいよね」

「それじゃあさ」僕はおそるおそる言ってみた。「体育科と勝負なんてやめて、普通の運動会にすればいいってこと？」

「それじゃ意味ねえだろ！」「そんなの白はく樹じゆ台だいじゃねえ！」「普通の体育祭なら他の学校でもできるじゃない！」

　袋だたきにされてしまった。みんな小市民ながらしっかり白樹台生なのであった。
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　僕の器の小ささをよそに、体育祭の準備は総力戦の様相を呈してきた。翌日の放課後、僕が向かったのは情報学科である。

「お、牧村。珍しいな」

　情報学科のぴかぴかの校舎に入るなり、右手の方から声がかけられた。早足で階段を下りてくる、くせっ毛に眼鏡の大学生みたいな風貌の男性は、情報学科の峰みね岸ぎし先生だ。いつぞやのカンニング事件のときの依頼者である。

「どうした？　やっぱりうちに転科することに決めたのか？」

　この人、なぜか僕を情報学科に入れたがるのである。

「いやいや、その話はもうやめました。転科試験だって受けてないし、それに、もう二学期始まっちゃってますよ」

「ん？　大丈夫だぞ、うちの学校はフレキシブルだから、転科試験はいつでも受けられるし、学期の途中だろうが、担当教員が書類にサインした瞬間に転科できる」

「ほんとフレキシブルですね……」

「というわけで牧まき村むら！　さあさあ！」

　峰岸先生、転科申請書を手に迫ってくる。

「い、いや、僕は普通科でいいんですってば！」

「普通の人生でいいのか！」いきなり話を広げないでくれる？　「牧村の詐欺師スキルを生かす場所なんてＩＴベンチャーしかないぞ！」

　他の場所もありますよ、と言おうとしてしまった。ちがうちがう。もっとまっとうなことして生きていきます。

「今日は生徒会の仕事で情報科のマシンを拝借しにきただけなんです」

「ん？　生徒会の仕事？」

「体育祭の……」

「おお！　体育祭！　体育祭か、俺も教員対抗種目に出ることになったぞ。今年こそは勝てそうなんだろ？」

「がんばります……」

「あれか、うちのハイスペックマシンと解析ソフトを駆使して体育科の連中の戦力を丸裸にしようってか！」

「そんなわけねえだろって言いたいとこなんですけど丸っきりその通りなんですよね」







　キリカも会長も美み園その先輩も、教室で僕を待っていた。

　教室といっても情報学科の特別教室で、ＰＣ備え付けの机はいくつかの島を作って並べられていた。ほんとうにどこぞのＩＴベンチャー企業のオフィスみたいである。

「ひかげ、遅い！」

　いちばん手前の椅子に体育座りしていたキリカが頰をふくらませる。

「ごめん、ちょっと先生に捕まってて」

「じゃあカーテン閉めますね」と美園先輩が窓辺に行く。すでに黒板前にスクリーンが下ろされてプロジェクターも用意されている。

「始めてくれ、伊い藤とう部長」と会長が言う。プロジェクターの脇にぬぼおっと立っていた瘦せぎすの不健康そうな男が、薄闇の中で眼鏡をぎらつかせる。

「二時間しか寝ていない私の成果をお見せしましょう！」

　寝てない自慢でおなじみのＩＴ部長、伊い藤とうさんである。目のくまは自分で油性ペンで書き加えているんじゃないのかと疑いたくなるくらい濃い。文化祭実行委員会の企画局長でもあり、色んな事件で何度もお世話になっている人でもある。しかし──

「パワーポイント起動！　私の華麗なプレゼンをご覧ください！」

　……なんか素直に尊敬できないんだよねこの人。

「去年までのプログラムは単純に各種目の参加者に応じたポイント期待値を割り出すだけでしたが、今年は改良に改良を重ねて、ダイナミックかつプリエンプティブにデータを包括し、イノベーティブなアーキテクチャをプリミティブに」

「日本語で」と会長が冷ややかに遮った。助かった。つっこまなきゃいけないのかと思っていたところだった。

「つまり、どのようなルール決めが最適なのかまで判定できるようにしたのです」

「よくやった伊藤部長」

　要するに白組の勝利への道をコンピュータに訊きいてみようということなのだ。

　プロジェクターから投影された名前と数値のリストは色分けされ、ところどころ強調表示され、伊藤さんのキー操作のたびに高速スクロールし、見ていると目が痛くなってくる。内容はさっぱりわからない。

　会長も美み園その先輩もキリカも興味津々に身を乗り出してリストを確認している。

「ふむ。柔道部や剣道部の連中はパン食い競走に集中させた方が勝率が０・４ポイントも上がるのか」

「意外な結果でしょう。しかも、団体種目と個人種目のポイント配分は７：３が最適」

「午前と午後の種目を３増４減にすれば勝率は16％を超えます！」

「バトン部に回す予算を倍にして応援合戦で──」

　四人は盛り上がっている。僕の網膜を大量の数字が滑って無意味の谷間へと流れ落ちていく。こんなときにウサギがいてくれれば餌をやったり毛づくろいをしたりで手持ちぶさたにならずに済むのだが、あいにくとここはケーブルだらけでペット連れ込みなどもってのほかのコンピュータルーム、さてどうやってこのむなしさを埋めようか、それともさっくりと生徒会室に帰ろうか……

「──げ。ひかげ！」

　僕は我に返って盛大に痙けい攣れんしてしまった。キリカが僕の肩を揺さぶっている。会長も美園先輩も伊藤さんもこっちを見ている。暗がりの中でスクリーンが逆光になっていて、みんなの目つきが怖く見えてしまう。

「なにぼうっとしてるの、ひかげも真面目に考えて！」

「考えて、って、ええと、なにを」

「どうやって体育科に勝つのかアイディア出しでしょ！」

「ああ、うん……」

　これはもう正直に言ってしまった方がいいのではないか、と思い始めたとき、会長が背中を押してくれた。

「ヒカゲは今回は特にやる気がないね。どうしたの？　なにか思うところがあるなら正直に言ってくれてかまわないよ」

「ああ、ええと。……こんなことしてて楽しいですか？」

　空気がこわばるのがわかった。まずい、正直に言いすぎた。

「あのっ、変な意味じゃなくて、その」

「このうえなく楽しいよ？」

「腹黒く陰謀を張り巡らせるのとっても楽しいです！」

「徹夜でプログラミングこそ私の人生の楽しみです」

「三千万円なの！」

　よどみなく答えられてしまった。この人たちはこういうところでほんとうにぶれない。

「ひかげさんは楽しくないんですか？」

　美み園その先輩が切実そうな目で顔を寄せてくる。僕は椅子ごと後ずさって顔をそむける。

「いや、あの……クラスの連中が……」

　クラスメイトたちの話をそのまま伝えることにした。暗くてみんなの表情がよくわからないので、非難の目で見られているような妄想がふくれあがってきて、何度も口をつぐみそうになってしまう。

「……だから、ええと、そういう普通っぽい意見もいくらかあるっていうだけの話で、すみません、あんまり関係ないですよね」

　尻すぼみの声で僕は話を終えた。言わなきゃよかったかな、と後悔し始めたとき、会長がいきなり立ち上がって窓際に寄りカーテンを開いた。陽光が目を刺す。

「伊い藤とう部長。体育科の戦力分析はひとまず中止だ。全校ネットのアンケートの準備をしてくれ」

「……は？　はあ」

　伊藤さんが分厚い眼鏡のレンズの奥で目をぱちくりさせる。

「あたしとしたことが、生徒会の代表としての本分を見失っていたようだ。生徒の楽しみを忘れていたなんてね。アンケートの項目は今から作るから即座にネットに上げてくれ」

「……会長？　あの」

　僕もわけがわからず、なにかまずいことを口出ししてしまったのではないかと思い、おそるおそる彼女の背中に声をかけた。

「ヒカゲ、感謝している」

「……え？」

　振り向いた天てん王のう寺じ狐こ徹てつの顔には、白夜みたいな笑みが浮かんでいた。

「あたしは生徒会長失格になるところだった」
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「……ルイさんは楽しいですか？」

　二度目の予備交渉で第二男子寮に行ったとき、魔王陛下にもそう訊きいてみた。

「ん？　愉たのしくてたまらんな、憐あわれな供く物もつを牙にかけるのは！　ふはははは、見ろ、豚のようではないか！」

「豚ですからね……」ショウガ焼き弁当だけど。

　ルイさんは弁当の残りをかきこみ、ご飯粒も最後の一粒まできれいに箸ですくいとって平らげると、空きパックをゴミ箱に押し込んだ。

「生ある者の苦しみこそ、我ら魔の者の愉悦よ」

「そうじゃなくて、体育祭楽しんでますかってことです」

「ふん？　戦いを楽しむとは笑止」

　ルイさんは割り箸を握ってへし折り、やはりゴミ箱に入れる。

「天王寺との戦いは血の宿命だ。我が呪われた血が疼うずくのだッ」

「楽しんでる場合じゃなさそうですね……」

「我が闇の半身が囁ささやくのだ、パン食い競走はうぐいすパン……二人三脚は男女ペア……昼休みの後にはフォークダンス……となッ」

「めっちゃ楽しみにしてるんですね……」

「きさまら人類の命運は、我ら魔族が地上を蹂じゆう躙りんするその日まで。残り少ない時間をせいぜい楽しむがよい」

「魔王陛下にそう言われちゃうと、ほんとそうだなあって気がしてきますよ」

　しかし、僕の胸のもやもやは晴れなかった。会長にあんなみじめな感謝の言葉を言わせてしまったのに。

　僕の考え無しの発言のせいで、今頃、全校ネットワークで体育祭へのアンケートが実施されているはずだ。どんな体育祭を求めているのか。なにを楽しみにして参加するのか。どういうイベントならわくわくするのか。

　それで──僕は？

　わからない。あんなことを言っておきながら、自分がどうすれば体育祭を素直に楽しめるのか考えていなかった。具体案もなく不満だけ垂れ流しただなんて、僕の方こそ生徒会役員失格じゃないか。

「今さらアンケートとは、天てん王のう寺じも追い詰められているようだな。封魔師の末まつ裔えいが生徒の中に都合良くいるとでも思っているのか？　くくくく……」

　魔王が学校にいるんだから封魔師とやらもいていいんじゃないの？　いや設定よく知らないけどさ。

「そういえばルイさん、去年も会長に勝ってるわけですよね。なんか、その、復ふく讐しゆうとか言ってましたけど、まるで負けたみたいに。どうしてですか」

「天王寺は負けていない。なぜならなにも失っていないではないか。王冠も聖剣もだ」

　聖剣。……ひょっとして政権のことか？

「実戦でも、あやつは騎馬戦に出陣して一騎で我が魔軍の竜騎兵たちを半分以上道連れにした。どこが敗北なのだ？」

　僕がいちばん同情したのは、会長の馬をつとめた下の三人である。だれか知らないけど。まさか今年は僕にその役が回ってきたりしないよな。いやいや、そんなのはどうでもいい。今、ルイさんはけっこう重要な話をしているじゃないか。

　会長は──なにも失っていない。

　なるほど、たしかにそうだ。白組は負けて失うものがない。最初から体育祭の実権は体育教師と体育科が握っているのだ。奪い合っているわけではなく、お情けで賭けてもらっているだけ。

　こんなの、交渉にならないのは当たり前だ。そもそもが対等な勝負じゃないのだ。

　よく考えろ、と僕は自分に言い聞かせる。ここは重要なポイントだ。ようやく話が僕の手に届く範囲まで近づいてきた気がする。予備交渉らしい話ができるかもしれない。

「……じゃあルイさんは、たとえばこっちがどんなリスクを負ったら、もっと勝負が熱くなると思います？」

　慎重に言葉を選んで訊きいてみた。けれど口にしてみるとそれはまるで自問みたいだった。ひかげ、おまえはどんなリスクを背負ったらもっと熱心に体育祭に取り組めるんだ？

　ルイさんは隻眼せきがんを細めて答えた。

「神の玉座からの失墜……我が呪われた血脈への報い……」

　ああだめだ意味わからん。魔族語だ。

「……そして豚の次は牛どもに死を……ゲヘナの炭火で──いやちがった、業ごう火かで焼き尽くし、表面はざくりと中はジューシーに……」

　次はステーキ弁当かよ。







　ルイさんの部屋を後にして廊下を玄関へと向かおうとすると、ロビーの方からやってきたＴシャツに短パンの男と鉢合わせした。宮里みやさと先輩だった。

「お、牧まき村むら。今日も瀧たき沢ざわと遊んでやったのか。ありがたいな。あいつ、けっこうおまえのこと気に入ってるみたいだぞ」

「え……そうなんですか。僕の持ってくる弁当が嬉うれしいだけじゃないかなあ……」

「でも『魔界村にマンドラゴラの調べが響き渡り氷の牢ろう獄ごくが開き永久の苦痛の大公爵が目醒め使徒たちを喚よび集めるだろう』って言ってたからおまえと色々話すの喜んでるはずだけど」

「なんでわかんのっ？　魔族の言葉わかるんですかっ？」

「う、うん、まあ……」宮みや里さと先輩は目をそらす。「同じ部屋で寝起きしてりゃ、なんとなくわかるようになるよ」

　世界中を見渡してもまず匹敵するものがないくらい無駄な才能だろう。

「いや、だからってなんか頼られても困るからな？　俺だってなんとなくしか意味わかんねえし、そんなに仲良くないから」

「そ、そうですか。ううん」僕は腕組みして思案する。「でも、ヒントだけでもほしいんですよ。あの人、なにを餌にして交渉すれば釣られてくれるのか全然わからなくて」

「文字通り餌で釣ってるじゃん」

「たしかにそうですけどね？」

　こっちが負けたら学食の食券を一年分くれてやるとか？　いやいや。そんなのさすがに予算案が通らないだろうし、紅組だってルイさんひとりで仕切ってるわけじゃないのだ。他の運営委員たちも納得させないといけない。

「んじゃ、俺からもそれとなーく訊きいてみるよ」

「ほんとですかっ？　ありがとうございます」

「なんか瀧沢を裏切ってるみたいであんまり良い気分じゃないけど、考えてみたら俺だって普通科なんだからあいつの敵なんだよな」

「すみません、なんか変なこと頼んじゃって」

　宮里先輩は歯を見せて笑い、僕の肩をばんと叩たたいた。

「いいんだよ。なんか楽しくなってきた。瀧沢とどうつきあっていいのか全然わかんなかったけどさ、敵だって思ったらちゃんと喋れそうな気がしてきたわ。あっはっは。考えてみたらあいつ魔王だとかなんとか自分で言ってるしな！　敵だよな！」

　なんだかテンション高くなりつつある宮里先輩と電話番号を交換して、僕は第二男子寮を出た。九月の日はまだまだ長く、ほのかに色づいた宵空を梢こずえがぎざぎざに切り取っていた。どこからか大勢のジョギングのかけ声が聞こえた。

「──白っ、組っ、ファイッ！　白っ、組っ、ファイッ！」

　普通科のジャージ姿が樹々の間にちらと見えた。体育祭に向けて走り込んでいるのだ。僕は胸をふさぐ圧迫感をおぼえた。

　一般生徒だってあんなに必死なのに、僕はなんなんだ？

　いまいちやる気が出ないのは、熱のぶつけどころがわからないからだ。会長やキリカみたいに体育祭の運営権だの予算編成権だのを奪い取ることに血道をあげられないし、体育科にこてんぱんにやられた体験も共有していないからクラスメイトたちみたいに今年こそはと奮起もできないし、失うものもないから体育科の連中みたいに聖域を守ろうという気概も湧かない。魔族でもないし光の眷けん属ぞくたちに迫害された記憶もないからルイさんみたいに復ふく讐しゆうにも燃えられない。宮里先輩が探りを入れる役を買って出てくれたとき、僕がやらなくても済むのか、とちょっと安あん堵どしてしまった自分がいる。

　林の合間の人気のない遊歩道で僕はふと立ち止まり、寒気に身を震わせた。日が落ちてもまだ汗がにじむくらいの残暑のただ中のはずなのに。

　これは──この感触は、記憶にある。ほんの半年前まで僕をぴっちり覆っていた、懐かしい淀よどんだ無気力。キリカのことも、生徒会室の場所も知らなかったあの頃の僕が呼吸していた空気。リアルな景色の中に自分だけが下手くそな写真合成ではめ込まれたみたいな気分だ。

　僕は、まだよそ者なのだ。

　白はく樹じゆ台だい学園の生徒になりきれていない。ちょっと立ち寄っただけの流れ者の性根を捨てきれずにいる。

　自分の頰をぱんと平手で叩たたいた。それから左袖の腕章のごわごわした感触をじかに確かめる。おまえは生徒会書記だぞ？　しっかりしろ。
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　その夜、さっそく宮里みやさと先輩からメールがあった。

『瀧たき沢ざわ、去年の生徒会選挙に立候補しようとしてたらしいんだけど、そんな話聞いた？』

　僕はびっくりして二段ベッドの上段から飛び降りてしまった。予習中だった薫かおるくんが驚いて振り向く。ごめん、なんでもない、と身振りで示しながら、メールに返信する。

『知りませんでした。実際に立候補したんですか？』

　すぐに返事があった。

『あいつ友達いないから副会長候補が見つからなくてあきらめたって』

　そりゃそうだ。

　思わぬところからルイさんの勘所が見つかって、僕の眠気はだいぶ吹っ飛んでいた。俗世のことなんて興味なさそうな魔王陛下が生徒会長の座を狙っていた？　言われてみれば、天てん王のう寺じ狐こ徹てつという個人にあからさまな対抗意識を燃やしていた。

　ベッドに戻り、枕を腹に押し抱えて、宮里先輩からのメールをにらみ、考える。

　これでつながってしまった。あまりにも馬鹿馬鹿しく、ハイリスクな一本の筋道。いいのかよこれ、と何度も自分に質ただす。試しに申し出てみて様子をうかがう、なんてことはできないぞ？　こっちが提示して相手が受けたらそこで確定だ。

　いや……。

　仰向けに寝転がる。すぐ目の前の天井と僕の間に横たわる生ぬるい沈黙をにらむ。

　決めるのは会長だ。そしてたぶん、あの人はやる。それが天王寺狐こ徹てつだ。
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　紅組との次の交渉は、その翌日、体育科校舎の会議室で行われた。

　紅組側の参加者はルイさんだけではなく、総勢八人もの運営委員たちが魔王陛下の玉座の左右に侍はべっていた（という表現は彼らにとっては不本意だろうけど）。全員、体育科生だけあって体つきがいい。僕らと同じ制服姿だし、特に大柄というわけでもないし、これ見よがしに筋肉が盛り上がっているというわけでもないのだけれど、姿勢とか目つきが一般生徒と明らかにちがう。これだけ数が並ぶと威圧感が数倍されている。

　けれど我らが天王寺狐徹はものともせずに開口一番切り出した。

「白組が負けたら、あたしは生徒会長を辞任しよう」

　運営委員たちは一斉にぎょっとした。ルイさんも眼帯のせいでわかりづらかったけれどたしかに目を見張った。一緒に並んで座っていた美み園その先輩とキリカも──事前に話を聞いていたはずなのに──会長の言葉に身を固くした。

「こちらがリスクを背負いもせずに要求ばかりしていた非を謝罪する。体育祭の運営権に見合う賭け金としては、これ以外にないと思うが、どうかな」

　会長は言葉を切って紅組の連中を見渡した。

　先制攻撃には成功した、と言えそうだった。みんな呆あつ気けにとられている。ルイさんの背後のホワイトボード脇で板書係をしている楓ふう花かさんなんて、握っていたマーカーを落っことしたのに気づいてもいない。

「ほっ、本気なの？」

　二年生女子の運営委員の一人がようやく最初に口を開いた。

「そっちはずっと負け続けてんのよ？　いいの？」

「もちろん、かわりに、競技形式と採点形式を白紙に戻して一から話し合うという条件でだよ」

「それで、そっちに有利なルールを吞のめってのか？」

　魔王陛下の隣の二年男子が眉をひそめる。会長は考えるふりすらせずに答えた。

「ちがうよ。それ以前の問題だ。我々が今までこうしてテーブルを挟んでやっていたのは話し合いなんかじゃなかったから、失うものを同等にする代わりに、さあちゃんとした協議を始めようじゃないか、と言っているのさ」

「いや、でも……」「待てよ、そんないきなり」「ちょっと……」

　運営委員たちはひそひそとささやき合う。これまでは、去年までと同じやり方でやればいい、の一点張りでよかった。今はじめて会長がその防壁にひびを入れたのだ。

　しかし、魔王陛下は冷静だった。さすが一万年も氷結地獄に封印されていた魔族の長おさだけある。

「天てん王のう寺じ。きさまが生徒会長をやめて我らになんの得がある？」

　会議室は静まり返った。

　運営委員たちもルイさんの顔を食い入るように見つめている。彼は眼鏡をくいと押し上げて言葉を続けた。

「きさまが辞任しても隣の副会長が代行するだけ。そしてあと三ヵ月足らずで次の生徒会選挙だ。立候補して返り咲くだけだろう」

　運営委員たちがざわめく。

「瀧たき沢ざわが……」

「ああ、うん……」

　息を吞む音もいくつも聞こえた。

「日本語喋しやべってる……」そこかよ。僕もちょっとびっくりしたけどさ。

　もちろん魔王陛下が僕らに理解できる日本語を慈悲深く使ってくださったのには理由があった。ここが彼の求めているところでもあったからだ。

　ルイさんは立ち上がり、指を突きつけた。

　会長に──ではない。その右隣の席に着いた、美み園その先輩に、だ。

　さすがに僕らも一瞬わけがわからなかった。隣のキリカの肩がびくりと震えた。でも美園先輩は表情ひとつ変えずルイさんをにらみ返した。

「まず私が辞めろ、ということですね？」

　僕は息を吞んだ。なんだよそれ？　さらに驚いたことに、ルイさんはうなずいた。

「そうだ。そして、天王寺、後任の副会長にこのルイーナ・アクアドラコを指名しろ。その後に会長を辞任しろ」

「……ほう」

　会長は笑った。敵を目の前にした獅子の笑みだった。

　僕にもようやく、ルイさんの言っている意味がわかった。任期途中で会長職が不在となった場合、残りの任期は副会長が代行となって全権を執行する。

　つまり──

　白組が負けたらルイさんに禅譲しろと言っているのだ。

　たしかに筋は通っている。こちらの望む戦利品は体育祭の運営権を譲り受けること。それなら、敗北で支払う代償も、単なる失権では釣り合わない。生徒会の運営権を譲り渡すという形でなければ対等にならない。背筋が寒くなるくらい筋が通っている。

　けれど、ここまでは想定していなかった。

　会長の辞任宣言でおそらく向こうはこっちのペースに吞まれ、ゼロからのスタートラインに合意してくれるだろうとたかをくくっていたのだ。僕はこのとき瀧たき沢ざわ瑠る威い那なという男をかなりなめていたことになる。

　はじめて垣かい間ま見せた、『人間』瀧沢瑠威那の狡こう猾かつな顔。

　この違和感はなんだろう。どうしてそこまで会長職を求める？　この人は、まだなにか秘めている。権力欲や、天てん王のう寺じ狐こ徹てつへの対抗心だけじゃない気がする。僕はこの人を見透かしてつけ込んだつもりで、実は思うつぼにはまったのではないか。

　会長は口の端を歪ゆがめ、椅子を引いて立ち上がった。ルイさんに手を差し出す。

「いいだろう。あたしが負けたら、きみに玉座を譲るよ」

　負けたら、という言葉が僕の意識にみしみしと亀裂を走らせる。よかったのか。これでほんとうによかったのか？

　ルイさんは、冷ややかに会長の握手を拒んだ。

「魔の血筋の者に触れるな。呪われたいのか」

　妙な話だけれど、僕はそれを聞いてほっとしてしまった。魔王の方が戻ってきてくれたからだ。





＊






　天王寺狐徹の最大の武器は、なんといっても情報に対しての機敏さだと僕は思う。

　紅組との最初の合意に達したミーティングの直後、すぐに放送部とＩＴ部と二つの新聞部にリリースを出して大々的に全校に向けて公表してしまった。

　白組が負けた場合、生徒会長の座を体育祭運営委員長に譲り渡す。

　その仰天ニュースは一日足らずで白はく樹じゆ台だいの広大な敷地を隅から隅まで駆け巡った。翌日の放課後すぐにまず朱と鷺き子こさんが生徒会室に駆け込んできた。

「本気なのっ？　狐徹、あなた、ばかじゃないのッ？」

　朱鷺子さんはものすごい形相で会長に詰め寄る。デスクの椅子にふんぞり返っていた会長はなんでもなさそうに答える。

「本気だよ。真っ先に朱鷺子が心配してくれるなんて嬉うれしいよ」

「あ、あなたの心配なんかしてないわよ！　生徒会長の職を賭けの対象にするなんてなに考えてるの！」

「おやおや。体育祭の運営権を賭けることはなにも言わなかったくせに」

「う……」朱鷺子さんは口ごもる。「そ、それとは深刻さがちがうでしょ！」

「そう、その通り。だからこそ今後のルール決め交渉であちらの譲歩を引き出しやすくなったわけだよ」

　朱鷺子さんは額に手をやってため息をつき、頭を振った。それから、副会長のデスクで書き物をしていた美み園その先輩を見やる。

「竹たけ内うちさん、あなた止めなかったの？　狐こ徹てつだけの問題じゃなくなったのよ、まずあなたが辞めさせられるのよ？」

「しかたありません、相手をまず交渉のテーブルにつかせなければ勝つも負けるもありませんもの」と先輩は悠然と答えた。ちらと僕に視線を流して付け加える。「それに、もともとは愛するひかげさんの発案ですから」

　それは言わなくていいのに。朱鷺子さんににらまれるから。

「……いえ、あの、僕も譲るとまでは言ってないんですけどね……」

　意外なことに朱鷺子さんからそれ以上の追及はなかった。

「それで、競技ルールの青写真はできてるの？」

　あきれた声ながら、そう訊きいてきたのだ。

「負けたらどうする、と訊かないんだね。さすが朱鷺子、あたしのファーストレディを三年間も務めただけある」

「訊いても無駄でしょ。それより具体案を早く出しなさい」

　会長がなにか言おうとしたとき、生徒会室の両開きの扉が勢いよく開いて郁いく乃のさんが駆け込んできた。僕は彼女がこんなにあわてているのをこのときはじめて見た。

「こてっちゃん、あの発表ほんまなん？　あんな頭の中いっつも黒くろ薔ば薇らのお花畑みたいなやつに会長譲るなんて、この郁乃さんがゆるさへんで！　そんなんするくらいやったらうちに譲りぃな！」

「白組が負けたら、だよ。負けるつもりなんてない。勝つために撒まいた餌だ」

「みじめに三連敗もしといてよう言うわ！　そこまで言うからには絶対勝てるようなルール案があるんやろね！」

「もちろん。今からそれを──」

　この二人で終わりではなかった。会長の言葉をまたも遮って扉が開く。薫かおるくんがつんのめって室内に転がり込んでくる。

「狐徹ねえさま、い、いっぱい押しかけてきてます！」

　僕はあわてて薫くんに駆け寄って助け起こし、ドアから離れた。廊下に大挙して詰めかけていた生徒たちが雪な崩だれ込んできた。みんな目が殺気立っている。

「会長、あれマジか！」「会長やめちゃうの？」

「無責任にもほどがあるだろ！」「文化祭前なんだぞ！」

「なに考えてんですか、負けっぱなしなのに！」「認めないわよ！」

　口々に抗議の声を浴びせてくる。僕は腹の底にぞくりという熱を味わう。扉の向こうの廊下にさらに大勢がたまって野次とも怒号ともつかない声をあげている。

　そうだ。僕が求めていたのはこれだ。僕のハートを蹴り飛ばし、エンジンをかけてくれる、この熱さだ。

「静せい粛しゆくに」

　会長の一言で群衆は静まりかえった。

「前の人を押さないように。危ない。大切な体育祭前に怪我でもしたらどうする？」

　この言葉で、廊下の昂たかぶったざわめきも引いていく。ただ、熱が消えたわけではない。彼らの頭上に、はち切れそうなくらいこもっている。

　会長は立ち上がり、扉の方にゆっくりとした足取りで向かう。押し寄せた生徒たちは息を吞んでそれを見つめる。

「あたしは辞めない。信じている。諸君が勝つことを信じている。だから会長の椅子を賭けたんだ。諸君はどうだ？　今年も負けるつもりか？」

　すさまじい声の奔流が巻き起こった。そんなわけあるか、なめんな、やられっぱなしでいられるか、今年こそ、今年こそ、今年こそ！　今年こそ！

　会長がその興奮の渦うずを受け止めて拳を突き上げる。

「──勝つぞ！」




「応ォオオオオオオオオオオオオオオオッ！」




　校舎が崩れるかと一瞬思った。会長の手に応えて天を衝いた拳骨の数は百、いやひょっとすると千を超えていたかもしれない。さあ全員トレーニングだ！　ジョギングだ！　さあさあ走り込め！　と会長が号令した後で、廊下や階段を踏み鳴らして遠ざかっていくすさまじい量の足音が、たっぷり五分間は消えなかったからだ。少なくとも三階の廊下すべてを埋め尽くしていたことは想像に難くない。

　生徒会室にようやく戻ってきた静けさの中、会長がドアを閉めてつぶやく。

「ふむ。うまく追い払えたね。群集心理は恐ろしい。誘導されてくれて助かったよ」

「そういうのは胸の中にしまっといてくださいよ……」ちょっとじいんときてしまったのに。感動を返せよ。

　と、そのとき、がちゃり、と音がした。視界の端で会計室の扉が開くのが見えた。白と黒のリボンがぴょこんとのぞく。

「……みんな出ていった？」

　キリカがドアの陰から部屋内を油断なく見回しながら訊たずねる。

「大丈夫だよ、出ておいで」と会長が笑う。

「どこに体育科のスパイが潜んでるかわからないんだから」

　キリカはまだ警戒の目で廊下につながる両開きの扉を細く開いて外をうかがい、閉めて戻ってくると会議用の机の端っこの席に腰を下ろした。

「さて。それじゃ、全員そろっていることだし、始めようか」

　なにを？　とは、だれも訊かない。胸の奥の方でのたくっている野性たっぷりの熱が、どんな言葉よりも雄弁に答えを告げている。朱と鷺き子こさんも郁いく乃のさんも、僕やキリカと同じ想いを抱いているはずだった。目を見ればわかる。美み園その先輩がにんまりと笑ってホワイトボードを会議机のそばまで引っぱってくる。薫かおるくんはぱたぱたと冷蔵庫に走って人数分のお茶の用意をする。朱鷺子さんと郁乃さんはちらと目配せして席に着く。

「魔王様ごときにこてっちゃんを倒されるわけにはいかへんわ」

　郁乃さんが眼鏡をぎらつかせる。

「そうよ。選挙前なのに、あやをつけないでほしいわ」

　朱鷺子さんもつんとして唇を尖とがらせる。

「ひかげも早く座って。こんなところで狐こ徹てつを負けさせるわけにはいかないの」

　キリカが隣の椅子を叩きながら僕に言う。
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　立場も、目指す場所もばらばらで、敵同士でさえある僕らが、けれどそのときは会長を焦点として固く結びついていた。

　会長をここで負けさせたくなかった。

　なぜって、倒すのは僕だからだ。そのときまで──生徒会選挙の開票の瞬間まで、天てん王のう寺じ狐こ徹てつには頂点に君臨していてもらわなければならない。

　ようやく見つけた、僕の戦う理由。

　他の全員が椅子におさまるのを待って、最後に会長が着席する。僕らを見回し、もったいぶって口を開く。

「では、あたしの考えた体育祭ルールの草案を話そう。これを通せば──我々は勝てる」





＊






　六回目の体育祭紅白折衝は、週明けの放課後に行われた。

　場所は、はじまりと同じ体育教官室棟。しかも、三階の会議室ではない。一階の、まさに教師たちの巣そう窟くつである教官室内をこちらから指定したのだ。

「運営委員たちは教師が後ろにずらっとついててくれた方が交渉が有利に進められると思っているはずだから、この申し出はまず吞むはずだよ」と会長は事前に言ったし、その通りになった。教官室の壁際には紅の鉢巻きをそろってしめた三十人近くの体育教師たちが無骨な壁をつくり、その囲みの真ん中、しょぼくれた応接セットの三人掛けのソファにどっかりと腰を据えているのがルイ陛下だった。他の運営委員たちは不満げな顔でソファの近くに立っている。

　こちらもフルメンバーだった。会長を先頭に、朱と鷺き子こさんと美み園その先輩が並んで、郁いく乃のさんがその後に続き、最後尾は僕とその背中に隠れたキリカ。教官室の机の間を縫って敵陣に踏み込んでいく。

「ほう……」ルイさんが眼帯をしていない方の目を細める。「元老院の長に、星の天秤の調停者まで連れてきたのか。きさまもいよいよ本気か、天王寺。くくく……」

　朱鷺子さん（議長）と郁乃さん（監査委員長）のことなんだろう、たぶん。教師たちは陛下の魔王ぶりをどう見ているのかと思ってまわりを観察してみたら、全員が完全無視だった。まあ……賢いといえば賢い対応か……。

「おい、ちゃっちゃと済ませろよ天王寺」学科主任の大おお和わ田だ先生が言う。「なんで教官室で話し合いたいなんて言い出したのか知らんが、俺らだって仕事があンだよ」

「わかっている。すぐ済む。こちらの提案をそちらは一も二もなく吞むはずだからね」

「そんなわけあるか」

　運営委員の一人が不機嫌そうに言い返してきた。

「そんなにこっちに有利な条件なの？　そんなわけないわよね」

　もう一人も眉をひそめる。会長は相手のいらだちを誘うためにだいぶ長い間を置いてから再び口を開いた。

「どちらに有利も不利もない。そういう観点で考えたルールじゃない。あたしは生徒会長だ。全校生徒が楽しめることだけを考えてる」

「……なんのことだ」

　ルイさんがぼそりと言った。僕にもちらと視線を滑らせてきたような気がするのは、予備交渉のときに話したことと関わりがあると気づいたからだろう。

「これまでの体育祭について全校生徒にアンケートをとった。結果を知りたいだろう？」

「さっさと話を進めろよ」運営委員が焦じれて声を荒らげる。

「体育祭を楽しめているかどうか、それだけを調査するアンケートでした」

　美み園その先輩が調査結果をまとめたファイルを手に言う。

「82％の生徒がこう回答しています。『最初は楽しいがだんだんつまらなくなる』。理由についても質問したところ、最多回答は『体育科と点数が開きすぎて逆転の可能性がなくなってしまうから』でした」

　先輩はそこで言葉を切ってゆっくりと体育教師と運営委員たちの顔を見回す。まだどういう意味か吞のみ込めていないようだった。先輩が続ける。

「体育科以外の生徒だけを見れば九割が『だんだんつまらなくなる』と答えています。興味深いことに、体育科生でも七割が同様の回答をしています。勝ち続けていてもやっぱり体育祭は面白くなかったのです。総務執行部はなによりもこの事実を深刻に受け止めてルール制定をすべきだと判断しました」

「だからそっちにハンデをつけろってんだろ？」

　大おお和わ田だ先生がむすっとした顔で言う。早く本題に入ってけりをつけろ、と言いたげなのがありありとわかる。でも会長は首を振った。

「そうじゃないよ、先生。ハンデキャップの妥当性はだれが判断する？　ハンデが軽すぎるの重すぎるのでまた交渉は千日手だ。もっと根本的なところに立ち返って考えてみてほしい。大切なのは紅組と白組が互角の勝負をすることじゃない。どれだけ実力差があろうが、最後まで希望を捨てずに勝負を楽しめることこそが大事なんだよ」

「だから！　ハンデ以外にどうやれってんだよ、実力差がどんだけあると思ってんだ？」

　大和田先生は額に青筋を立てて吠ほえた。会長はさらりと答える。

「簡単だ。最後の種目が終わるまで絶対に勝負がつかないルールにすればいい」

「はあ？」「なに言ってんだ？」「おい、まさか」

　運営委員たちが一斉にいらだった声をあげる。詰め寄ってくるやつもいる。

「まさか、できの悪いクイズ番組みたいに、最後だけポイント１００倍とかにするんじゃないだろうな」

「そんなことしたら最初っから全員やる気なくすぞ」

「真面目に考えなさいよ！　こっちが譲歩したと思って──」

「そうじゃない」

　会長がぴしゃりと言って委員たちを黙らせる。続く一言で彼らは全員息を吞む。

「一発勝負にするんだ。それまでにどれだけ勝っていようと、どれだけ負けていようと、最終種目の騎馬戦を獲った陣営の勝ち。そういうルールでやる」

　一瞬の呆ほうけた空くう隙げきの後で、怒りの声が吹きすさぶ。

「ふざけんな！　もっとひでえだろうが！」

「それじゃ他の種目全部無意味になるでしょ！」

　会長は手近の机に平手を思いっきり叩きつけた。表情ひとつ変えなかったのは真ん中で黙り込んでいたルイさんだけだった。他の面々はびくりと言葉を吞のみ込んで気け圧おされ口をつぐむ。

　視線でざっくりと敵軍を薙なぎ払い、会長は低い声で言った。

「無意味にはしない。騎馬戦以外の全種目の成績は、騎馬戦に参戦できる人数に反映させるんだよ」

　教官室の息苦しい空気がこのときすうっと冷えて軟化した気がした。

「参戦できる……人数？」

　大おお和わ田だ先生が毛のない眉を寄せる。その不気味な形相に向かって、会長はルール草案をプリントした紙を放る。『体育祭ビッグもりあげ企画　超絶クライマックス騎馬戦！』という派手なロゴが目に痛い。

　部屋の空気を掌握した会長が、余裕たっぷりの声で説明を続ける。

「このルールは、ある意味ではポイント制だ。たとえば去年は22種目、合計96回戦の競技が行われた。結果は紅組85勝、白組11勝だった。これまでのシステムならこの数字を単純に比べて紅組の勝ちでおしまいだ。だから全種目の半分も消化する前に、逆転不可能であることが確定してしまう。でも『超絶クライマックス騎馬戦』ルールはそうじゃない。この数字はそのまま、最終戦である騎馬戦に参加できる騎馬の数になる。つまり紅組85騎、白組11騎による勝負だ」

　会長はいったん言葉を切り、意味が聴衆の頭に染み込んでいくのを少しの間待った。表情の変化でわかるのだ。相手がこちらの理屈に取り込まれつつあるということ。

「もちろん諸君ら紅組は今年も全種目で勝ちまくり、圧倒的優位を築くだろう。場合によっては百騎と一騎の勝負になるかもしれない。それでも、それでもだ。希望は最後まで潰ついえない。そしてどの種目に参加する生徒も、自分の手にする一勝が最終的勝利に貢献するかもしれないと信じて戦える。こんな体育祭を、みんな望んでいたんだよ」

　しばらく、運営委員たちは顔を見合わせていた。彼らを戸惑わせているのは理屈ではなく、天てん王のう寺じ狐こ徹てつの言う通りにしてなるものかという単純な意地に過ぎなかった。

　だからそこで、朱と鷺き子こさんが一歩前に出た。

「なぜ決定戦が騎馬戦なのか──という説明もしなければいけませんね」

　天王寺狐徹の熱のこもった演説の直後では、冷徹な姫君の声は鼓膜に痛いとすら感じられただろう。朱鷺子さんもまた手にしたデータ表を大おお和わ田だ先生に差し出す。

「もちろん、大人数が一度に参加できる競技だから、という理由もあります。綱引きや玉入れなどとちがって人数差が即座に絶望的な差にならないという理由もあります。けれど最大の理由は視聴率です」

「し……視聴率？」

　先生たちが目を剝むく。委員たちはもう絶句して身じろぎもできなくなっている。

「ええ。いつも我が校のイベントを放映してもらっている地方番組です。局にお邪魔して例年の視聴率推移データをいただいてきました。応援合戦を除けば、騎馬戦の時間帯が飛び抜けて視聴率が高いことがおわかりいただけると思います」

「だからって、そんな、視聴率なんかで決めるなんて」

　若い男の体育教師が顔を真っ赤にして言った。朱鷺子さんはさらに冷たい声で言った。

「テレビ局の利益を無視してスポンサーがつかなくなったらどうするんです？」

「スポンサーだとっ？」若手の体育教師たちがいきり立つ。「学校行事は学業の一環だぞ、なんでそんな下世話な理由が出てくるんだッ！」

　とどめを刺すために会長と朱鷺子さんの間を割って前に出たのは郁いく乃のさんだった。

「三年間の体育祭の収支をじっくりたっぷりねっぷり監査させてもろたで。ザル勘定やねえ、溜たまった赤字繰越どないするん？　あてはないんやろ？　スポンサーむげにする選択肢はあり得んで？」

「な──なんで生徒会が体育祭の会計をチェックできるんだッ」

　大和田先生が真っ赤になって憤いきどおる。僕は壁際に並ぶ教師たちの端っこ、ジャージの下に競泳水着というやばいかっこうをした若い女性教員にちらと目をやる。視線が合い、彼女は気まずそうにそっぽを向いてしまう。福ふく原はら先生だ。盗撮事件で弱みを握られ、会長の手駒となったかわいそうな彼女が、情報提供者だ。長年の雑な会計処理のせいで体育祭費用は膨大なマイナスが積み上がっていたのだ。

　このウィークポイントに目をつけたのは、もちろん我らが会計キリカだ。郁乃さんと二人がかりで体育祭関係の金の流れを洗いざらいチェックしたのだ。素人のつけた帳簿なんてひとたまりもない。

「なにも悪いことはない。渡りに船だろう、大和田先生」

　会長が毒気たっぷりの声で駄目押しする。

「体育科にとって不利な条件はなにひとつ出していないんだ。おまけにこのルール採用でスポンサーは確実に増える。先生たちがポケットマネーで赤字を埋める必要もなくなる」

　教師たちは歯は軋ぎしりをしたり口の中でもぐもぐと唾つばを転がしながら会長をにらんだりしている。悔しげな顔を眺めるのはいい気分だった。そうだよ、あんたらは運動競技のエキスパートを気取って体育祭をプロデュースしていたかもしれない。でも、白はく樹じゆ台だいの体育祭はもはやただの運動会じゃない。巨額の金が動くエンタテインメントだ。あんたらには荷が重すぎるよ。どだい、銭が絡む交渉のテーブル上で、体育教師ごときが生徒会に勝てるわけがないのだ。本来は相食はむ敵同士であるはずの総務と監査と議会が手を組んだ、今の最強の生徒会に。

　もはや体育教師たちは気まずそうに視線を自分の爪先に落とすばかりだった。威圧感などとうにどこかへ吹き飛んでいた。これがわざわざ教官室で協議をしようと持ちかけた理由だ。運営委員たちにとって心強い後ろ盾だったはずの先生たちは、今や会計監査に怯おびえておどおどするアヒルの群れに過ぎない。運営委員たちの突っ張る気持ちを背後から萎えさせていく役だ。もう、敵は丸裸だった。

　その喉元に会長は最後の刃を突きつける。

「さあ、瀧たき沢ざわ。決めるのは運営委員長のおまえだ」

　騎馬戦の企画書をルイさんの鼻先に突きつけ、顔を寄せ、ささやく。

「わかるだろう？　騎馬戦だ。去年、あたしがおまえを左手一本で馬上から引きずり下ろして砂を嚙かませた、騎馬戦だぞ？」

　ルイさんは立ち上がりざまに企画書を会長の手からむしり取り、それを平手でそばの机に叩きつけた。後ろに控えていた運営委員たちが「ひっ」と驚いてすくみ上がった。

　会長を真正面からにらみつけ、魔王陛下は言った。

「……今年はきさまがみじめな蟲むしのように這はいずる番だ」

　会長はにまりと笑った。

　挑戦者の顔には──とても見えなかった。

「愉たのしみにしているよ」
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　ＩＴ部室のコンピュータは夜っぴてフル稼働していた。

　体育科生全員の戦力分析をするとはいえ、十数台の高性能マシンをなぜそこまで酷使するのだろうと思って伊い藤とうさんに訊きいてみたら得意げにこう答えた。

「ふっふっふ。玉入れのときのすべての玉の弾道をシミュレートしているのです。こっちは綱引きのときの力学的モデルを」

　その熱意を他に使えよ。

　こういうとき会長は空恐ろしいほど頼もしい。もちろん体育科は生徒の成績なんていう重要情報はシャットアウトしているけれど、全校生徒のプロフィールを記憶していると豪語する天てん王のう寺じ狐こ徹てつはそらで体育科全員の実績をデータに起こせるのだ。

『超絶クライマックス騎馬戦』ルールの反響はすさまじかった。もともと白はく樹じゆ台だい生はそろってお祭り好きなのだが、発表の翌日には新聞部各紙が予想記事をぶちあげ、有志の手で体育祭プロモーションビデオもさっそく作られた。

　紅組との協議も大詰めで、七度目の折衝にはなんとテレビ局のディレクターだかプロデューサーだかが同席した。黄色いレンズのサングラス、真っ白なシャツとパンツの上下にピンク色のセーターを肩からひっかけて袖を結んでいる四十がらみのおっさんだ。

「いやもう白樹台モノは毎度毎度イケイケのアゲアゲでテッペンからギロッポンでシースーのバーターですからね」とかなんとか言いながらプロデューサーは騎馬戦のさらなる新ルールを提案した。配られたプリントを目にした体育祭運営委員たちはそろって目を剝く。それはそうだろう。僕もこのルールをはじめて聞いたとき驚いたものだ。

「……大将やられただけで負けなのか？」

「いいの？　こんなルール……」

　普通騎馬戦というと同じ数の騎馬を参加させて一定時間経過後の生き残りが多い方の勝ちとするものだが、今回の超絶クライマックス騎馬戦はそもそも両陣営の参加騎馬数が同数ではない。

「そこで最初から最後までバリバリのキメキメでチャンネルそのままにしていただくためにですねえ、どこからでも一発逆転なルールにしたいわけです、しかもサプラァイズ！　も演出したいので、だれが大将なのかは鉢巻きを奪ってみるまでわからなァい！　という追加ルールもケーオツでシクヨロ」

　一同、呆あつ気けにとられてプロデューサー氏を見つめる。

　言っていることは意味がわからなくもなかった（いや、ほとんどわからないんだけど）。おまけにテレビ局の人間と喋しやべった経験なんて、運営委員の連中も、その後ろの控えている体育科教師たちもまずないはずで、気け圧おされているのが雰囲気でわかる。

　しかしこれも天てん王のう寺じ狐こ徹てつの戦術のうち。プロデューサーが考えたように言わせているだけで、実際の発案者は会長だ。

　こんなルールである。




・両陣営に支給される鉢巻きのうち一本だけ、《将》の字がプリントされているものがある。これを締めている者が大将騎である。ただし《将》の字は裏側にして見えないように締める。




・鉢巻きが外れるか、騎乗者が地面に触れたらその騎馬は脱落である。




・大将騎が先に脱落した陣営の負けである。




　よくまあこんなルールを考えつくものだと感心してしまう。

「素晴らしいルールだね。あたしでも考えつかないよ」

　よくまあしれっと自画自賛できるものだと感心してしまう！

「どうかな。だれが大将かわからないから、捨て身の突撃であっさり終了、なんてつまらない展開も起きない。おそらく数で勝るだろうそちらにとっても都合の良いルールのはずだけれど」

　会長はそう言って机の向かい側に並ぶ運営委員たちを見渡す。ルイさんは会長の真正面であいかわらず腕組みして、眼鏡の奥で隻眼せきがんを針みたいに細めている。他の連中はお互いに顔を見合わせてぼそぼそ言い合っている。

　と、ルイさんがくわっと目を見開いた。

「くくくくくく、天王寺！　愚か者めが！　我が眠りを妨げる者死の翼触れるべしを掘ったな！」

　まわりの連中がぽかんとした顔になり、それから今日も板書係をしていたかわいそうな楓ふう花かさんを見た。

「墓ぼ穴けつを掘ったな！　……と言っているらしい」

　ああ、という空気が広がる。ルイさんは机に両手をついて腰を上げた。

「きさまは唯一の勝利の可能性を棄てたのだぞ。時間内に獲とった首の数で決める勝負にしておけばよかったものを」

「ふん？」会長が片眉をくいっと上げる。「数の少なさを逆さか手てにとって、速攻で一騎か二騎を落としてから逃げ回れば、たしかに楽勝だな。だが視聴率がとれない」

「その計算がきさまの命取りだ。いいだろう、受けて立つ！」

　ルイさんはぐいと身を乗り出す。

「だが、はっきりさせておきたいことがある」

「なんだ？」

「先に堕ちた方が敗北ということは、相打ちで同時もあり得る。つまり審判員の判断が必要になるな」

「それは──」会長は視線をルイさんの背後に控える体育教師の面々に移す。「もちろん先生方にお願いすることになるだろうね」

　敵方がざわつく。

「いいのか？」

「なにか企たくらんでんじゃないの」

　こういう面ではまるで信用されていない会長である。気持ちはわかる。僕もあっち側だったら絶対に勘ぐる。

「体育科の諸君もいちばん納得してくれる人選だろう？　多数が入り乱れる微妙な状況でのジャッジは素しろ人うとには難しいからね」

「ふん。そこでもうひとつだ」

　ルイさんがちらと背後の教師たちに視線を流してから続ける。

「審判員には、事前にだれが大将騎なのかを知らせておくのか？」

　僕はぞっとした。

　この人、やはりただの痛々しい人ではない。というか普段のアレっぷりは演技ではないのかとさえ思い始めた。だって、ちゃんとした日本語を使い始めるときはきまって冴さえた洞察力を見せる。

　会長も愉快そうに訊き返す。

「知らせない方式にしたいと？」

「当然だ」

「どういう……ことだ？」

　ルイさんの後ろに立つ楓ふう花かさんが場の空気を代弁して訊たずねる。

「審判までだれが大将騎なのか知らなかったら審判がたいへんじゃないか。騎馬戦だぞ？　大乱戦になるんだぞ」

「だから、だ。天てん王のう寺じの小こ賢ざかしい狙いがわからないのか？」

　ルイさんは吐き捨て、会長に指を突きつける。

「大将騎がどれなのか知っていれば、勝負中に審判員はつねに大将騎を目で追うことになる。観察すればたやすく大将騎を見抜ける」

　運営委員たちの驚きよう愕がくの目がルイさんに、そして会長に注がれる。

　会長は唇を歪ゆがめた。

「いい読みだ、瀧たき沢ざわ。おまえを見くびっていたよ。では、審判員にも知らせない方式でいく。奪った鉢巻きをその場で確認すれば済むことだ」

「まだある。禁則事項を追加してもらう」

　ルイさんがペースを握りつつあるのが肌で感じられた。テレビ局プロデューサー氏すら固かた唾ずを飲んで状況を見守っているばかりだ。

「騎乗者は、同陣営の騎乗者の鉢巻きに触れてはいけないというルールだ」

　これは僕も一瞬意味がわからなかった。いや、参席者のうち理解できたのは会長だけだっただろう。

「あたしの買収を警戒しているわけか」

「買収でなくとも、きさまら執行部は他人を掌握する術すべをいくらでも持っているだろう。当然の措置だ」

　震えが背筋を伝うのがわかった。

　この人は本物だ。そして、こんな勝負を、僕が会長としてみたかった。だって、会長は今ものすごく愉しそうだ。

　僕だって──会長にこんな顔をさせたい。

「その追加ルールも吞のめばプロデューサー殿の案を受け入れるということか？」

　ほとんど一対一の舌戦になっているというのに、局プロデューサーの発想だという建前を忘れない会長はさすがだった。

「いいだろう」

　ルイさんはゆっくり腰を下ろした。何人かが、どうやら今のやりとりの間じゅう息を止めていたらしく、ふうっと安あん堵どした。

「あたしからも確認点がある。最終戦の騎馬戦だけは、無制限で他種目との重ちよう複ふくエントリーを認めるということでいいね」

「それは当然だな。参加人数が事前に確定しない以上はやむを得ない」とルイさんは言って、それから声を低くして続ける。「もちろん、騎馬戦までにまったくなんの種目にも参加していない者がいたら、騎馬戦に参加しなければならないのだぞ。全員参加原則はゆめゆめ忘れるな」

「わかっているよ。ふふ、しっかりしているね」

　会長は椅子を引いて立ち上がり、手を差し出す。

「瀧沢瑠る威い那な。もはやきみには言うまでもないかもしれないが──」

　凶暴な獅子の本性を剝き出しにした視線がルイさんをねめ回す。

「勝利のためにお互い全力を尽くそう」

　ルイさんは顔色ひとつ変えなかった。

「きさまの言う全力とは、ルールに則のつとっている限りありとあらゆる手段を常識も倫理も無視して使うということだろう？」

　会長はなにも答えなかった。満足げに笑ってみせただけだ。二人は固く握手を交わして、ルール詳細にそれぞれサインした。

　緊張の続く中、二人がゆっくりと座り直す。

「さて、本題に入らせてもらおう」

　ルイさんが言った。……って、今までのは前振りなのかよ？

「戦いの後には、戦死者をヴァルハラに見送るとともに我が龍りゆうの血がルルイエの都で再びかりそめの眠りにつくためのエターナル・ヴォイド・レクイエムの儀式を執とり行わなければならないのだが」

　魔王に戻っちゃったよ。

「万が一、万が一だぞ？　そちらが勝つようなことがあれば、天てん王のう寺じ、きさまが我が代役としてこの儀式を主宰するのだ」

「いや無理でしょ」と思わず口を挟んでしまう僕。

「案ずるな。一時間しかかからぬ」「一時間もやるのかよ！」「デモンプリーストのスキル《サイレントコフィン》を憶おぼえていれば可能だ」「まず常識憶えてくださいよ！」

　会長が笑って僕の肩を叩く。

「いいよ、ヒカゲ。面白そうじゃないか。瀧たき沢ざわ、そのなんとかいう儀式のやり方を書面にして提出しておいてくれ」

「読むときは部屋を暗闇に閉ざし霊れい漿しようのランプを灯しアメジストの香を焚たくことを忘れるなよ……」はいはい。

「彼をメインに特番を作りたいな……」プロデューサーさんも変なやる気出してないで止めてくださいよ！

「次に午後の応援合戦の件だが」

「まだなにか要求あるんですか。まさか魔族の生いけ贄にえの踊りとかサバトとかやれなんて言いませんよね」

「そちらは当然チアガールの衣装に着替えるのだろうな？」魔王どこいった。

「チアガール頼むぞ！」

　他の運営委員の男子たちもいきなり盛り上がる。

「うちの応援団はばりばりのバンカラでむさいし汗臭いしおまえらの確実に勝てる種目なんて応援合戦しかないんだからマジ頼むぞチアガール！」

　いきなりの空気の変わりように僕はちょっとついていけなくなる。ルイさんは変わらずクールに続ける。

「応援団の着替えはこちらの指定した更衣室で行うように」

「ちょ、ちょっと、なんか邪よこしまな目で見てませんかっ？」

「いかにもこの眼帯の下は邪眼だが」

「そういうことじゃねえよ！」







「……あの人、気になる」

　ルール制定協議を終えて生徒会室に戻ってくると、キリカがぼそりと言った。

「ルイさんのこと？」

「そう。なにか……変。まだなにか抱えてる」

「意外にもスケベな俗物だったとか……そういうこと？」

「ばか。そんな話じゃないの。真面目な話」

「私もそう思いました」

　美み園その先輩までそう言い出す。この二人も協議には臨席していたのだけれど、天てん王のう寺じ狐こ徹てつと瀧たき沢ざわ瑠る威い那なの「龍りゆう狐こ相あい食はむ」とでもいうべき対決があまりにもすごすぎて、まったく発言できなかったのだ。

「最初は狐徹に似ている方なのかと思いましたけれど……生徒会長の座を狙っているみたいですし……でも、お話を聞いているとなにかちがいます。べつの目的があるような」

「ふうん？」

　デスクの椅子をリクライニングにしてしどけなく寝そべっていた会長は、少し上半身を持ち上げて僕に視線を流してきた。

「ヒカゲ、きみは何度も直接話しているんだからいちばん詳しいだろう。どうだった？」

「そう……ですね」

　四人分のお茶を淹いれ終わり、トレーにのせてソファまで運ぶ間、考えをまとめる。キリカと美園先輩の言っていることは理解できた。僕だって同じようなことを感じていたのだから。

「ものすごく現実的な理由で動いているらしいなっていうのは感じられました」

「アレなのに現実的、ですか」

　美園先輩がマグカップを取り上げて目を丸くする。

「アレは目くらましなんじゃないかと……いや、本気でアレなところもあるのかもしれませんけど、肝心な部分では浮ついてないです、あの人。宮みや里さと先輩が言ってましたけど、奨学金のために全力でやっているっていう筋はたぶんその通りだと思います」

「お金……ですか。生徒会長になってもお金は儲もうかりませんけど。生徒会費を横領しようなんて考えているなら監査委員会を甘く見すぎですし」

「白はく樹じゆ台だいの生徒会長をやっていた、という事実が後々実利を生むことはあるけれどね」

　当の会長が言う。ひょっとして就職で有利になるとかそういうことだろうか。あり得ない話ではない。

「でも、瀧たき沢ざわの目にあったのはそういう欲望でもないな。もっと根源的で、なおかつ個人的で、なんというか、そう──」

　会長は天井のシャンデリアに手のひらをかざし、光に目を細める。

「泣いても無駄だと悟った赤ん坊みたいに見えたね」

　そのたとえは意味がよくわからなかったが、不思議と胸に刺さった。

「あたしはわくわくしているよ。体育祭で白組が勝つのはもう確実だ。このあたしが全力を尽くすんだからね。でも、それだけじゃ満足できない。あの男の底を見たい。押し隠しているその欲望さえも打ち砕いて負かしてやりたい」

「……狐こ徹てつは性格が悪いですね」

　美み園その先輩の苦笑まじりの言葉に、隣のキリカもうなずいてマグカップを持ち上げる。

　もちろんみんなわかっている。会長は性格が悪いからこんなことを言っているわけではない（いや、性格はたしかに悪いのだが）。これは彼女なりの瀧沢瑠る威い那なに対する敬意の表明なのだ。

「狐徹は、瀧沢さんのプロフィールはどこまで把握しているんですか？」

「小学校までだね。母子家庭で、経済的にかなり苦しく、小学五年生のときにはすでに白はく樹じゆ台だいの体育科特待生を目指して勉強を始めていたらしい」

「今さらなんですけど、なんでそんなこと会長が調べられるんですか」と僕は訊きいた。

「入学時の内申書に書いてある」

　だからなんで内申書を生徒が読めるんだよ。個人情報の塊だろうが。しかし深く突っ込むととんでもない暗部に触れてしまいそうだったので僕は口をつぐむ。

「魔王になったのは中等部の二年生のときだね。フェンシング部の先輩に、片眼でも勝てるとうそぶいてほんとうに勝ってしまったんだ。それ以降、言動が面白くなった。元からその素質はあったのだろうけど。なにせあの名前だし」

　会長はそこまで言って椅子から立ち上がると、ソファまでやってきて自分のマグカップの前に腰を下ろす。美園先輩の隣だ。

「ま、中一からずっと体育科特待生だから文武両道のエリートなのは間違いない。ただ敵方にいるというだけでも手て強ごわい相手だよ」

「うちの体育科ってレベル高いんですか？」

　またしても今さらな質問をしてしまった。キリカが「それでも総務の一員なの？」とでも言いたげな冷たい目でにらんでくる。

「うちの学科の中ではいちばん倍率高いんですよ」

　美園先輩が誇らしげに教えてくれた。

「そもそも高校の体育科って数が少ないですし、中学からとなるとまずありませんから、全国から願書が殺到します。教員もハイレベルですし国体なんかの実績もすごいですし、体育科に入れなくて普通科でとりあえず入って、在学中に転科試験狙う人もいっぱいいるそうですよ」

「……なんかどんどん勝てる気がしなくなってきたんですけど」

「そう？　あたしは勝てる気しかしないよ」

　会長は優雅に紅茶を一口含む。

「あたしが恐れているのは、あの男のほんとうの戦場を見つけられないことだよ。だから、キリカ」

　会長の手がブレザーの内ポケットに滑り込む。なにかをつかみだし、親指、人差し指、中指が順番に光を弾はじき上げた。それぞれが高い放物線を描いてきらきらと回転しながらキリカのスカートに落ち、澄んだ音をたてる。

　五百円硬貨だ。三枚ある。

「お金投げないでって言ってるでしょ」とキリカは唇を尖とがらせて三枚のコインを膝から拾い上げる。

「依頼だ。瀧たき沢ざわ瑠る威い那なの根っこを見つけてくれ」

　キリカは一瞬だけ目を伏せる。
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　それから彼女はコインを握った手をブレザーのポケットに突っ込み、立ち上がる。指先が首の腕章の下に潜り込む。これを見るのはいつ以来だろう？　指が払い落とされ、紺色の腕章がわずかに浮き上がって半回転する。

　喉元に現れる《探偵》の金きん刺し繡しゆう。

「ひかげ。あの変な人のところ、連れてって」

　彼女はそう言って生徒会室の扉に向かった。ぼけっとしていた僕よりも先に、ウサギが名前に反応してソファから飛び降り、キリカを追いかける。僕もあわてて腰を浮かせた。







　キリカは僕の部屋にはしょっちゅう来ているので、最近は第三男子寮の寮生たちも建物内でキリカを見かけたところであまり驚かなくなったが、第二男子寮にとってはもちろんはじめての事態なのでかなりの大騒ぎになった。

　僕とキリカがロビーに入っていくと、自販機のそばのソファでたむろしてだべっていたラフなかっこうの一団がぎょっとしてこっちを見る。ひそひそ声が始まる。何人かは「おい、知らせてこよう」と奥に走る。廊下を進んでいくと並んだ扉のそれぞれが細く開いて野次馬視線がちくちく刺さる。キリカは居心地が悪そうに僕のブレザーの裾の後ろをつまんでついてくる。

「……なんでみんなじろじろ見てるの？」

　女子だからだよ。おまけにおまえは授業にも出ないひきこもりで伝説級のレアキャラだろうが。

　二階に上がってすぐに宮みや里さと先輩と鉢合わせした。体操着姿で、ジャージを腰に巻いている。激しい運動をしてきたばかりらしく、汗ばんだ顔がまだ上気していた。僕とキリカを見て目を丸くする。

「お、おお、おお？」

　やっぱりキリカが寮に来たらこんな反応になるよな。

「なんだよ、今日は会計さんも一緒？　出歩いたりするんだ、へえ……」

　頭のてっぺんから爪先までじろじろ見られたキリカはむっとして僕の背中に隠れる。

「瀧たき沢ざわは部屋にいると思うけど。電気点ついてたから。……なんか最近あいつえらく怖い顔して色々考え込んでるんだけど、生徒会長にやり込められたのか？　あの騎馬戦の新ルールとか、俺らにだいぶ有利だよな？」

「いえ、やったりやられたり、ですよ」

　僕はちらと宮里先輩の肩越しに奥の五ご芒ぼう星せいつき扉を見やる。

「会長とあんなに互角にやれてる人、生徒会関係者以外じゃはじめて見ました」

　宮里先輩は目を丸くする。

「へえ。そんなにすごいやつだったの？　全然そうは見えなかったけどなあ。……でも、そうでもなきゃ運営委員長にはなれないか」

　先輩も背後を見やってから、くくっと肩で笑う。

「なんか悪ぃな、偵察役頼まれといてなんだけど、やっぱり俺より牧まき村むらの方があいつに詳しいじゃん」

　と、背後のキリカが僕のブレザーを引っぱる。

「……これ、だれ？」

　そうだ、キリカは宮みや里さと先輩の名前しか知らないんだった。僕は声を落とす。

「あの、宮里先輩。話したよね？」

　僕が紹介すると、先輩はチャラさ全開の笑顔でキリカに手を振るが、キリカはますます警戒を強めて僕の背に完全に隠れてしまう。

「怖がらせちゃった。牧村にはえらくなついてるのな。おまえって動物に好かれるタイプなの？」と先輩は足下のウサギにも目をやる。「あと瀧たき沢ざわもそうだし」

「ルイさんは動物じゃないでしょ……」と僕は苦笑いする。自分も動物扱いされたことに怒ったのか、キリカは僕の背中に爪を立てた。

「じゃ、俺は隣いるから」宮里先輩は僕の両肩にぽんと手を置く。「瀧沢の友達になってくれてほんとありがとな。助かってるわ。俺が相手しなくて済むから」

　友達になりにきてるんじゃねえっつの。







　僕らが部屋に入っていったとき、魔王陛下は荘そう厳ごんな紫色の微光を背に、邪悪な儀式を執とり行っている最中だった。

「くっくっく、絶望の海に沈み、苦しみ悶もだえるがよい……」とかなんとか言いながら丼にお湯をたっぷり注そそいでいる。知っているなにかのにおいが部屋に充満する。

「なんですかそれ……」

「今宵の我が贄にえだ。ポテトチップスをたっぷりのお湯でふやかしたスープだ」

「だめええええっ」

　お菓子好きのキリカが激怒した。

「そんな食べ方しないで！　カルビーに謝って！」

「これは六百六十六ある魔王クッキング三分レシピのほんの一角に過ぎぬ……」

　こんな泣けるメニューがあと六百六十五個もあるのかと思うと、僕は心底哀しくなってきた。

「たとえばポッキーをたっぷりのお湯につけるとココアとプリッツが同時に楽しめる」

「グリコに謝って！」

「酢す昆こん布ぶにたっぷりのお湯を注そそぐと酢豚になる」

「ならないよ！　豚はどこから出てきたんだよっ？」

「トイレットペーパーにたっぷりのお湯を注ぐと」「溶とけるよ！　っていうか食べ物じゃねえだろ！」

　僕は購買で買ってきたおにぎりをルイさんの口に突っ込んで黙らせた。みじめさで失神するところだった。危なかった……。

「命拾いしたな、きさまら。くくくく、我がレシピの三百番台からはもはや有機物ですらないわ」命拾いしたのはあんただろ。

　魔王陛下が食後のお茶を召されるまで辛抱強く待ってから、キリカが口を開いた。

「あなたのほんとうの目的はなに？」

　今日の生徒会探偵はえらくストレートだった。

「なんのことだ？」ルイさんは机に片かた肘ひじをついて物憂げに髪を搔かき上げる。口の端にご飯粒がくっついてなければたいそうかっこよく見えたことだろう。

「あなたが権力欲で狐こ徹てつを倒そうとしているとは思えない。奨学金のために点数稼ぎしてるだけにも見えない。ほんとうの目的を教えて」

「いいのか？　知れば後悔するぞ。黒の雌鶏や赤き龍りゆうをみだりに開いた愚か者の末路を教えてやろうか」

「そんなのはいいからあなたの目的を教えて」

　キリカ、実は僕よりずっと魔王さばきが巧うまいかもしれない。

「いいだろう、恐怖に震えて悔やめ」

　ルイさんは立ち上がって大仰に両腕を広げる。

「我が真の目的は父なる神への復ふく讐しゆうだッ」はいはい。「この身はエデンから投げ落とされ、輝く翼は汚お泥でいにまみれた。ミカエルに与えられた屈辱は今も忘れぬ。やつの炎の聖剣が我が右眼を──」

「エデンは地上。天上と混同してる」おいキリカ、細かい設定に突っ込むな！

「む……」ルイさんの表情が変わる。「きさまも魔道を究きわめし者か」

　ほらほら食いつかれたじゃないか。

「そういえば聞いたことがあるぞ。この楽園には聖せい十と界かい大たい帝ていなる者がいると」

「いや金こん輪りん際ざい聞いたことありませんし、楽園じゃなくて学園ですし」

「来るラグナロックがますます楽しみになってきたな、くくく……そのときはきさまらも我が魔剣の一閃でヴァルハラに送ってやろう」

「ヴァルハラはラグナロックに備えて戦力を確保しておく場所だし戦争中に焼けちゃうからラグナロックでヴァルハラに送るというのはおかしい」だから突っ込むな！　ていうかキリカ詳しいなおい！

「ほう。面白い。面白いぞ」

　ルイさん、ちょっと青ざめて冷や汗をかき始めている。そうか、適当設定の粗あらをつくと魔王が倒せるのか。知らなかった。

「こちらもそろそろ本気を出さねばならぬようだな。輝くトラペゾヘドロンを以てさまよう混こん沌とんを喚よび出し、きさまらを暗黒の業ごう火かで」「ナイアーラトテップは炎が嫌いだから炎を使ったりしない」なんでそんな詳しいの？　ルイさん黙っちゃったよ？　キリカが代わりに魔王やれば？

「それで、あなたのほんとうの目的はなに？」

　この空気の中でよく本題に戻せるな。僕はちょっとキリカの精神力を見くびっていたのかもしれない。

「……もう話しただろう」

　ルイさんは苦々しげに呻うめいた。キリカは首を傾げ、瀕ひん死しの魔王をじっと見つめる。

「ほんとうにそれが目的なの？」

「そうだ」

　キリカはうなずき、丼のみじめなスープのにおいを嗅いでいたウサギを抱き上げると、部屋の出口に向かった。

「お、おい、キリカ」

　僕もあわてて後を追う。キリカはドアの前で振り向いてルイさんに言った。

「外の魔法円、《テトラグラマトン》のＭがひとつ足りないから書き直した方がいい」

　かわいそうだからもうやめてやれよ。







　寮を出ると、もう陽が落ちてあたりはだいぶ暗くなっていた。林に入ってから振り向くと、二階の窓のひとつに紫色の明かりが見える。ルイさん、今頃あの冷め切ったポテトチップス湯をすすっているんだろうか。

　キリカがずんずん進んでいくので僕は足を速めて隣に並ぶ。

　ほとんど役に立つ情報は仕入れられなかったというか、キリカがルイさんをいじめただけで終わったような気がするんだが、あれでよかったんだろうか。

「……なにかわかった？」

　そっと訊きいてみる。キリカは小さくうなずいた。わかったのかよ。あのやりとりで？　なにがわかったのかまるで想像がつかない。

　しかし、僕に話すべきだと探偵が判断したのならなにも訊かなくても話しているはずで、むっつり黙ってただ歩いているということは今は沈黙のときなのだ。

　林が開け、中央校舎の黒い影が夕空にそびえているのが見えてきたあたりで、僕はそっと訊きいてみた。

「それで、……今後の方針はなにか変わるのかな」

　キリカはただ首を振った。それなら、まあ、べつにいいか。僕は体育祭で勝つ作戦を考える方に集中しよう。

　ふと気づくと隣のキリカがいない。振り向くといつの間に立ち止まっていたのか、数歩後ろに小さな影がたたずんでいる。

「どうしたの？」

「ひかげ、そっち向いてて」とキリカは大股で歩み寄ってくる。

「え、な、なに？」

　キリカは僕の両腕をつかんで背中を自分の方に向けた。なんだよいったい？

「これ……」

　キリカの視線が左肩のあたりに注がれるのがわかる。

「なんだよ、なんかついてるの？」

　僕はブレザーを脱ぬいでみた。左肩のところに、白くて小さな丸い汚れが三つ、並んでついていた。指で払ってみると粉っぽい。チョークだろうか。他にも探してみたけれど、汚れているのはそこだけだった。いつ付着したんだろう、授業中？

「……これがどうしたの？」と僕は訊たずね、それからぎょっとする。

　キリカの顔に緊張が走っている。

「……キリカ？」

「やっぱり方針変更する」

「え、え？」

「騎馬戦の作戦のこと。狐こ徹てつに話さなきゃ」

　キリカは中央校舎への歩道を足早に歩き出した。まったくわけがわからなかった。僕はブレザーの汚れを払い落として腕を通すと、キリカを追いかけた。
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　白はく樹じゆ台だい学園にはもちろん、応援団がある。制服規程なぞ完全無視で日ごろから黒の詰め襟に身を包んで学園内を闊かつ歩ぽしている連中だ。

「押忍！　会長、今年もこの時期がやってきましたなァ！　ばははははははは！」

　金曜日の放課後、豪快に笑いながら生徒会室に踏み込んできたのは、身体の横幅と縦幅が同じくらいあるんじゃないかというくらいの巨漢だった。髪型はポマードを毎日一本消費しているのではとおぼしきぴっかぴかのリーゼント、腕章と襟き章しようには《闘》の一字、そして──鉢巻きは紅色。

「今年の応援合戦は負けませんぞ！　根性！　根性で勝ちます！」

　学ラン男は会長にずびしと指を突きつける。思わず三度見してしまった。おまけに彼の背後の廊下には同じかっこうをしたむさ苦しい男どもがぎっしり詰めて二列横隊をつくっている。怖い。

「ああ、毒ぶす島じま。今年の課題曲を決めてきたのか？」

　デスクで書き物をしていた会長が立ち上がって学ラン男を出迎える。

「もちろん！　これです！」

　応援団長（なのだろう、たぶん）毒島氏は、一枚のＣＤを得意げに掲げる。タイトルは、『あゝ紅くれないの血は燃ゆる』。ジャケットの背景写真は大勢のバンカラな学生たちが発車寸前の汽車から身を乗り出して小さな日の丸を振っているところ。

　……めっちゃ軍歌やん。

「そういえばヒカゲは知らなかったね」と会長が説明してくれる。「うちの体育祭の応援合戦に出場するのは、紅組がこの毒島率いる応援団、白組がチアリーディング部プラスあたしや美み園その」

「すごい格差ですね……」

　こないだの会合で体育科の連中が必死だった理由がようやくわかった。

「応援団員は体育科生がものすごく多いですし、チアリーディング部はその逆だから、しかたないんです」と美園先輩がフォローを入れる。

「で、課題曲ってなんですか」

「紅白陣営それぞれが一曲ずつ出して、どちらもその二曲をテーマに演舞するのだ！」

　毒島氏が大いばりで言った。

「我が方は今年も『紅』をイメージしたこの熱血頌しよう歌か！　会長はどんな曲ですかな？」

「うん、あたしも『白』をイメージしてこの行進曲にした」

　会長が取り出したＣＤは『結婚行進曲』だった。

　……いや、たしかにウェディングドレスは白いけどさ。毒島氏の顔も白くなる。全員学ランでキメた応援団が結婚行進曲をＢＧＭにしてなにを演やれっていうんだろう？

　毒島氏と配下の応援団員たちがそろって肩を落としてとぼとぼ帰っていった後で、会長が言った。

「戦いは始まる前に決している、とはまさにこのことだね」

　まったくですね。

「応援合戦は園長先生をはじめ年配の殿方が審査員ですから、男気１００パーセントの応援団の方々が、私たちの美脚を惜しげもなく晒さらしたチアリーディングにかなうはずがありません」

　美園先輩も身も蓋もないことを言う。

「学ラン着て大太鼓どんどんに合わせて三三七拍子！　ってのも、やらないとちょっとさみしい気はしますけど」

「うん？　うちもやるよ？　応援団長はあたし。ちゃんと学ランも着る」

「あー、そうなんですか」

「どうせならヒカゲに見せてあげよう。そろそろ虫干しもしなきゃいけないし」

　会長はそう言って会長室に消えた。

「じゃ、じゃあ私もっ」

　美み園その先輩がなぜか張り合って、やはり副会長室に引っ込む。僕がぽかんとしていると、先に会長室のドアが開いた。

　出てきた会長の学ラン姿を見て、思わず息をつく。なるほど、たしかに様になっている。会長は武術を修めているせいか姿勢がいちいち凜りんとしているし、歩き方も立ち居振る舞いも詰め襟にマッチしている。

「どう？」と会長はその場で一回転。黒い長ランの裾が舞う。

「はあ。大したもんです」

「ひかげさんっ」

　美園先輩も副会長室から飛び出してきた。こちらは水色と黄色と白を基調にしたノースリーブにミニスカートのまばゆいチアリーダー衣装。

「どうですかっ？」と先輩もやっぱり一回転する。見えそうで危ないからやめなさい。

「毒ぶす島じまさんたちがかわいそうになってきましたよ……」

「さらに途中であたしも変身する！」

　会長が激しくスピンしながら詰め襟を脱ぎ捨てた。なんとその下は美園先輩同様のチアリーダー姿で、ああこりゃ紅組に万分の一も勝ち目はないわと僕は確信した。

「ところで応援合戦の勝ち負けって本戦に影響するんですか？」

「ひかげさんっ」美園先輩がぷりぷり怒る。「もっとこう、感想はいただけないんですか、抱きつきたいとか押し倒したいとか！」

　先輩を押しのけて会長が説明してくれる。

「影響するといえばするね。ポイントにはならないけれど、騎馬戦の陣地をどちら側にするかを決める権利がもらえる」

「風向きとか太陽の位置とか関係するんですかね？　まあ、勝っておくに越したことはないのかな……」

　好材料は一つでも多くほしいところだ。チアリーダーのみなさんにはがんばってもらおう。僕は会長が床に投げ捨てた学ランを拾い上げて埃ほこりを払う。と、そのとき胸の内側の生地に刺し繡しゆうされている名前に気づいた。

『鳴神誠士郎』

「……だれの学ランですか、これ」

　そういえば腕をまくってあるし、どう見ても会長のサイズじゃない。

「ああ」と会長はうなずく。「それは生徒会室に代々伝えられてきた一着だ。……初代会長のものだよ」

　初代。

　僕は、細く開いたままの会長室の入り口を見やる。

　隙間から、奥の壁を──いや、部屋の一面を埋める巨大な扉が見えている。その表面にびっしりと刻まれた大憲章マグナ・カルタ。この白はく樹じゆ台だい学がく園えんに生徒会の強大な権威を打ち立て、あの扉の向こうになにかを封じた男。

「なにせ四十年も前の服だ。大切に手入れしておかないとね。もちろん、あたしの代であの扉もろとも亡き者にしてやる予定だけれど」

　会長は僕の手から学ランを抜き取り、刺し繡しゆうの五文字を指でなぞる。鳴なる神かみ誠せい士し郎ろう。

「体育科との戦いなんて、ただの通過点だ。この学園であたしの倒すべきほんとうの敵は、こいつだよ」







　会計室に入ると、キリカは皿に山積みになったカップケーキを黙々と頰ばりながらＰＣに向かっていた。画面に展開されているのは伊い藤とうさんが組んだ体育祭種目別最適化プログラムだ。

「なに？」

　キリカが画面を見つめたまま言う。

「いやあ、美み園その先輩がこれ持ってけって……」

　キリカは椅子を回して振り返り、それから僕が手にしたものを見て固まる。例のチアリーダー衣装だ。彼女の頰から耳に朱色が広がっていく。

「ばか。そんなの着るわけないでしょ」

　ふいと椅子を回してＰＣ作業に戻ってしまう。

「やっぱりそうだよね……」

　僕はため息をついて服を畳み、そばのサイドテーブルに置く。

「キリカ、どの種目に出るつもりなの」

　マルチモニタで躍る数値やグラフをぼんやり見渡しながら訊たずねる。

「今それを決めてる。どうせ棄権するし、なるべく相手が強いメンバーを出してくる種目にエントリーする」

　どうせ棄権、という言葉が僕の胸の内側でちりちり焦こげる。

　もちろんキリカは正しい。敵は体育科だ。白組は圧倒的に不利であり、しかも最終戦の騎馬戦に何人を残せるかが肝要なので、全種目で勝ちにいく必要はない。半分近くの種目はいわゆる捨て試合になる。なるべく強い敵になるべく弱い味方を当てた方が得する。捨て試合なのだから棄権。筋が通っているし無駄な怪我の心配もない。

　でも、そういう問題じゃないだろう、と僕は思う。

　たとえ負けるとわかっていても、グラウンドに出て、太陽を浴びて、汗をかいて、砂まみれになって負ける。それが運動会だろう？

「わたしの推測が正しいなら、とても難しい勝負になる。一人でも多く騎馬戦に送り込まないと」

　キリカはキーボードを叩く。画面に映し出されたグラフの線形が揺らめき、変遷していく。

「……推測、って。探偵しててわかったこと？」

　白黒のリボンの先が小さく弧を描く。キリカがうなずいたのだ。

「まだ……僕には教えてくれない、のかな」

　苦笑混じりに言ってみる。生徒会探偵は解説しない。僕がしょぼい助手だからという理由もあるのだろう。

　でもそのときのキリカは、椅子を回して僕の顔をじっと見た後で、まつげを伏せてつぶやいた。

「あなたには……いま教えるかどうか、すごくすごく悩んだ。でも、やっぱり教えることにする」

　僕は唾を飲み込んだ。キリカが今までこんな言い方をしたことがあっただろうか。

　しかし、そんな違和感も、彼女の口から続いて語られた真実の驚きに吹き飛ばされてしまう。

「……それ、ほんとなの？」

「可能性は大きい」キリカは冷静な口調で答える。「狐こ徹てつにも美み園そのにももう話してある」

　僕に話すべきか悩んだ、と言った理由も今ならわかる。僕はドアに背中を押しつけて固い息を吐き出す。

　たしかにこれは、難しい勝負になりそうだ。考えなきゃいけないことも、触れてはいけないポイントも多すぎる。

　いや──待て。

　僕は三面モニタに展開された解析ソフトの種々のウィンドウを見渡す。

　難しいし、入り組んでいるし、混乱している。だからこそ、できることがある。それにもうひとつ。僕はキリカの顔にもう一度目を戻す。彼女は不思議そうに斜めの視線を返してくる。

　深呼吸を二回。

「キリカ。作戦を考え直そう。……勝てる手を、思いついた」

　彼女の両眼に戸惑いが揺らめく。なにか答えるよりも先に会計室の扉が開いた。

「詳しく聞こうじゃないか」

　会長だった。立ち聞きしてやがったのか。美み園その先輩もひょっこり顔を出す。

「ふふ、ひかげさんのそれ、待ってました。どきどきしちゃいます」

「ちょっ、なんで二人とも入ってくるんですか、狭い！」

　しかも二人ともチア服のままだし、美園先輩なんて悪のりしてその場でキリカもチア服に着替えさせようとするしで、しばらく作戦会議どころではなくなってしまった。
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　見上げると、秋晴れの空にヘリの機影が小さく見える。瑞みず々みずしい太陽の中に入り込んで、しばらくの間は遠いローターの音しか聞こえなくなる。

　たぶんテレビ局のヘリだ。遊園地なみの広大な敷地、４００ｍトラックと二万人収容可能な観客席を備えた人工芝グラウンド、整列した八千人の体操着姿の生徒たち……といった白はく樹じゆ台だい学園のインパクトをお茶の間に伝えるためには、やはり航空映像が不可欠だということだろう。
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　僕らは生徒会役員なので、朝礼台の脇に並んで立ち、生徒たちと向き合う形で開会式を迎えた。

「……各自、怪我に気をつけて。救護班は本部のテント右にある。水分補給はこまめに。それから……」

　体育科教務主任の大おお和わ田だ先生の眠たい注意事項確認が終わると、かわって朝礼台に上るのは放送部の部長だ。学園の一大行事だというのに、ここまでまったく総務執行部の出番がない。すべてを体育科に仕切られている屈辱を、だれよりも天てん王のう寺じ狐こ徹てつが今、嚙かみしめている最中だろう。

　でも、それも今年までだ。

「おはようございます、全校生徒のみなさん！　ＹＯ！　チェケラ！」

　校内放送でＤＪを務める放送部長は軽いノリで挨拶して教師たちの冷たい視線を浴びた。しかし彼の舌の滑りは止まらない。

「体育祭の総合司会を務めさせていただきます、エヴリバディのモーニンからイブニンまでを盛り上げるＨ白Ｊ樹Ｄ台のＤＪ・Ｈ放送部です！」

「うるせえ！」「早く始めろ！」「舌嚙め！」

　野次が飛ぶ。放送部長は「うへっ」という顔になったが、すぐに立ち直ってマイクをつかむ。

「ＯＫエヴリバディお待ちかね！　さっそく！　白はく樹じゆ台だい体操第一ィイイイイイイッ」

　白樹台学園には独自の体操がある。体育教師たちが考案し十数年かけて洗練させてきたこの一連のエクササイズセットは第三まであって、体育の授業のはじめに必ずやらされるのは第一番のみ。あまり知られていない第二、第三に進むにしたがって、股関節だの臀でん部ぶだのを強調する恥ずかしいアクションが増えていく。そして生徒の視線は、朝礼台の上で手本役となっている体育教師ではなく、僕に釘くぎ付づけとなっている。

　……いや、正確に言えば僕の左隣に並んで体操している三人の女たちに、だ。

　凜りんとした黒髪に何本もの白鉢巻きを編み込んで飾った、我らが総大将・天王寺狐徹。

　体操着のせいでＪカップバストが弾む様がはっきりわかる学園聖女・竹たけ内うち美み園その。

　まったく日焼けしていない白魚の四肢をひらつかせる生徒会探偵・聖ひじり橋ばしキリカ。

「……ひかげ。わたしの体操、変？」

　第三に差しかかったあたりでキリカが不安げな小声で訊きいてくる。たぶん、あまりにも注目を集めているからだろう。

「いや。……変じゃないからみんな見てるんだと思うよ」

　僕だってまさかキリカがちゃんと体操できると思ってなかった。手も脚もお手本通り動かせてるし、跳躍とか回転とかもできてる。ひきこもりとはいっても、身体が弱いとか運動神経ゼロとかいうわけではない──という事実は、例の水着盗撮事件のときにこの目で確かめているのだけれど、それでもやっぱりすぐ隣でまともに体操なんてされてしまうと面食らう。僕でさえ驚いているのだから、他の生徒たちの驚きよう愕がくは想像に難かたくない。そりゃじろじろ見るよ。

「去年までのキリカはずっと本部テントで見学だったからね」

　会長がきびきびとステップを踏みながら言う。

「どういう風の吹き回しか知らないけれど、やる気を出したようで嬉うれしいよ」

「だって……ひかげが……」

　キリカはもそもそつぶやく。

　僕が、キリカも参加するような作戦を提案したから？　それでちゃんと準備運動をしてるってこと？　だとしたら。

　あまりに嬉うれしくて、自分の体操がオーバーアクションになっているのもしばらく気がつかなかった。

「ＯＫエヴリバディあったまってきたかァッ！」

　体操が終わってすぐにＤＪ・Ｈがマイクスタンドに飛びつく。

「能書きはＮＯ！　センキュー！　このままいくぜ第一戦！　エヴリバディ観戦席に超速ダアァッシュ！」

　今度は野次ではなく歓声があがった。運営委員の誘導によって、八千人の生徒たちが観客席に続くゲートへと流れ込んでいく。まだ開会の挨拶も選手宣誓もしていないのに第一戦の開幕なのだ。これが白はく樹じゆ台だいの伝統らしい。

　しかも種目は──

「ブラッド沸きフレッシュ躍るぜ！　教員対抗！　棒倒しだァアアアアアアアアアッ」

　ＤＪの煽あおりに観客席から盛大なコールが返ってくる。本部テントそばのゲートから、ゴルフシャツやジャージ姿の先生たちがぞろぞろとグラウンドに出てくる。

　大会プログラムは事前に教えられていたが、それにしても一発目から教員参加種目でしかも棒倒しかよ、と僕は思う。しかしこれにはれっきとした理由がある。

「天てん王のう寺じ、見てろよ」

「天王寺、今年こそはやったるぜ」

「数では断然勝ってんだ、負けられないよ」

　ゲートを入ってすぐの通路ですれちがう普通科や理数科や情報学科の先生たちがみんな会長にそんな声をかけていく。普段、職員会からは厄介者扱いの会長なのに、このときばかりは彼らの旗印なのだ。

　教員対抗戦もまた、体育科ｖｓそれ以外全部。エキシビションマッチではあるが、勝利した側にはささやかな褒賞がある。

　選手宣誓する権利である。

　僕らが地下をくぐる通路と階段を抜けて観客席正面の本部テントの近くに出たとき、八千人分の鬨ときの声がグラウンド全体を揺らした。教師たちが布陣を終え、審判役の園長先生が朝礼台にのぼったのだ。

　こうして高みから見渡すと、あらためてものすごい学園だと実感できる。五百人以上、つまり普通の中学校の全校生徒分くらいの人数がグラウンドいっぱいに散らばっているのだが、これが全員教師なのだ。

　グラウンドの左右の端にそれぞれ、紅白に塗られた二本の巨大な棒が立てられ、防御役たちがその足下に固まっている。攻撃役はセンターラインを挟んで敵陣をにらみ、開始のピストルを待っている。

　戦力差は、一目瞭然──のはずだった。

　紅組、体育科教師は五十人ほど。それ以外の全員で構成される白組は十倍の人数だ。いかにスポーツのエキスパートがそろっているといっても、これだけの数の不利はいかんともしがたいのではないか。

　僕がそんなのんきなことを考えていられたのも、試合が始まるまでだった。晴天にピストルが鳴り響いた瞬間、獣の咆ほう哮こうが大地を埋め尽くし、僕は自分の間違いをまざまざと思い知らされた。

　それは棒倒しなどではなく、そもそもスポーツですらなかった。

　一方的な狩り──である。

　雄お叫たけびをあげ真紅の鉢巻きをはためかせて突進する体育教師たちを前に、白組の五百人は羊同然だった。逃げ散る者はまだましな方で、前線に近い場所にいた者たちなど恐怖に全身がすくんで一歩も動けない。禽きん獣じゆうの群れはそんな羊どもを薙なぎ倒しながら白棒に向かってまっすぐに猛進する。

　あるいは綱引きや玉入れだったなら、と僕は呆ぼう然ぜんとしながら思う。

　もっともっとシンプルで、人数差がそのまま結果に直結する種目であれば、白組の勝ちは揺るがなかったかもしれない。しかし棒倒しは命タマの殺とり合いだ。格闘技なのだ。敵を殺やる覚悟のない素人を何百人寄せ集めようと、プロの敵ではない。

　数千人の生徒たちが張り上げていた応援の声も、あっという間に絶望の悲鳴に転じる。白い柱の根本を支えていた体力自慢の若い男性教員たちが蹴散らされ、紅色を滴したたらせる獣たちの群れの中に棒が沈んでいく。

　試合開始からわずか二十六秒──

　決着を告げる無情な二度目のピストルが撃ち鳴らされた。







　敗残兵が運び出された後、まっさらな無人のグラウンドの真ん中へ、瀧たき沢ざわ瑠る威い那なはゆっくりと歩み出ていった。僕らは本部テントの席からそれを見守った。魔王もちゃんと体操着を纏まとってはいるが、紅の鉢巻きはやっぱり眼帯にしているし、おまけに両手の甲にも包帯がわりに巻きつけている。会場がざわついているのは、棒倒しの余熱ばかりじゃないだろう。

「今年もあたしが宣誓できなかったか」

　隣で会長が悔しそうに言う。

「せっかく原稿を練ったのに」

「しかたありません。魔王陛下のお手並みを拝見しましょう」

　美み園その先輩が慰める。僕は手すりに両手を置いて身を乗り出す。ルイさんが手にしているマイクに咳せき払ばらいを吐きかける。あの人、全校生徒を前になにを言うんだろう？　さすがにこんな晴れの舞台だし、いつもの魔王トークは控えるだろうけど。

「──よく聞け、愚かで憐あわれな人間どもよ」

　……全然控えてなかった。

「我が名はルイーナ・アクアドラコ。七千年前に天界より投げ落とされた堕天使の転生体にして魔王の物質界アヴァター、三重に名を秘められし呪いの御子よ」

　上級生たちの間ではかなりの有名人だから反応も「ああはいはい」という感じだが、中等部の子たちはかなり真剣にざわついている。無理もない。

「今宵はきさまらみじめな人間どもの最後の宴。我が血の福音を受けても目醒めぬ者は絶望の荒野を一万二千年の間さまよう運命ぞ」

　ルイさん、あのう、そのへんにしておいた方が……、と僕は遠い観客席から精一杯のテレパシーを飛ばす。

「そもそもきさまら凡俗の人間にとって、魔王とはなんだ？」

　ルイさんはそう言って観客席を中等部一年から高等部三年まで見渡した。

「くくく、問うまでもないな。きさまらは魔王なる概念をゲームの中でしか知らぬはずだ。世界を支配するだの、地上を滅ぼすだのと嘯うそぶきながら、しかしその実は自らの居城にひきこもり、自分を斃たおす者を日がな待ち続けるだけの虚むなしい存在。そうだろう？」

　僕は目をしばたたいた。なにかおかしい。ルイさんの言葉も、声の調子も、僕らの体温に近づいてきている。生徒たちのざわめきも引き潮を迎えつつある。

「最大の障害であるかのように謳うたわれながら、実際には労力と財力と時間を費やし、幾多の山と海を越え、冥府に潜り、深しん奥おうにたどり着かなければ相まみえることもかなわぬ敵。それが魔王だ。生活の安あん寧ねいを優先し、剣を棄すててぬるま湯の暮らしに身を沈めていれば、魔王とは一切関わりのない平穏な時が流れていく。そうだ。魔王は障害ではあるが、それはきさまらの生きる道には横たわっていない」

　ルイさんは言葉を切り、眼鏡に落ちかけた前髪を払った。いつの間にか、会場にいるだれもが魔王の語りに聴き入っていた。僕も、だ。

「魔王は、登山家にとっての未み踏とうの山であり、船乗りにとっての未知の海であり、小説家にとっての未完の物語だ。生命という長くまっすぐで退屈な本道からはずれ、同じくらい長く不毛で実りのない脇道を踏み分けていかなければ到達できない場所にいる。そう、ほとんどの人間は魔王と無縁に死んでいく。なぜなら魔王はきさまらのつまらぬ生になぞ干渉せぬからだ。ただ鳥獣と同じように自らの生活を守って安穏と年老いていくだけならば闘う必要などないのだ。きさまら矮わい小しような人間たちのうち、ごくわずか、とくに勇気を備えた一握りの者だけが、命を賭して無為の道のりを踏破し、魔王に挑む。斃たおしてなにかを得られるわけでもない。斃せなければ汚辱にまみれ、生命の浪費を後悔せねばならぬ。だがそれでも──人が人であることを誇るためには、闘わねばならぬ。汚され傷つけられる道を自ら選ばねばならぬ」

　ルイさんの声は、張り上げているわけでも朗々と響かせているわけでもないのに、胸に深々と刺さってくる。

「我が身がまだ人間であった頃、我はその事実に気づかず、いつか斃すべき敵が、我が人生における魔王が、あちらからやってきて我を燃え立つ舞台へと引き揚げてくれるものだと信じていた。だが、それは間違いだ。待っているだけの人間は、ただまっすぐな緩い坂道を死という終着点まで転げていくだけ。愚かなり、人間ども。訪れぬ。ただ呆ほうけて待つばかりのきさまらの生には、敵は訪れぬ。憐あわれな人間どもはそうして神秘と真理を学ぶ機会もないまま老いさらばえていく……」

　ルイさんは目をかっと見開いた。

「だが！　今、今ここにッ、刮かつ目もくせよ、我がいる！　わかるか、魔王がきてやったのだ、むせび泣け人間ども！　我はきさまらにとって真の魔王ではないかもしれぬ、しょせんは代役かもしれぬ、だがここで闘いを学び、闘えること自体が幸せだと学び、無為な闘いに命を燃やせることこそが喜びだと学べ！　もう一度言う、よく聞け人間ども！　我が名はルイーナ・アクアドラコ、きさまらの塵ちり芥あくたのごとき生命に火をつけるためにやってきた慈悲深き魔王だ！　──宣誓ッ」

　ルイさんの手が斜め前方に力強く突き上げられる。まるでその手で胸を貫かれたかのような熱い衝撃が僕の身に走る。ぞくぞくした震えが広がっていく。

「我々は、戦場の誉ほまれに殉じ、凄絶！　慟どう哭こく！　矢の尽きるまで、血の涸かれ果てるまで、闘い、闘い、闘うことを誓うッ！　──戦士代表、瀧たき沢ざわ瑠る威い那な！」

　山崩れのような拍手がグラウンド全体を吞のみ込んだ。

　観客席の生徒たちは総立ちになっていた。床を踏み鳴らす音もどんどん広がっていくのがわかった。ガソリンを血管に直接流し込まれたみたいな気分だった。どこもかしこも熱くなってきている。一箇所でも血流が止められたら爆発しそうだ。

「……これほどの敵とは思わなかったね」

　会長が額に汗をにじませてつぶやくのが、万ばん雷らいの拍手の中でかろうじて聞こえた。ルイさんは顔色一つ変えずに踵きびすを返し、僕らの足下にあるゲートに向かって歩き出した。一瞬だけ目が合ったような気がする。その姿はすぐに見えなくなる。

　総合司会のＤＪ・Ｈがマイクでなにかをわめき、ハウリング音が何度も響いた。それでも拍手は鳴り止まなかった。







　こうして──

　魔王軍との戦いが、始まった。
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　男女の徒競走を一本ずつ終えた後の三種目め、『棒引き』が、この戦いの趨勢を占う競技になるだろう──と会長は言った。

「棒引きは、まさにこの体育祭の縮図だからね」

　運営委員たちの手によってグラウンドの中央に等間隔で並べられていく棒を眺めながら会長はそう続ける。

「縮図？　なんでですか」

「棒引きがどういう種目か考えてみればわかるだろう？」

　そう言われて僕は腕組みする。

　棒引きとは、グラウンドの真ん中に何本か（今回は十五本）の棒を横たえて置き、それを自陣に何本引っ張り込めるかを競うゲームだ。出場者は両陣営八十人ずつ。この競技の肝は、だれがどの棒を引っぱるかが決められておらず完全に各自の意志に任されていることだ。一本を十数人で集中攻撃してもいいし、相手が強すぎて無理だと判断した棒からはさっさと手を離して他に助すけ太だ刀ちに回ってもいい。

　なるほど。たしかにこれは、縮図だ。

　最終的勝敗は棒の本数で決まる。七本で惨敗しようとも八本で僅差の勝利をものにすればいい。捨てる戦場と全力を注ぎ込む戦場の見極め、迅速で正確な戦力配分、そして綿密な連絡が勝敗を分ける。

「ふっふっふ、そこで私の登場です！」

　いつの間に現れたのか、本部テント席の端に伊い藤とうさんが座っていた。わかっていたことだが致命的に体操着が似合わない。伊藤さんは持ち込んだノートＰＣをかたかたいわせて血走った目で画面とグラウンドを見比べている。

　ノートの前面には、見たこともないいかめしい装置が取りつけられていた。ぶっとくて長いレンズが三本も束ねられているが、なにか特殊なカメラだろうか。

「ＩＴ部の部費のほとんどを注ぎ込んで作ったこの装置は、グラウンドをリアルタイムで撮影して選手たちの動きを取り込み、千手先までシミュレートし、最適戦術を瞬時に吐き出します。情報はあちらのチアリーダーたちに送られ──」

　伊藤さんが指さした先、観客席の正面では黄色・水色・白のさわやかな衣装に身を包んだチアリーディング部の女の子たちがポンポンを手にしてダンスを披ひ露ろうしているが、よくよく見るとそれぞれがマイクつきのヘッドセットを装着しているのがわかる。指揮を執とっているのはもちろん美み園その先輩だ。広いグラウンドを隔てているのに、僕が見ているのに気づいて投げキッスしてくる。

「ダンスに擬した巧妙なサインでもってグラウンドの選手たちに指示を送ります。まさに完璧！　負ける理由がありませんね、はははははは！」

　伊藤さんの高笑いは不気味きわまりなかったが、たしかにそのシステムは大したものだった。一戦目のピストルが鳴り、グラウンド両端のスタートラインから紅白の合計百六十名が中央の棒に向かって殺到するのだが、白組の動きは明らかにひとつの頭脳にしたがった効率的で連れん繫けいのとれたものだった。なにしろ敵戦力の動きを見切るのが早い。相手が五人以上ついている棒には近づきもせず、手薄な棒にはさっと二人が集中してダッシュで運び、戻って均衡状態の棒に加勢するのも迷いがない。そして伊藤さんのＰＣ画面に表示されたシミュレータが現実のグラウンドで起きていることを三秒ほど早く予測して映し出しているところがまた恐ろしかった。

　一戦目は、白９紅６。

　数字以上に、内容は圧勝といってよかった。

「頭脳の勝利、ＩＴの勝利ですよ！」

　伊藤さんが跳び上がって吠ほえる。

「よくやった」

　会長も伊藤さんの肩を叩く。緒戦の２００ｍ走で連敗した白組の、はじめてのポイントだった。観客席も沸きに沸く。隣でキリカも小さくガッツポーズしているし、テーブルの上でウサギも興奮してくるくる自分の尻尾を追いかけている。

　しかし、棒引きはこれで終わりではなかった。双方、選手を総入れ替えして陣地も交換した二戦目があるのだ。

「三日徹夜して組み上げた私のプログラムに死角はありません！　次もさくっといただいて二連勝、ポイントを互角に戻して一気に流れを取り戻してやりましょう！」

　伊い藤とうさんの自信満々の笑みは、二戦目のピストルが鳴り響いてから三十秒ほどで凍りついてしまう。

「……え、え、え？　な、なんだと？」

　ＰＣ画面のシミュレータと現実の動きが食い違っているのだ。いや、正確には、シミュレータが現実に追いついていない。紅組の戦いぶりが一変したからだ。こちらの狙っている棒を正確に見抜き、ぴったり同じ人数をつけてくる。こちらが見切った棒に残す人数も的確で、他の棒にあっという間に加勢が集まる。

「なぜ！　なぜだッ」

　伊藤さんが丸っきり悪役のせりふを吐いて卓を叩たたいた。会長が横から伊藤さんのヘッドセットマイクを引ったくって叫ぶ。

「美み園その、サイン出しを中止しろ、読まれてる！」

　遅きに失していた。こちらがまだ自陣に一本も引き入れられていない時点で紅組が早くも三本を確保し、勝敗は決した。浮き足だった白組は戦力配分がまったく散漫になり、どの棒においても後手を踏み──

　巣を失ったあわれな白しろ蟻ありのごとく散り散りになっていく自軍を、僕らはなすすべもなく見守るしかなかった。

　やがて、ピストルが二度続けて空虚に鳴る。

　二戦目の結果は、白０紅15。

「……パーフェクト負け……」

　つぶやく伊藤さんの前で、ノートＰＣのカメラが自重で外れてごとりと机に落ちる。

　グラウンドの白組選手たちの憔しよう悴すいぶりはそれ以上だった。多くが芝にぐったりと倒れて立てないでいる。紅組の屈強な連中が、まるで勝利を喜ぶそぶりさえ見せず、当然だ、という顔でスポーツドリンクをちゅうちゅう飲んでいる様さまがまた腹立たしい。

「どうやら情報が漏れていたね」

　会長が死し屍し累るい々るいのグラウンドをにらんで言う。伊藤さんがぎょっとする。

「まさか！」

「あの動きは、一戦目でこちらのシミュレータの癖くせを見切ったゆえのものだよ。コンピュータの融通の利かなさを狙われたね」

「どこで情報が漏れたんです、あり得ません、セキュリティ意識の高い我々情報学科にとって漏ろう洩えいなどッ」

　伊藤さんはいきり立つ。

「プログラム組んでる間も秘密保持は完璧だったんですか？」

「完璧でしたよ！　眠気覚ましに仕様を唱えながら屋上で踊るくらいしかしてません！」

　漏れたのそれのせいだろ。どこがセキュリティ意識高いんだよ。

「まあ、それでなくても漏洩は防げなかっただろう。百六十人にサインを憶え込ませてみっちり練習させたんだから、どこからかは漏れる」

　会長が非常に現実的なことを言う。

「問題は、その隙を見事に突かれてしまったことの方だね」

　会長は首を巡らせ、観客席のずっと右手の方、紅一色に染まった体育科エリアを見やる。最前列の手すりに片足をのせて髪と鉢巻きを風になびかせながら無表情にグラウンドを見つめるルイさんの姿がある。

「いちいちやるじゃないか、瀧たき沢ざわ」と会長は口の端を曲げてつぶやいた。

　場内スピーカーにノイズが走り、続けてＤＪ・Ｈの耳障りな声。

「これは──ッ！　一方的！　一方的な展開となったァッ！」

　紅組選手が早々にゲートへと引きあげていくのに、白組の半分以上はまだ地面にべったりとへたり込んで動けないでいる。みじめさが汗になって噴き出しているのが見えるような気がする。

　追い打ちをかけるようにＤＪがわめく。

「一本目こそ白組が僅差で初勝利したものの、二本目はまさかまさかの大虐殺マサカー！　紅組が圧倒的な実力差を見せつけての完全パーフェクトビクトリー勝利に白組の全員が茫ぼう然ぜん自じ失しつノックダァアアアアアアウン、立てない立てない！　これはすでに──」




「──諸君！」




　会長の声が競技場いっぱいに響いた。

　いつの間にか彼女は立ち上がって観客席の手すりから身を乗り出し、グラウンドを見下ろしている。

「よく戦った、棒引き出場者諸君！　うなだれるな、胸を張れ、スコアボードを見ろ！」

　会長の声は１００パーセントの純粋な肉声なのに、きんきんに拡大されたＤＪ・Ｈの鬱陶しいアナウンスを完全に押しのけて会場の隅々にまで届いていた。

「棒の合計は９対21、圧倒的大差なのに、ポイントは引き分けだ！　すばらしい戦果だった、期待以上だ！　この結果は紅組にとっては恥ずべき戦術ミス以外のなにものでもない。いいか、諸君の八十人が勝って八十人が負けたわけではない、百六十人の諸君全員が戦い、勝ちに等しい引き分けをもぎ取ったのだ！　さあ、あとは客席で身を休めながら応援に専念してくれ、後ろには我々が控えている！　振り向くな、諸君は美しい！」

　会長の声の余韻がしんとした静寂に吸い込まれた直後、夕立のような拍手が巻き起こった。僕も気づけば拍手の渦うずに加わっていた。よくやった、ナイスファイト、という声もあちこちから飛ぶ。グラウンドにうずくまっていた白鉢巻きの戦士たちが一人、また一人と立ち上がり、汗みずくの顔で空を仰ぎ、拍手と称しよう讃さんの声を浴びる。彼ら彼女らは肩を貸し支え合いながらゆっくりとした足取りでゲートに向かう。ミドルテンポのＢＧＭがかけられ、まだなにか言っていたＤＪの声は打ち切られてしまう。

　会長は手すりを握ったままふうと息をつき、席に戻ってきた。

「……ありがとうございます」

　伊い藤とうさんが頭を下げる。

「私の責任なのに、フォローしていただいて」

「ん？　責任というのはなんの話だ？」会長はすらりとした脚を組んで笑う。「伊藤部長は自分の仕事をまっとうして１ポイントを勝ち取ったじゃないか。礼を言うのはあたしの方だよ」

　よくよく王の身に生まれついている人なのだな、と僕は感心してしまう。伊藤さんは恐縮し、黙ってＰＣや機材を片づけ、一礼して自分のクラスの席に戻っていった。

「……危ないところだったな」

　伊藤さんの姿が見えなくなったところで会長がつぶやく。僕とキリカは同時に会長の顔を見た。

「なにがですか」

「勝負の流れというやつだよ。精神的なファクターは馬鹿にできない。パーフェクト負けまでは想定していなかったから、一気に持っていかれるところだった。今回はなんとかごまかせたが、この先どれくらいテンションが保つか」

「……試算だと、全体で32勝68敗ですよね」

　会長はうなずく。

「純粋に力だけの勝負をするとしてね。不確定要素はどうやっても排除できない」

　風は吹くものだ。それは追い風か、向かい風か……。
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　ところで、忘れそうになるが、これは体育祭である。

　当然ながら生徒の保護者たちがカメラを手に詰めかける。幸か不幸か観客席にはたっぷり余裕があり、保護者どころかひまな学園周辺住人までもが観戦しにきて座席の前列に鈴なりになっていた。

「狐こ徹てつねえさま、連れてきましたよ！　お父さま、おじさま、こっちです！」

　五種目くらいを消化したあたりで、そんな声が聞こえて、振り向くと体操着姿の薫かおるくんが立っていた。朱と鷺き子こさんも一緒だ。お父さま？　おじさま？　と二人の肩越しに見やると、ちょうど二つの巨体の影が階段口から観客席に出てくるところだった。

　その、巌いわおのような中年男性の二人組に、周囲の視線も集まる。

　……なにから描写していいものか途方に暮れてしまうが、まず、二人とも柔道着みたいなものを着ている。かんらかんらと妙な足音をたてるなと思って足下を見たらどっちも素足に高下駄で、しかも金属製だ。あらためて顔をまじまじと見てしまう。右の男は高たか倉くら健けん、左は菅すが原わら文ぶん太たという雰囲気だ。要するに、めちゃくちゃいかつくて怖い。

「狐こ徹てつ」

　右の高倉健が重たい声で言って、朱鷺子さんと薫くんを押しのけてこっちに歩み寄ってきた。僕は思わず椅子を引いて避難してしまうが、キリカは平然と椅子に体育座りしたまま、会長なんてちらっと目を向けただけでまたグラウンドに視線を戻してしまう。

「どういうことだこれは」と高倉健は遠くのスコアボードを指さす。白１紅７という頭の痛い点数が表示されている。「ボロ負けではないか、武人の家に生まれた者として恥ずかしくないのかッわしはお前をそのような腰抜けに育てた憶えはッ」

　会長が高倉健を斜めに見ながら冷ややかに言った。

「親父殿、学校では静かに。言うことを聞かないと絞め落とすよ」

「すみませんでしたッ」

　青ざめた高倉健、いきなり土下座した。なにがなんだかわかっていない僕は、彼と会長の顔を何度も見比べ、面影に気づく。親父殿、って呼んだぞ。まさかこの人が……。

「調子に乗りましたごめんなさい！　いやもうお父さん狐こ徹てつのことが心配で、うちの可愛くてかっこいい狐徹には負けてほしくないから、ねえ、つい」

「親父殿、父親の威厳も大切に」

「うむ」天てん王のう寺じ父は背筋を伸ばして再び高倉健顔に戻る。「よいか狐徹、天王寺の長子たる者、いかなる戦場においても勝利が義務づけられ」

「親父殿、やや調子に乗りすぎだね」

「ごめんなさい！　隠居の身で生意気でごめんなさい！」

　忙しい人だなあ。そういや会長は小学生のときに父親と勝負してぼこぼこにしちゃったんだっけ。それでこの奇妙な親子関係なのか。

「神かん林ばやし先生もよくきてくださった」

　会長はようやくにこやかな顔を菅原文太の方に向ける。

「あたしと朱鷺子のこれからの鮮やかな逆転劇をどうぞ楽しんでいってくれ」

「はっはっは。もちろんだよ」と菅すが原わら文ぶん太たもとい神かん林ばやし父は言った。「狐こ徹てつくんは昔から大逆転が得意だったものな。連打で壁際に追い詰められてもそこから一撃で急所を打ち抜いて勝ってばかりだった。できれば性別も大逆転して朱と鷺き子こを嫁に」「お父さまーッ」

　朱鷺子さんが真っ赤になって父親の言葉を遮った。

「な、なにを言い出すのですかっ、他の生徒もっ、先生方もいるんですよっ」

　神林＆天てん王のう寺じの武闘家親父コンビが娘たちによって追い払われた直後、やってきたのは美み園その先輩だった。

「ひかげさんひかげさん！　うちの母を連れてきました！」

　先輩の背後には、アカデミー助演女優賞を三回くらい獲とってそうな金髪の女性が立っていた。真っ白な日傘にノースリーブのワンピース。二人並んでいるともはやなんの説明も必要ないくらいそっくりだ。まるっきり二十年後の美園先輩である。たしかオーストリアの人だと言っていたっけ。

「ママ、いつも話してますよね、ひかげさんです！　私の未来のだ・ん・な・さ・ま」

　いつも親になにを話してるんだあんたは。

「オゥ……」竹たけ内うち母は喜色満面で寄ってきて僕の手を握る。なにかドイツ語（たぶん）で言われ、どぎまぎしてしまう。

「あ、あの、美園先輩にはいつもお世話になってます。……でも、その、旦那とかどうとかいうのは冗談で」

「ワタシ日本語よくワカラナイけど、美園いい娘こ。よろしくネ。いつ結婚スル？」

「いやっ、だからっ、ええと、言ってもわかんないのか、とにかく結婚とかそういうの本気じゃないんです」

「ワタシ日本語よくワカラナイけど、美園いい娘。式は予算どれくらい？」

「変に話進めないでください！　って言ってもわかんないのかな、ああもう」

「ワタシ日本語よくワカラナイけど、美園いい娘。ハネムーンはどこ行くネ？」

「だから全部冗談なんですってば！　あー、ドイツ語でなんて言えばいいのかな……」

「まあ日本語わかるんだけどね」「わかるのかよ！　早く言えよ！」「私も既成事実作りまくって旦那を一手一手追い詰めていって逃げられないようにして結婚に持ち込んだから、あなたもあきらめなさい」「なんでそんな怖い話になってるんですかッ」「それにしても、ひかげくん、だったかしら、あなたうちの旦那にそっくりねえ、やっぱり美園ってファザコン」「ママっ」美園先輩が絶叫で母親の言葉をぶった切る。「その話はあっちで！　さ、もう戻りましょう、今日は挨拶だけなんですから！」

　先輩は母親の肩をぐいぐい押して階段口に消えてしまった。

　なんか……どこの家庭もほんと色々あるんだなあ、と実感してしまう。くたびれきって席に戻ると、さっきからむっつり黙って椅子の上で膝を抱えていたキリカが僕の顔をじっとりとにらむ。

「あー……」ひとまず苦笑を返す。なんか機嫌悪いぞ？　「親を呼ぶなんて考えもしてなかったから、運動会だってことついつい忘れそうになるよ。……キリカは、まさか……親が来てたりはしない、よね」

　キリカの母親はどんな人なのか知らないが、父親はうんざりするくらいよく知っている。一度戦った相手だ。二度と関わり合いになりたくない。

　ところがキリカは暗い顔で首を横に振る。

「……来てるわけじゃないけど、来てるのと同じようなもの」

「……え？　どういうこと？」

　僕はぎょっとして、思わず会場を見回してしまう。キリカは空の中ほどを指さした。見上げ、啞あ然ぜんとする。

　アリーナ席のさらに外側だ。いつの間にそこにあったのだろう、わずかに傾斜した柱が高くそそり立っている。巨大クレーンの支柱だ、と気づく。『聖橋建設』という社名がプリントされているのも見える。先端にはフックのかわりに大きなカメラがくくりつけられている。

　さらにあきれたことに、クレーンはその一台だけではなかった。見回すと、体育祭会場を囲むように巨柱の影が六本。もちろんすべてカメラつき。どれもときどき自動で角度を微調整しながら、こちらをなめ回すように見つめてきている。ぞっとした。キリカの父親が愛まな娘むすめの体操着姿を撮影するために用意させたものだろう。いくら学園理事だからって、そんなめちゃくちゃな。

「逃げたり隠れたりするのもばかばかしいからほっとくけど」

　キリカはそう言ってため息をついた。

　親が凡人でよかった、と僕は心底思った。
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　太陽は中天に差しかかり、雲は残らず風に吹き散らされて消えていた。しんと晴れ渡った秋空に、数を数え上げるアナウンスに合わせて、白と紅の布玉がひとつずつ、高く高く放り上げられ、弧を描いて落ちていく。

　午前中最後の種目──玉入れの結果を、全校生徒は固かた唾ずを飲んで見守っていた。

「53……54……55……」

　さすがに体育科もくそもない種目に思えたが、魔王陛下はバスケ選手と野球選手を集中させてくるという意味があるんだかないんだかよくわからん作戦を採用。一方我らが白軍は『玉を投げる役と、玉を拾って投げ手に供給する役に完全分業する』＆『投げ役は籠かごの真下に集まって下手投げでほぼ真上に玉を投げる』というわりと現実的な作戦に出て、かなり善戦しているように見えた。

　玉入れは、この一戦で10騎もの騎馬戦出場枠が決まる重要種目。絶対に負けられないところだった。祈る気持ちでカウントを聞く。

「１１２……１１３……１１４……」

　紅白双方の数え役が、カウント１１４で同時に籠をひっくり返して地面に置き、両腕を広げた。会場がどよめく。

　同点、だ。

「痛み分けで５騎ずつ、か。ここは勝ちたかったね……」

　会長が隣で悔しげに唇を嚙かむ。負けなくてよかったと安あん堵どしている自分がちょっと恥ずかしくなる。

「途中から紅組もこちらの投げ方を真似していましたものね」と美み園その先輩。「あれで追いつかれてしまいました。しょうがないことですけれど……」

　僕らはそろってスコアボードに目を移した。

　ちょうど、玉入れの結果を受けてポイント表示が更新されるところだった。電光掲示板に映し出された数値は──

　白11、赤26。

　ダブルスコア以上だ。ほぼ試算通りとはいえ、こうして本番で目に見える結果として出されてしまうと、あらためて実力差に絶望しそうになる。しかもこの先はより厳しくなる。午前中は玉入れや二人三脚やパン食い競走といった遊び心の多い種目が中心だったが、午後は長距離走やリレー、綱引きといった、運動能力がそのままものをいう種目が固められている。差は詰められるどころか広がる一方だろう。

「いいんだ。それも作戦のうちだよ」と会長はうそぶく。

　紅組は白組との人数差を埋めるため、一人がいくつもの種目に出場しなければならない。最後の方に有力種目を固めておいて、騎馬戦に出る予定の有力選手をなるべく疲れさせてやろう、というのが会長の作戦なのだ。

　ただ、敵方も馬鹿ではないからそんな作戦は見抜かれているだろうし、騎馬戦出場者は休ませる手に出るかもしれない。というかルイさんは見かけによらず狡こう猾かつだから絶対そうする。だめだ、全然勝てる気がしなくなってきた……。

「それじゃあひかげさんっ」

　美園先輩が弾む声で言った。僕は我に返る。

「……はい？」

「ご飯にしましょう！　お弁当、作ってきたんですよ！」

　先輩がサンドウィッチやおかずをいっぱい詰め込んだバスケットを五つも六つも机の上に広げていると、「あれ？　せんぱいもう食べ始めちゃってますよ、ほら！　ねえさま、急がないと！」と声が聞こえてきた。振り向くと階段口の方から駆けてくる薫かおるくん、その後ろから紫色の大きな風呂敷包みを抱えた朱と鷺き子こさん。

「おや、朱鷺子も作ってきてくれたの？」

　美み園その先輩の手作り唐揚げをつまみながら会長が言う。朱鷺子さんは赤面してしばらく言葉に詰まり、そっぽを向いて答えた。

「……たまには料理くらいしないと。寮生活でだいぶ腕がなまっているし」

「ふうん」と会長は愉快そうに風呂敷包みを見やる。「ヒカゲがひとりで食べきるのは無理そうだけれど？」

「牧まき村むらくんに作ってきたなんて言ってないでしょうっ」

　朱鷺子さんは真っ赤になって言い返す。なぜ僕が引き合いに出されるんだ。

「じゃあ、あたしもお相しよう伴ばんしていいよね？　朱鷺子の愛妻弁当は久しぶりだよ」

「勝手にしなさいよ」と朱鷺子さんは包みを机に置く。風呂敷を解くと五段のお重が現れる。開いてみると見事な幕の内弁当だ。

「まあ。素敵です」と美園先輩も目を輝かせる。「私、和食はさっぱりで……」

「じゃあみんなで食べましょう！」と薫くんは箸を配って回る。

「ときちゃんの料理はうち好みの関西風の味付けやわ」

「なんで郁いく乃のまでいるのっ？」

「出番少ないし忘れられそうやしお腹減ったし」

「ふむ。純日本人のあたしとしては、和食が基本でたまに洋食がいい。妻にするなら朱鷺子で愛人にするなら美園かな」

「狐こ徹てつ？　私も怒るときは怒るんですよ？」

「冗談だよ。愛してる」

「朱鷺子、蓮れん根こんの天ぷらはないの。わたし、あれだけ食べたい」

「聖ひじり橋ばしさん、もうちょっと栄養のこと考えて。食生活どうなってるの？」

「キリカねえさま、これ、この大豆とひじきの煮物だけぼくが作ったんです、食べてみてください！　せんぱいも！　どうですか？」

「二人とも料理うまいね……薫くんの方が書記に向いてるんじゃないかな……。いや、だからって僕が広報やれるわけでもないけど」

「ひかげ、サラダ食べる？　……人間の方のひかげじゃないの。ひかげは美園と朱鷺子の作ってくれたお弁当を大喜びで食べ過ぎてお腹壊せばいい。ひかげ、ほら、レタスと人参。ドレッシングはかかってないから」

　僕らのにぎやかな食事風景を、そばにいた教職員たちは支給品の仕出し弁当を抱えながらうらやましそうに眺めていたものである。
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「──エヴリバディグッアッタヌーン！　腹一杯大失敗、なんてことになってないかい？　眠たくなってないかい？　ＯＫベイベお昼寝してる場合じゃないぜ！」

　ＤＪ・Ｈの気障りなアナウンスが午後一時の気だるい空に響き渡る。

「テレビの前のみんなもお待ちかね！　渡る世間はコネと金！　視聴率もどんより下降気味のところに一発ぶち込むぜ！」

　かぶせ気味にＢＧＭの軽快なビートが走り出す。ＤＪが絶叫する。

「応援ッ！　合戦！　ＯＨ　ＹＥＡＨ！　ＧＥＴ　ＳＥＴ！」

　大歓声が涌わき起こった。ある意味ではメインイベント、最高潮の盛り上がりを見せる午後一発目の種目は、紅組の先攻で始まった。ＢＧＭとあまり合っていない重低音の連打が響き、ゲートが開き、台車に載せられた大太鼓が学ラン姿の応援団員の手でグラウンドに運び出される。その後からさらに団員たちが数十人、一糸乱れぬ二列行進で登場する。先頭は毒ぶす島じま団長だ。全員、紅鉢巻きに白手袋。

　本部テントのすぐ眼下に応援団員が横一列になったところで、大太鼓がロールで轟とどろき、団員たちの「押お忍す！」のかけ声とともにＢＧＭが切り替わる。アリーナいっぱいに鳴り響く荘重なパイプオルガンの音。会場じゅうに「うわあ……」という空気が広がる。結婚行進曲なのだ。

　僕はキリカと並んで紅組の応援を本部テントから観ていた。会長や美み園その先輩は白組のパフォーマンスに出場するので更衣室に行ってしまっている。

「これはさすがに楽勝だよね……」

　結婚行進曲に合わせて勇壮に拳を突き出す応援団員たちを見渡しながら僕はつぶやく。隣でキリカもうなずいた。全種目中唯一、僕ら白組が確実に勝てるであろう競技だと、その瞬間までは思っていた。

　しかし結婚行進曲が中間部に差しかかったとき、ゲートから現れた紅組の秘密兵器が、僕らの甘い考えを粉々に打ち砕いた。純白のウェディングドレス姿の女が長大なスカートの裾をなびかせながらグラウンドに出てきたのである。客席がどよめきに包まれる。最初その女の子がだれだかわからなかった。長い黒髪はアップにしてまとめていたし、ばっちり化粧をしていたし、それでなくともウェディングドレスだ。

　でも、花嫁が駆け足になり、人工芝を蹴り、側転、バク転、後ろ宙返りの見事な三段技を決めて会場の歓声を一気にさらった瞬間、だれだかわかった。

　そうだ、あの人は体育科で体操選手だった。信じられないが、楓ふう花かさんだ。

　応援団員の四角四面なマスゲームが始まる。幾何学的に隊列をめまぐるしく変遷させながら「押お忍す！」「押忍！」のかけ声でリズムをとる学ラン姿の一団と、その真ん中でときに黒い影に吞まれ、ときに真っ白な大輪の花を咲かせながらアクロバティックなアクションを息もつかせず次々と披ひ露ろうする花嫁。

　最初のうち笑い声混じりだった歓声は、やがて感嘆に、そして息詰まる沈黙に変わる。楓ふう花かさんがポーズをきめるたび、沈黙を突き破って拍手が涌わき起こる。僕だって気づけば間抜けに口を半開きにしてその白と黒のコントラストの見事な演舞を食い入るように見つめていた。

　キリカが椅子から腰を浮かせる。

　僕もそのとき彼女と同じことを感じていたと思う。

　まずい。これは──負けるかもしれない。

　ちらと横目で本部テントの真ん中あたりの席をうかがう。そこに座って観戦しているのは、学園長、各学科の教務主任、といった職員会の幹部たち。すなわち、応援合戦の審査員だ。みんな目を見張っている。興奮が伝わってくる。

　きな臭い呼気が喉までせり上がってくる。まずい。
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　応援合戦はポイントにはならない。最終戦・騎馬戦の陣地を選ぶ権利をもらえるだけだ。しかしそれが僕らの作戦にとってはかなり重要なのだ。ここで負けると、引いた設計図が崩れる。

　キリカがパイプ椅子をがたつかせて机から離れた。

「行ってくる」

「……え？」

　僕がなにか訊きく間もなかった。彼女は身を翻して階段口の方に駆けていった。

　なにが起きたのか、僕が理解したのは、大喝采のうちに紅組のパフォーマンスが終わり、楓ふう花かさんと応援団員とが退場した後のことだ。

　ＢＧＭが一変する。華やかなディスコビート。惜しげもなく焚たかれる七色のスモーク。三ヵ所のゲートがいっぱいに開かれ、客たちが大歓声をあげる。

　諸手を挙げてまず入場してきたのは、丈の長い学ランに身を包み、白鉢巻きを編み込んだ黒髪をはためかせた天てん王のう寺じ狐こ徹てつ。その後に続く、水色と黄色と白のまぶしいノースリーブ・ミニスカートスタイルのチアリーダーたち。

　白組応援団の入場が完了し、スモークが晴れ、僕は目を疑った。

　会長のすぐ後ろ、チアリーダーの列の中央──美み園その先輩の隣に、ひときわ目立つチア服の少女が立っている。ウサギの耳を思わせる二ふた叉またのリボンは、応援合戦特別仕様で普段の倍ほども長く、左右とも白。そしてその根本には灰色の毛並みのウサギがちんまりと乗っている。もちろんキリカと、人間じゃない方のひかげだ。啞あ然ぜんとしてしまうが、僕の驚きよう愕がくはダンスが始まってから倍増する。キリカのステップはまわりとぴったりシンクロした見事なもので、ポンポンの曲芸的な扱いも堂に入っており、さらには踊りに合わせて頭の上でウサギがいちいち立ち上がったりくるりと一回転したり果てはジャンプまでしたりするのだ。

「きゃあああああ！」

「かわいいいいいいいい！」

「あれって会計さんでしょ？」

「うそお！」

「ウサギも踊ってるよ！」

「やだなにあれかわいすぎる！」

　黄色い歓声が飛び交う。審査員のおじさんたちも喜色満面だ。

「いやあ……」

「こりゃなかなか」

「今年は迷いますなあ」

「紅組の花嫁さんも良かったがねえ」

「ほっほっほ」

「聖ひじり橋ばし理事の気持ちもわかりますなあ」それはわからなくていいぞ。
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　後日、体育祭の熱もすっかり冷めた頃、キリカに訊きいてみたことがある。

「……あれ、なんでちゃんと踊れたの？」

　彼女は顔をそむけてむすっとした口調で答えた。

「ビデオで観て、たまに……練習してた。美み園そのがせっかく衣装を用意してくれてたし」

　ウサギにも「おまえもなんであんなにノレてたの？」と訊いてみたが、もちろん彼はなにも答えなかった。あいつもそろそろ喋しやべり出してもあまり驚かないくらいの謎の生物になりつつあるのだが。
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　応援合戦の審査は難航した。

　審査員たちが採点用紙を手にうんうん悩んでいる横で、僕はじっと息を殺して結果が出るのを待っていた。会場全体もそんな雰囲気で、くそうるさいＤＪ・Ｈのアナウンスすらしんみりと沈黙していた。グラウンドでは次の競技の準備がとっくに終わっていた。

　決め手になったのは、たぶん、このときのできごとではないかと思う。

　キリカが階段口に現れた。僕の座っていた席のそばの階段口ではなく、本部テントの向こう端にほど近い方だ。チア服のままで、腕にはウサギを抱いている。まわりの観客たちが色めき立つ。彼女は、わざわざ本部テントの園長先生たちの目の前を通って僕のところまでやってきた。もちろん計算してやったのだ。だって、キリカの用事は「ひかげ、ひかげを預かってて」とウサギを僕に押しつけただけだし、戻るルートも来たときと同じ、審査員の目の前を通る道だったからだ。ノースリーブにミニスカートのまぶしい肌を見せつけにきたのである。

　五分後、ＤＪ・Ｈが場内スピーカーで絶叫する。

「結・果・発・表ォーッ！」

　それでも、票は割れた。審査員７名のうち、白組４、紅組３。危ないところだった。紅組応援団とそして楓ふう花かさんに、僕は惜しみない称しよう讃さんの拍手を贈った。
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　傾いた陽がスコアボードを照らし、かすかに茜あかねに色づかせている。

　一日で二十五種目をこなすという凄絶なハードスケジュールで、時刻はすでに午後の六時を回っていた。電光掲示板を見つめる生徒たちの目に浮かぶのは、しかし疲労の色ばかりではない。まだ火が燃えている。

　白組32、紅組68。

　奇くしくも、伊い藤とうさんのプログラムによる試算ぴったりの結果に終わった。

　八倍の差をつけられた去年に比べれば大善戦といえる。例年であれば、俺たちもなかなかがんばったなあ、と慰め合って閉会式でだるいクールダウン体操をして終わりだ。しかし今年はちがう。まだ終わりではないどころか、今までのすべては前振りだ。

　最終戦開始十五分前。僕らは、グラウンドへのゲートに続く幅広の地下通路に集合して体育座りしていた。人いきれでむせそうだ。

「──戦士諸君」

　先頭に立つ会長が白組の騎馬戦出場者たち百余名を眺め渡しておごそかに言う。

「これほどの兵力をもって、このスタートラインに立てたことを、あたしは誇りに思う。それでも厳しい戦いになるだろう。しかし、最後の一騎まであきらめなければ、勝てる。あたしも諸君を信じる。諸君もあたしを信じてくれ。騎乗者、起立！」

　三十一人が立ち上がる。

　一人一人が前に進み出て、会長の前に背を向けて膝をつく。会長みずからの手で騎乗者の頭に鉢巻きが締められる。いずれも体育科の連中と比べても引けを取らない剛の者ばかりだ。朱と鷺き子こさんはもちろん副将的立ち位置だし、剣道部長、柔道部長、ラグビー部長と体育会系の部活の強そうなところもそろえた。宮みや里さと先輩も、ルイさんの作戦や癖を読む助けになるかもしれないからと僕が頼み込んでメンバーに入ってもらった。中等部一年ながら薫かおるくんもいる。朱鷺子さんとともに小さい頃から神かん林ばやし道場で稽古をつけられているから、そんじょそこらの高等部生よりよっぽど強いのだ。デ部の辻つじ堂どうさんもいる。馬役の下三人もデ部員だ。

　しかし、最後の一人にはさすがにみんな驚きの色を隠せない。

　キリカ、なのだ。

　視線を感じて恥ずかしくなったのか。キリカは鉢巻きをしめてもらってすぐに僕のそばまで逃げ帰ってきてしゃがみ込む。

「だれが大将騎なのか、諸君にも教えない」

　自分の鉢巻きを締めながら会長が言う。

「知れば諸君は守ろうとするだろう。生きようとするだろう。それでは勝てない。捨ててこそ浮かぶ身もある。これがあたしの最終作戦だ」

　そう、文字通りの、僕らの最終作戦。

「全員起立！」

　号令で選手たちは一斉に立ち上がる。

「征ゆくぞ諸君！」







　１２８人の白軍がグラウンドに出て観衆の声を浴びたとき、ちょうど逆側のゲートから紅鉢巻きの一軍が現れるところだった。僕らの倍以上、三百人近い体育科生がグラウンドの向こう半分を埋め尽くすのを見ていると、膝が震えそうになる。

　審判員は体育科教務主任の大おお和わ田だ先生。他にも四名のフィールドジャッジがグラウンドのまわりに立つ。会長は、本部テントを正面に見て左手、ちょうど体育教官たちが見下ろす目の前を自陣に選んだ。

　センターラインを挟んで、ルイさんと会長が視線を交わす。

「騎乗！」

　大和田先生のかけ声とともに、紅白両軍がグラウンドのそれぞれの端にわかれ、四名ずつの組になって騎馬を作り始める。

「……なあ、なんで会計ちゃんが出てるの？」

　僕らのすぐそばにいた宮みや里さと先輩が耳打ちしてくる。当然の疑問だろう。まわりの他の選手たちも訊きたいと思っていたにちがいない。キリカは恥ずかしそうに目を伏せて僕の背中に隠れてしまうので、僕が代わりに答える。

「ここまで他の種目に出てないんで、騎馬戦に出さなきゃいけないんですよ」

「ああ……そりゃそうか」と宮里先輩はうなずく。

「だから、その、先輩、なるべく僕らの近くにいてキリカを護衛してやってくれないですかね」

「え？　……まさか大将なの？」

「いやいや。だれが大将なのかは僕だって知りませんけど、つまり……そのう、怪我させたくないので……い、いや、僕らだって戦力になるようにがんばりますけど」

　先輩は笑って、わかったわかったというふうに僕の背中を叩たたいた。それから自分の騎馬に乗り込む。

「さて、こっちも組もうか」

　僕の右肩に左手を置くのは、久々に登場の柏かしわ崎ざき先輩である。

「キリカが十六歳で助かったよ。もうちょっと若かったら理性を保てないところだった。体操着で腕にまたがるんだからね」

　キリカは真っ赤になって柏崎先輩の頭を引っぱたいた。今からでも遅くないからべつの人捜そうかな……。

「ほんとに私なんかでいいんですかね……」と僕の左肩に右手を置くのは、おなじみのＩＴ部長、伊い藤とうさん。

「伊い藤とうさんしかいないんですよ。キリカの馬は、知ってる人間だけで組みたかったんです。なにが起きるかわからないから」

　膝をついた僕の肩にキリカがおずおずと両手を置き、伊藤さんと柏かしわ崎ざき先輩の腕にまたがる。両手にキリカの素足の感触。立ち上がるときも腰にまったく負担がない。以前おぶったときも思ったが、こいつちゃんと骨とか内臓とか入ってるのか？

　他の騎馬たちも次々に立ち上がっていく。斬り込み役の会長は下の三人を機動力重視の陸上部男子で固め、受けて潰すタイプの朱と鷺き子こさんの馬は押し負けないように相撲部とデ部で組んである。この二騎が勝負の要になるだろう。

「楔くさび隊たい形けい！」

　会長が手を挙げて号令する。会長騎を先頭に三十二騎が『Λ』の字に並ぶ。

　対して紅軍は、迎え撃つための鶴かく翼よくの陣だ。六十八騎が横に長く広がり、左右はこちらを包み込むためにだいぶ前にせり出している。

　中心にいるのは、ルイさんだ。こうして戦場で対たい峙じしてみると、いやはや、まったくもって伊だ達て政まさ宗むねである。眼鏡も外しているし。

　夕空に、大太鼓が三度響いた。

　センターラインの端に立つ大和田先生が、ゆっくりとピストルを持ち上げる。

　最後の戦いの幕を切って落とす乾いた音が鳴り渡った。





＊






　応援団の嗄かれきった声が、生徒たちの必死の声援が、ＢＧＭの『新・仁義なき戦い』のテーマが、ぐちゃぐちゃに混ざって聞こえてきて、頭痛と区別がつかなくなっている。僕は頭を振ってまつげの汗を払い落とし、ちらと電光掲示板の時計を見た。まだ始まってから十分たっていないのか。もう三時間くらいキリカを背負って走り回っているような気がする。両肩に食い込む柏崎先輩と伊藤さんの手が痛い。どれだけキリカが軽いとしても、体重がないみたいだなんて寝言をいっていられたのは戦いが始まる前までだった。今は全身が鉛みたいだ。後ろの二人の荒い息も聞こえてくる。

　不意に右後方から芝を踏む音が聞こえ、無意識に身体が逃げようとする。振り向こうにも騎馬の頭担当は後ろが見えない。

「俺、俺だよ」

　宮みや里さと先輩の声が聞こえ、視界の端に鉢巻きの白がちらつく。僕は息をついた。

「戻るぞ、左翼の方がだいぶ詰めてきた」

　僕は宮里先輩の声にうなずき、白組の本陣──とはいっても今は全騎出払っていてだれもいないのだが──に馬の頭を向ける。

「すげえな、あの二人。もう半分くらいやっちまったんじゃないのか」

　先輩がつぶやいた。あの二人、とは、センターラインの向こうのもうもうたる砂さ塵じんの中に立つ二騎のことだろう。ちょうどこちらに戻ってくる。

　会長の手には、紅色の鉢巻きがまとめて何本も握られ、風になびいている。血の筋みたいだ。それぞれを確認し、首を振って投げ捨てる。併走する朱と鷺き子こさんもまた、敵から剝はぎ取った首しゆ級きゆうである赤布を一本一本確かめ、風任せに放る。その後ろから白組の何騎かがついて退却してくる。

　奥の敵陣に並ぶ紅組勢は、たしかに戦闘開始直後の分厚い威圧感をやや失いつつあるように見えた。

　白組の戦術はごく単純だった。天てん王のう寺じ狐こ徹てつと神かん林ばやし朱鷺子、この二騎の攻撃役を頂点とした楔くさび隊形で敵陣に突っ込み、ヒット＆アウェイ。他の騎馬の役目はとにかく会長と朱鷺子さんが包囲されないように守ること。退却のときのしんがりはほぼ確実にやられて脱落する。薫かおるくんもこの作戦の過程ですでに退場、今はグラウンド隅のヴァルハラ（命名：瀧たき沢ざわ瑠る威い那な）で応援に専念している。

　一回の突撃で多いときは七、八騎を落とせるので、こちらが三騎四騎を失っても差は縮まるわけだ。

「隊列組み直せ！　員数確認！」

　陣地に戻ってきた会長が、がらがらに嗄かれた声で命じる。

　戻ってくる味方を数える。残り──十六騎。ちょうど半分やられた計算になる。

　ほんとうにこれで勝てるのだろうか、と僕は不安に駆られる。差が縮まっているといっても、いずれ会長を守るための兵力が足りなくなってじり貧に陥るだろう。それに、敵も気づいているはずだ。こんな作戦をとっている以上、どう考えてもこちらの大将騎は会長か朱鷺子さんのどちらかである。捨て身の防御役に託すわけがない。

　ここに、キリカが参戦した理由の一つがある。

　僕らの騎馬はヒット＆アウェイ作戦にまったく参加していない。しかも鞍あん上じようはひきこもり生徒会会計だ。敵はこう勘ぐってくれないだろうか。キリカが大将騎ではないかと。わざと非力な女の子を大将にして裏をかき、よしんば見抜かれても心情的に攻撃しづらくさせる作戦なのではないかと。

　功を奏しているかどうか、今のところわからない。

「狐こ徹てつ、来た！　間に合わない！」

　少し遅れて戻ってきた朱鷺子さんが叫ぶ。彼女の言葉通り、体育科の騎馬隊がすぐそこに迫りつつあった。追撃隊という規模ではない。全軍突撃だ。カウンター攻撃でこっちが陣を組み直す余裕のないうちに一いち網もう打だ尽じんにしようというのだ。

「固まれ！」

　会長が号令し、馬たちが雄お叫たけびをあげて集まってくる。いつかはこうなるとわかっていたことだ。相手だってこちらが包囲攻撃で押し込める数まで減るのを待っていたのだ。もうヒット＆アウェイ作戦などに悠長につきあってはくれない。殲せん滅めつ戦せんだ。

　あちらの大将はだれだろう？　と僕は迫り来る敵軍を目で探る。

　普通に考えればルイさんだろうとさっきまでは考えていた。中央に陣取っているし、会長がまっすぐ突っ込んでいくと必ず左右から五、六騎が飛び出してきてガードしていた。でも今は、先陣を切ってきている。落とされるのを恐れていない？

　密集隊形を中央突破されないよう、朱と鷺き子こさんが正面に立って波切り役となる。両軍がグラウンドの端で激突する。背中でキリカが小さく悲鳴をあげた。敵の手がすぐそこをかすめたのだ。宮みや里さと先輩の騎馬がタックルでかろうじて押し戻してくれる。

　敵の鶴かく翼よくが閉じつつあった。会長はほとんど騎馬から飛び出しそうな勢いで敵突撃隊の腹に突っ込み、鉢巻きではなく騎乗者そのものを引きずり下ろす攻撃をはじめて見せた。崩れた敵騎をバリケード代わりにして右手から迫るもう一騎の護衛のプレッシャーをかわすと、会長の騎馬はそこで一気に踏み込み、魔王騎に肉薄した。そこではじめてルイさんの手が動いた。会長の伸ばした手を払いのけながらあちらも手刀を繰り出す。二人は何度か手さばきをぶつけ合った後、両手をがっぷりと組み合わせて力比べの均衡状態に陥る。足下で騎馬役たちが押し殺した悲鳴をあげる。

「集まって！　狐こ徹てつをガード！」

　朱鷺子さんが叫ぶ。横からの攻撃に無防備となっている会長に手出しされないように、白軍騎馬が会長のまわりを固めるために密集し始める。僕も宮里先輩の騎馬もそちらへ走った。敵も同じだ。重量級の騎馬がルイさんの左右をがっちりと固め、お互いの防壁をこじあけようと激しいせめぎ合いとなる。

　これで決まる──どちらが勝つにせよ──と、だれもが思ったにちがいない。大将騎はやはり天てん王のう寺じ狐徹と瀧たき沢ざわ瑠威那の二人で、その直接対決である以上は──と……

　二人のシルエットが夕映えを背に絡み合い、融け合い、揺らぐ。力の噴き出す先を探るように、張り詰めた腕も肩も震えている。お互いがすさまじい握力でお互いの手を絞り潰そうとしている。この均衡が破れた瞬間、学園そのものを吹き飛ばすほどの爆発が起きるのではないか。そう錯覚するほどの緊迫だった。

　気の遠くなるような長い時間をかけて──それは実際にはほんの数秒だったのだろうけれど──会長の集中力がじりじりとルイさんのそれを食いつぶし、二つの影は少しずつ傾いていく。

　そのとき、ルイさんが一瞬だけ、視線を眼前の会長から外した。

　どこに目を走らせたのか、僕にはわかった。僕らのすぐ背後の高み、アリーナ席の体育教官たちだ。

　教師の一人が、なにかの書類を両手で持ち、差し出してこちらになにごとか叫んでいる。激戦のまっただ中で、言葉は聞き取れなかった。けれど僕にはその内容がはっきりわかった。その書類が、体育科への転科を認める通知であることもわかった。

　そこに書かれた生徒の名前も。

「……悪ぃな牧まき村むら」

　つぶやきが頭上すぐ近くで聞こえた。

　宮みや里さと先輩の声だ。彼はそのとき会長の右後方を守る形で詰めていて、だから鞍上で立ち上がって身を伸ばせばたやすく届いた。──会長の鉢巻きに、だ。

　止める術はなかった。宮里先輩の指先はまるで会長のこめかみに突き刺さったように見えた。世界そのものに亀裂が走る。

　凍った時間の中、宮里先輩の手がゆっくりと引き抜かれる。

　けれど、一片の血も散らない。かわりにその指にからみついているのは、純白の細帯だ。会長のいのちを示す鉢巻き。風にさらわれそうになったそれを、宮里先輩はたぐり寄せ、しっかりと握り込む。

　少しずつ少しずつ、現実の音が返ってくる。最初は僕の鼓動。喉をこする荒い呼吸。まわりの困こん憊ぱいした息づかい。ひりつく風の音。そんな中で、だれもが驚愕の目で宮里先輩の手の中にある天てん王のう寺じ狐こ徹てつの首しゆ級きゆうを見つめている。

「な……」

　白組のだれかが呻うめいた。

「なにやってんだ宮里」

「味方だぞ？　おい、おまえ……」

　自軍の鉢巻きに触れることは禁止されている。宮里先輩の攻撃は無効となり、ペナルティが科せられるはず──そんなルールを、いったい何人が思い出しただろうか。

　宮里先輩は首を振り、観客席の体育教師をちらと見やった。

「味方じゃなくなったんだ。たった今、俺の体育科への転科が認められたから」

　彼の目がゆっくりとルイさんに移される。二人の視線が合わせられたのはほんのわずかな間だけだった。けれど万の想いがその間に交わされた。宮里先輩が言葉を嚙みしめる。

「俺はその瞬間から紅組になったんだ」

「な──」「なに言ってんだおまえ？」

「おい、いいかげんにしろ」「どうなってんだよ！」

　そう、このとき宮里先輩は勝ったと思い込んでいたのだろう。

　白組大将騎は会長だと確信していたにちがいない。戦場のまっただ中だというのに、悠然と鉢巻きをほどいて裏側を確かめようとしたのがその証拠だ。いや、先輩だけではない。参加者も観客たちもほとんどがそう思っていたはずだ。

　しかし、会長の鉢巻きをほどいて広げた宮みや里さと先輩の目が見開かれ、顔が引きつる。

　そうだ。そこには《将》の字はない。

「瀧たき沢ざわッ」先輩がルイさんに向かって叫ぶ。「天てん王のう寺じじゃねえ、まだ終わって──」

　だから、気づかなかった。

　この結末を最初から知っていて──いや、最初から仕組んでいて、その先にあるほんとうの幕切れをたぐり寄せるために手を伸ばしている少女の存在に。

　宮里先輩が目を上げた。視界の端から迫る手に、気配で気づいたのだ。けれどその反応はコンマ数秒遅れた。致命的なロスだ。身を反そらして一撃を躱かわそうとした先輩は、思いがけない鋭さと速さに目を剝く。

　これが、キリカを参戦させた二つ目の、そして最大の理由だ。キリカはたしかに運動神経がいい方ではない。体格にも恵まれていない。けれど、けっして箸より重いものが持てないような虚弱な人間ではない。ただ、授業をすべて欠席し会計室にひきこもりスナック菓子ばかりで生活しているというその行状が、病的なイメージを醸成し、現実との間に大きなギャップを生み出す。

　その空くう隙げきを彼女はこじ開ける。だれにも知られず隠し持っていた刃やいばで。





[image: ]





　キリカの指先が宮里先輩のこめかみをえぐり、鉢巻きを引きはがして撥はね飛ばした。白い布きれは、赤紫に焼けた夕空に高く高く舞い上がり、死にかけの鳥のようにもがき、やがて力を失い、まだこわばったままの時間の中を風に巻かれながら落ちてくる。

　すべての人々が見つめる中──

　だれかの手が高く持ち上げられ、その白い亡なき骸がらをすくいとった。

　会長だ。

　不気味なくらい張り詰めた静寂の中、彼女は氷ひ雨さめのような笑みを浮かべて、視線を宮みや里さと先輩からルイさんに戻した。

「……大将があたしだと思った？　残念だったね。大将の鉢巻きは、絶対安全なやつの頭に隠しておいたんだよ。つまり──これだ」

　会長が、宮里先輩のものだった白鉢巻きをほどき、裏返し、刺繡された《将》の一字を見せつける。ルイさんの顔に虚無が広がっていく。他のほとんどの者たちは状況をまったく理解していなかった。無理もない。ただ、これだけは直観できただろう。

　勝負は決したのだ。ぞっとするほど奇妙な形で。

「わかるだろう？　宮里はたった今、紅組になった。そして、白組の聖ひじり橋ばしキリカの手によって鉢巻きをとられた。《将》の字の入った、これだ。つまり──」

　会長は紅軍の三十数騎を見渡す。

　このどこかに、本来の大将騎が隠れているのだろう。でも、もはや関係ない。

「紅組の大将騎はいま脱落したんだ」

　会長の指がルイさんの胸に突き立てられる。

「──あたしたちの勝ちだ」

　しばらく動く者も言葉を発する者もなかった。

　会長は、騎馬の上で首を巡らせ、戦場の外に立つ審判員に目をやった。

　体育科教務主任の大おお和わ田だ先生は、肩を落とし、うなずいた。誇り高い人でよかった。認めたのだ。策士が策におぼれたことを。なぜって、その策士には他でもない大和田先生も含まれていたのだから。

　ピストルが高く持ち上げられ、暮れなずむ天に向かって、終戦を告げる銃声が二度続けて響き渡った。
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　ゲートから客席に戻る長い地下通路の途中で、ようやく宮里先輩に声をかける機会を見つけることができた。背中にずっしりと重たい影がのしかかったまま歩いているように見えて、声をかけづらかった。でも、黙っているわけにもいかない。キリカもついてきてくれた。僕は先輩に駆け寄って呼び止める。

　実に意外なことに、振り向いた宮里先輩は笑っていた。だいぶ引きつった感じの笑い方だったけれど。

「……てめえ牧まき村むら、ハメやがったな……」

　笑い顔はそのままで襟首をつかまれる。だいぶ本気で絞めてくるので僕は手足をばたつかせた。

「ちょっ、先輩、く、苦しい」

「ハメやがったのはだれのアイディアだよ？　会計ちゃん、あんたか？　それとも会長なのか？　ああもう、悔しくて眠れねえよ、瀧たき沢ざわにも悪いことしたし……勝たせてやれると思ったんだけどな……」

「総務でなにか悪巧みがあったらだいたいひかげのしわざ」

「おいキリカ！　ひでえだろそれ、キリカも会長もけっこうアイディア出したじゃんか、僕ひとりが考えたわけじゃないぞ！」

「生徒会詐欺師担当ってほんとだったんだな……」

「先輩までそれ言うんですかっ？」

　宮里先輩は自嘲気味に笑って、僕の襟を放して壁に背をもたせかけた。くたびれきった声で言う。

「いつから気づいてたんだ。俺がほんとは瀧沢の味方だって」

　僕は口ごもり、うつむく。探偵が代わりに無表情な声で答える。

「わたしが、ひかげと一緒に第二男子寮に行ったとき」

「ええ？」先輩は啞然としてキリカを見る。「あのとき？　あのときって、おまえ、ちょっと喋っただけだろ、大したこと言ってねえだろ？　あんなんでわかるのか」

　キリカはうなずく。

「あのとき、あなたはひかげの肩に両手を置いた。その後でひかげのブレザーを調べてみたら、左肩にだけチョークの後が、丸く三つ並んでついてた」

　先輩の眉が寄る。

「……なんだそれ。どういう意味だ？」

「つまり、あのときあなたの右手の人差し指と中指と薬指にだけチョークの粉がついていたということ。親指にはついていなかったのだから、チョークでなにかを書いたあとでもない。あれは体力測定の垂直跳びをやった後だったからでしょう？」

　先輩は口を半開きにして固まった。生徒会探偵の推理力をはじめて見せつけられた人は、まあだいたいこういう反応になる。

　垂直跳び測定は、利き手の人差し指と中指と薬指にチョークの粉をまぶし、ジャンプして壁のボードにしるしをつけて跳躍の最高点を計る。片手の三本の指だけにチョークの粉が残る事態というのは他にはまず考えられないのだ。しかもあのときの宮里先輩はどうみても激しい運動の直後だった。そして──

「垂直跳びは通常の体力測定項目からはすでに外されている。体育科でしか実施されていないの。加えて、あんな時期にやる理由があるとしたら、ひとつだけ。あなたは転科試験を受けていた」

　紙をこすり合わせるような音が聞こえた。先輩の切れ切れのため息だった。頭の後ろでコンクリートの壁を何度も軽く打つ。

「そのときからもう俺はハメられてたってことか……」

　つぶやきに悔しさがにじむ。

「あんな手、使わないなら使わないでよかったんですけどね」

　僕は頰を搔かきながら苦笑混じりに言う。

「とにかく、先輩が体育科のスパイだってことはわかってましたから、そうすると大将にしとけば安全ってことじゃないですか。そのうえで、万が一、試合中に転科させるなんていうとんでもない手を使ってくるなら、逆手にとって逆転できるかな、くらいの考えで」

　キリカが冷たい横目で僕をにらむ。

「ひかげ。他人事みたいに言わないで。そのとんでもない手を福ふく原はら先生を通じて体育教官室に吹き込んだのはあなたでしょ」

　はい、その通りです。すみません。

　応援合戦でどうしても勝ちたかったのも、この作戦のためだった。体育教師たちのアクションを把握するために、彼らの席の近くに陣を敷いて迎え撃つ形にしたかったのだ。

　先輩はもはや開いた口がふさがらないようだった。

「……先生まで抱き込んでたのかよ……俺らは、これであの謀略大好き天てん王のう寺じに気持ちよく一杯食わせられるって無邪気に喜んでたんだぜ……落ち込むわマジで……」

　そう、紅組の敗因はなによりそこだ。

　ルイさんは、ただ勝つだけでは満足できなかった。会長を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめしたかったのだ。会長の得意のフィールドである謀略においても勝ってみせたかったのだ。体育教師たちも同じだろう。この作戦成功の最大の要因は、他でもない、各方面で目の敵にされている天王寺狐こ徹てつの逆人徳だったのだ。

　……そういうことにしてください。いやほんとに。みんな僕が仕組んだみたいな目で見るのはやめてください。

「いやでも俺ほんとこれからどうしよう」

　宮みや里さと先輩が床にへたり込んで頭を抱える。

「よく考えたら、めっちゃ汚い手使ってさあ、裏切り者なんだぜ俺、おまけに失敗して、体育科の連中にも合わせる顔ねえし……普通科のクラスにもこのまま戻るとかあり得ねえしほんとどうしよう……」

　僕とキリカは顔を見合わせる。僕はくくっと忍び笑いを漏らしてしまう。

「大丈夫ですよ先輩」

「なにがだよ」と彼はむくれきった顔を上げる。僕は彼の腕をつかんで引っぱり起こす。

「だれも先輩をそんなふうに貶けなしたりしません。だって──」

　先輩の腕をぐいぐい引いて、僕は観客席へと続く階段を上っていく。昂たかぶったざわめきが降ってくる。

「ここは白はく樹じゆ台だい学園ですよ？」







　視界が開ける。夕空から吹き下ろす涼風が僕らのひりひりと火ほ照てった頰をなでる。スピーカーから会長の説明の声が聞こえる。

「──は以上だ。繰り返すが、我々は正々堂々戦った。ルールによって許された領域を隅から隅まで踏破し、持てる力のすべてを出し切って戦ったのだ……」

　近くの生徒が僕らに──そして腕を引かれて出てきた宮里先輩に気づき、驚きに目を見開き、やがてだれからということもなく拍手を始める。

「……宮みや里さと！」「宮里てめえ、やりやがったな！」

　笑いながらそんな声を浴びせてくる二年男子は、たぶん宮里先輩のクラスメイトだろう。いや、もう転科が通ったのだから元クラスメイトか。

「ざまあみろ！」「会長の説明よくわかんなかったけどざまあみろ！」

「宮里あんたねえ、そういう陰謀くさいことで生徒会に勝てると思ってたの？」

「よくあんなの思いついたねー、もっと他のことに頭使えばいいのに」

「体育科でしっかり反省しろよ、ぎゃはははは」

　僕はつかんでいた手を放した。宮里先輩は、拍手と罵声混じりの称しよう讃さんとねぎらいの言葉を浴びせてくるかつての仲間たちを見渡す。

　キリカはさっさと歩き出してしまったし、僕もその後をすぐに追いかけたので、宮里先輩がそのときどんな顔をしていたのか、僕は知らない。確かめるのもなんだか失礼な気がした。

　僕らは再び観客席の間の通路を抜け、階段口に向かう。宮里先輩に向けたクラスメイトたちの声が背後に遠ざかり、もっと雑多な興奮のざわめきに吞み込まれる。会長の演説はまだ続いている。勇敢な暗殺者がいかにして天てん王のう寺じ狐こ徹てつを斃たおしたのか。その死さえも利用して白組がいかにして勝利をもぎとったのか。語る口調は戦史を伝える吟遊詩人のそれだ。甘く気だるく痺れるような心地よい疲労感が四肢の指先にまで広がっていく。

　非難の声はどこからも聞こえない。熱っぽい息づかいばかりだ。

　変な学校だな、と僕はあらためて思う。

　普通の学校なら絶対にこんな結末にはならない。ふざけるな、そんな汚い手が通るか、たとえルールを守ってたからって駄目なものは駄目、体育祭をむちゃくちゃにしやがって、勝負は無効にしろ──とだれもが非難の声をあげて勝者も敗者も穢けがしてしまうことだろう。でもここは白はく樹じゆ台だい学園なのだ。あの狂乱の生徒総会のときからなんとなく気づいてはいたが、こいつらはこういうのが大好きなのだ。天てん王のう寺じ狐こ徹てつが四年間かけて生徒をそういうふうに教育してしまったのか、それともそういう学園の土壌があったからこそ天王寺狐徹という傑物が出てきたのか、それはわからない。両方かもしれない。とにかく白樹台はそんな愉快な連中ばかりの集まった国で、だから──

「では全校生徒諸君、知略と武勇と人脈のすべてを注ぎ込んで戦ってくれた体育教官室と体育科生たちに、いま一度、盛大なる拍手をッ！」

　会長が演説をそう締めくくると、拍手の嵐が巻き起こる。汗みずくになり、砂すな埃ほこりにまみれてくたびれ果てた身体には、不思議と霧雨のように心地よかった。

　会長のとってつけたような次の言葉はアリーナを吞のみ込む喧けん噪そうにかき消されてほとんど聴き取れなかった。

「それでは、これから閉会式にかえて、ええとなんだっけ……戦死者をヴァルハラに見送るエターナル・ヴォイド・レクイエムの儀式とかいうものを執とり行う」

　そういやそんなのありましたね。
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　会長が朝礼台の上でやけに妖艶な『ワルキューレの舞い』とやらを披露し、観衆の目を釘くぎ付づけにしている間、僕とキリカは再び地下通路を通って、結末の場所に向かっていた。

　そう。まだ終わりではない。

　キリカは、まだ体操着姿のままながら、いつもの二つつなぎの腕章を首に巻いている。前を向いているのは《探偵》の面だ。

　この先に待ち受ける真実は、僕も聞かされていない。

　ただ助手として、書記として、見届けるだけだ。
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　キリカが女子更衣室のドアを開けたとき、ルイさんはまさにだれかの体操着袋をロッカーから引っぱり出そうとしているところだった。

　信じたくなかったし、見たくもなかった。キリカの足を向けた先が、どうやら白組応援団の使っていたアリーナ地下の更衣室らしいと気づいてからも、まさか、そんなまさか、と頭の中で繰り返していた。

　けれど、そのまさかだった。他にだれもいない薄暗い女子更衣室で、ひっそりと犯罪行為に及ぼうとしているその男は、たしかに瀧たき沢ざわ瑠る威い那なだったのだ。

　制汗剤のシトラス臭が漂う闇の中、僕は呆ぼう然ぜんと彼を見つめる。

　こんな真相なのかよ、と僕は声に出さずに毒づいた。あれだけ丁ちよう々ちよう発はつ止しで交渉して、入り組んだ策謀をぶつけ合って、お互いの手の内を読み合って、汗みどろで戦って、その果てがチア服目当ての泥棒かよ？　とんだ変態魔王だなおい？

　しかし、ルイさんの態度からは王族の気品がまったく失われていなかった。部屋に踏み込んだキリカと僕とを眼鏡越しの冷たい目で見据え、細く息をつく。

「……なるほど。生徒会探偵……か」

　口調からも、すべてを見下ろすあの心地よいまでの傲ごう岸がんさが消えていない。

「どこまでわかっている？」

「ほとんど全部」とキリカは答えた。「あなたがこのために、あのなんとかいう儀式を狐こ徹てつにやらせたことも。このために、応援団の着替え場所を指定したことも。……あなたの捜しているものが、その袋の中にはないことも」

　ルイさんは目を見開いた。袋の紐ひもをゆるめ、中身を引っぱり出す。それは一着の黒い詰め襟の制服だった。僕は驚く。なんで女子更衣室に学ランが置いてあるんだ？　それからすぐに気づく。会長が応援合戦で使ったやつじゃないか。ルイさんは制服のあちこちを手でまさぐり、叩たたき、がさがさと揉もみ、それから手を下ろしてもう一度キリカをにらんだ。

「たしかに……ない、な。……なぜだ」

　探偵の言葉を反はん芻すうする。捜しているもの。儀式。着替え場所。

　チア服泥棒じゃないのか。ひとまず安あん堵どするが、それじゃあルイさんの目的はなんだったんだ？　キリカの言葉が正しいなら、ルイさんは体育祭終了後にこうやって女子更衣室に忍び込んで会長の学ランを探る時間をつくるため、あのエターナルなんとかという儀式を代わりにやらせたってことになる。

　そこまでしてなにを捜しているんだ？

　キリカは首を振って、ルイさんに背を向ける。

「ここは説明するのに向いていない。それを持って生徒会室に来て」

　更衣室の出口に向かおうとして、ふと足を止めて付け加える。

「そのまえに着替えて、シャワーでも浴びたら。……もう、戦いは終わったんだから」
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　夜はあっという間にやってきた。

　生徒会室の窓からは、暗闇と、樹々の間にちらつく遠くの建物の明かりしか見えない。ほんの一時間前まで空をも焦こがすほどの激戦のまっただ中にいたことが信じられない。アリーナから戻ってきた会長も美み園その先輩も、すでに制服に着替えている。もちろんキリカも、僕もだ。身体中に広がって染みとおっていく疲労感ともあいまって、夢だったような気さえしてくる。

　戦いは終わったのだ。

　勝った後だというのに、僕の内側を埋めているものはもどかしい空むなしさと寂しさだけだった。もっとあの熱に浸っていたかったな、とぼんやり思う。

「終わってしまいましたね……」

　美園先輩が会報用の体育祭レポート草稿を書く手をふと止めてうっとりつぶやく。

「なんだか名な残ごり惜しいです」

「同感だね」

　会長もデジカメの体育祭画像をチェックしながらうなずく。

「四年越しの悲願を成し遂げたのに、なんだか虚うつろな気分だ。キリカがうらやましいよ」

「……どうして」

　ソファでウサギの足の裏をブラッシングしていたキリカが顔を上げる。

「だって、探偵の仕事はまだ終わっていないんだろう？　種たね蒔まきも水やりも終えて、刈り入れを待っているんだろう」

　キリカは黙ってうなずく。

　四人ぶんの冷たいお茶と和菓子を用意したとき、生徒会室のドアが軋きしんだ。廊下からぼそぼそと声が聞こえる。

「聖域を閉ざす封印よ、呪われし我が魔眼をもって、滅びよ、朽ちよ、腐り果てよ」

　いや、閉ざしてないよ。普通に開けろよ。僕はドアに歩み寄ってノブを引いた。制服に着替えたルイさんが廊下に立っていた。もう眼帯も締めていない。あれは紅組の鉢巻きだったわけだから体育祭期間限定なのだろう。

「くくく、さすが我が魔眼よ、触れずに開いたわ」「僕が開けたんだよ！」

　ルイさんは髪を搔かき上げて生徒会室に入ってきた。まず会長をにらむ。

「やあ瀧たき沢ざわ、お疲れさま」

　会長は手をひらひら振ってみせる。

「大した慰労もできず、済まなく思うよ。そのうえ、あたしの服をわざわざ届けにきてくれたんだってね」

　ルイさんは手にぶらさげていた体操着袋を持ち上げ、ソファのキリカに視線をくれる。

「そこの探偵に、持って来いとだけ言われたのだ。来るしかあるまい」

「ふうん。うちの探偵はほんとうに余計な説明をしないからね」

　会長はデスクから立ち上がり、ブレザーの胸ポケットに指を差し入れてなにか小さな光るものをつまみ出した。ルイさんの表情がわずかに固くなる。

「きみの探し物はこれだろう？　キリカに言われてその学ランから抜き取っておいた」

　ルイさんは僕を押しのけて会長のデスクに歩み寄っていく。会長の手にあるそれは、古風な飾りの彫られた一本の鍵だった。

　……鍵？　なんの？

　続く会長の言葉に、ルイさんは足を止めてしまう。

「もう一本は持ってきているのかい？」

　彼の背中に押し殺した激情が揺らめくのが見えた気がした。

「……そこまで知っていたのか。生徒会探偵を見くびっていたな」

「それは──なんの鍵なんですか？」

　美み園その先輩が緊張した声で訊たずねる。会長はデスクを離れ、背後の壁に五枚並ぶ扉の中央、会長室の入り口を開いた。僕はぞっとした。なにかが扉の隙間の暗がりから這はい出てきたような気がしたからだ。張り詰めた空気が見せたまぼろしだ。

「おいで。直接その目で見なければおさまらないだろうからね」







　会長室の奥で、大憲章マグナ・カルタの大扉はひっそりと息づきながら僕らを待っていた。刻まれたラテン語の文字のひとつひとつが、薄闇の中で今にも動き出しそうだ。

　会長に促されて会長室に踏み込んだルイさんは、アルファベットで埋め尽くされた壁面を目にして息を吞のむ。キリカもルイさんに続いて部屋に入り、僕と美み園その先せん輩ぱいは入り口のドアを閉まらないように押さえて室内をのぞき込む。

　継ぎ目があるのかどうかもよくわからない大扉の真ん中あたりを、会長は指でたどりながらなにか探している。やがて、「うん」とつぶやき、先ほどの鍵をもう一度ポケットから取り出した。

　鍵の先端が扉の表面に潜り込む。僕は目を見張る。鍵穴があったのだ。しかも、会長が鍵をひねると、錆さびついた金属音が「ぎちゃり」と響く。

　錠が──外れた。

　会長がルイさんを振り返り、手を差し出す。

「瀧たき沢ざわ、きみの鍵を」

　ルイさんはしばらく扉に突き刺さった鍵をじっとにらんでいたが、やがてため息をつき、ポケットからなにかを取り出して会長に放った。暗闇にちらと光がひらめく。会長が持っていたのと同じような装飾の施された古めかしい鍵だ。会長は受け取ったそれを、扉に刺さっている一本目の鍵のすぐ右隣に突き刺した。

　……ぎちゃり。

　もうひとつ、外れた。どうして？　どうしてルイさんがあの扉の鍵を持っている？

　会長が学ランから抜き取ったと言っていたあの一本目が、この大憲章マグナ・カルタの扉の鍵であることは、まったく不思議ではない。扉を閉ざしたのと、学ランを残したのは同じ人物だからだ。初代生徒会長。でもなぜルイさんが関わる？

　僕は魔王の背を凝視する。

　この人は──何者なんだ。

　会長が扉を押す。けれど、わずかに軋きしんであちら側へたわんだだけで、それ以上は動かなかった。立ち上がり、ルイさんを見やる。

「見ての通りだよ、瀧沢。二本では足りないんだ。鍵穴は三つある」

　会長の目が、扉の禍まが々まがしい文面をたどる。

「初代はこの扉を閉ざし、三つの錠を施ほどこした。鍵のひとつはこの部屋に残し、もうひとつはきみに残し、最後のひとつは──おそらく、今も自分で持っているのだろう」

「知っているのか」とルイさんが獣のうなり声じみた口調で詰なじる。

「いいや。ただの推測だよ」

「どういう……ことなの」

　耐えきれなくなった僕は、部屋の中に身体を半分滑り込ませて訊たずねる。今までじっと黙っていたキリカが、顔をわずかに僕に向ける。

「だから、この人は最初からこれが目的だったの。生徒会長になろうとしていたのも、ただあの鍵を手に入れて、その扉を開けたかったから。体育祭の勝ち負けも、どちらでもよかった。勝てば合法的にここに至れるし、負けても、狐こ徹てつに儀式を任せている間に更衣室に忍び込んで鍵を盗み出し、無人の生徒会室に押し入ることができた」

　たしかに──ルイさんが会長に要求してきたことをひとつひとつ並べてみれば、つじつまは合う。

　生徒会長の座への異様な執着。自分が負けた場合の儀式の代行要請。そして応援団の着替え場所の指定。すべてが、あの大憲章マグナ・カルタの扉に収束する。

　でも、どうして？

　僕は入り口そばのキリカを、奥の扉の前の会長を、そして二人の間に背を向けて立つルイさんを順繰りに見つめる。

　どうしてルイさんは、そこまでして扉を開こうとしたんだ？

　なぜ二本目の鍵を持っていた？

　あんたは──何者だ？

「瀧たき沢ざわ瑠る威い那な」

　キリカが半歩だけ近づき、名前を呼ぶ。

「あなたの旧姓は、鳴なる神かみ。父親の名前は誠せい士し郎ろう。そうでしょう？」

　ルイさんが振り向いた。冷酷な魔王の仮面は完全に剝はがれ落ち、帯電した感情がむき出しになっている。手にした体操着袋を床に投げ捨てる。開きかけた袋の口から、学ランの黒い布地がこぼれ出る。

　鳴神、と僕は学ランの刺し繡しゆうネームを思い出す。

　鳴神誠士郎。

　初代生徒会長。

　ルイさんの父親が、白はく樹じゆ台だいの生徒会を作った男……？

　ぐちゃぐちゃになった疑問がうめき声になって僕の唇から漏れ出る。

「……なんで……そんなことわかったの。会長だって、母子家庭だってことまでしか知らなかったのに。……戸こ籍せきでも調べたの？」

　キリカは首を振った。

「調べるまでもない。この人は最初から自分で言ってた」

「……え？」

「ひかげも一緒にいたときに言っていたでしょう。真の目的は父・鳴神への復ふく讐しゆうだって」

　僕のあごが落ちる。脳裏に、ルイさんの昂たかぶる声がよみがえる。言っていた。たしかに言っていた──

『我が真の目的は父なる神への復讐だッ』

　けど、それって、それって──そういう意味だったのかよ？　あの文脈でそう受け取れるわけないだろ、堕天使とか魔王とかエデンとか言ってる人なんだぞ？

　僕は脱力して、扉の枠にずるずると背中をこすりつけながら床にへたり込んだ。

「大丈夫ですか、ひかげさん」と美み園その先輩に心配されてしまう。

「え、ええ、ちょっと力抜けちゃっただけです」

　思い返してみれば、《滅びルイーナ》って名前はラテン語の好きな父親につけられたって言ってたっけ。手がかりはいつものように僕の目の前に無造作にいくつも転がっていて、間抜けな僕がそれを見過ごしていただけか。

「……瀧たき沢ざわ」

　会長が、不意に柔らかい声で言う。扉から引き抜いた鍵をルイさんに投げ渡し、それから訊たずねる。

「父君に捨てられたのは何歳のとき？」

「……四歳だ。……顔も──よく憶えておらぬ。母も詳しいことはなにも語ってくれなかった。ただ──」

　ルイさんは鍵を手のひらの中で何度か裏返して感触を確かめ、ポケットに突っ込み、首を巡らせて奥の扉のラテン文を遠い目で眺める。

「父がいくつか家に残していったものがある。その鍵と、それから古い生徒手帳。ぼろぼろになった腕章もあった。だから我は白はく樹じゆ台だいの特待生を目指し、中等部体育科に首席で合格し、生徒会のことを調べた。この扉の噂うわさを知ったのは去年のことだ」

「中になにがあるのか、父君に聞いているのかい？」

「知らぬ。ただ、父の居場所の手がかりがあれば、と思った。それだけだ」

　お父さんを見つけて、それでどうするつもりなんですか。復ふく讐しゆうって、なにをするつもりなんですか？

　その問いは口にできなかったし、する必要もなさそうだった。顔を見ればわかる。ルイさんは復讐なんて考えていない。ただこの人は、父親にもう一度逢あいたいだけだ。憎むべきなのか、恨むべきなのか、無視するべきなのか、恋しがるべきなのかわからないから、とにかく父親につながるものをひとつでも多く求めているだけなのだ。

　会長もそれは理解していたのだろう。優しく微ほほ笑えむ。

「瀧沢。この鍵は旧式のシリンダー錠だ」

　ルイさんがかすかに眉根を寄せる。会長は扉の表面をなでて言葉を続ける。

「三本目の鍵がなくとも、ピッキングで開けられる。きみがもし、どうしても中にあるものを見たいというなら、そんな美しくない手段をとってもいい」

「解せんな」

　ルイさんは会長を斜めににらむ。

「それならどうして今までその方法をとらなかった？　きさまも中のものを知りたがっていると聞いたぞ」

「ただ知りたいんじゃない。あたしは征服したいんだよ」

　会長は扉の前で両腕を広げる。大憲章マグナ・カルタに十字の形の影が落ちる。

「ここに結晶している鳴神誠士郎という男のプライドを粉々に砕いて踏みにじって勝利にひたりながら扉を開けたいのさ。好奇心がないとは言わないけれど、扉の中身は、あたしにとってはデザートだよ」

　しばしの沈黙の後で、ルイさんは、ふ、と淡く笑った。
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「要いらぬ」

「……開けなくてもいいってこと？」

「今ここできさまの施しを受けたら、もし父を見つけ出したとき、気持ちよく殴ることができなくなる」

　会長は髪を乱して呵か々かと笑った。

　ルイさんは会長室の出口に向かおうとして、キリカの目の前でふと足を止めた。

「探偵。ひとつ言っておくことがある」

　キリカはびくりとして、頭一つぶん高いところにある魔王の顔を見返す。

「……なに」

「きさまは、我が、体育祭の勝敗などどちらでもよいと思っていたと、そう語ったな」

　ルイさんににらみ据えられ、キリカは小さくあごを震わせる。

「訂正しろ。それは、すべてを賭して戦った我ら魔軍への侮辱だ」

　キリカは目を大きく見開き、それから視線を自分の爪先に落とした。はじめて見る光景だった。探偵が犯人に過ちを糾弾されている。

　やがてキリカは顔を上げた。彼女の両眼にはしんと濡ぬれた光がたまっていた。

「……ごめんなさい。あなたの言う通り。あなたはとても誇り高い、戦士だった」

「わかればよい。……きさまも、見事な戦いぶり、見事な推理だったぞ」

　ルイさんは僕の脇を通り抜けるとき、歩を緩めて言った。

「さらばだ、魔界村。きさまが我が寝所を何度も訪ねてきたのがたとえ偵察のためだったとしても、一いつ飯ぱんの恩は忘れぬ」

　僕はひどく申し訳なくなってうつむき、はっと気づいて顔を上げる。

「そうだ、あのっ、体育祭で負けたら奨学金下げられるってほんとですか？」

　ルイさんの顔が歪ゆがむ。

「……宮みや里さとか。あやつ、余計なことばかりぺらぺらと……」と苦笑する。「ランクは下げられるかもしれぬな。だが、前以上の成績をとって挽回すればいいだけのこと」

　なんて強い人なのだろう、と思う。謝ろうとしていた自分が恥ずかしくなる。謝るってなにをだ？　勝ってしまったことをか？　それこそ侮辱じゃないか。

　会長室を出ていこうとするルイさんを、会長が呼び止めた。

「忘れ物だよ、瀧たき沢ざわ」

　振り向くルイさんに会長は大股で歩み寄り、ドアのすぐ内側に落ちていた体操着袋から学ランを引っぱり出してルイさんの腕に押しつけた。

「きみのだ」

　ルイさんはいぶかしげにその制服と会長の顔とを見比べる。

「生徒会に伝えられてきたものだろう」

「だから、もう必要ないんだよ。来年からの体育祭は総務執行部の主催となる。主催者がどこかの陣営の応援をするわけにはいかないだろう？」

　きみのだよ、と会長は繰り返す。

「ずたずたに引き裂いて憂さ晴らしするなり、火にくべて芋でも焼くなり、雑ぞう巾きん代わりにするなり、好きに使うといい」

「……よかろう」

　ルイさんはうなずく。こんなとき、魔族の王としての育ちの良さが出るのかもしれない。こう付け加えた。

「ハンガーと防虫剤もよこせ。大事に大事に保管してくれるわ！」

　笑いそうになってしまう。ほんとうにこの人は憎めない。魔王なのにね。

　ハンガーや防虫剤や保管用のスーツカバーをまとめて手渡すとき、会長はしみじみとした口調で言った。

「いい戦いだったな、瀧沢」

　魔王陛下はにべもなく返す。

「戦に善悪はない。勝つか負けるか、それだけだ」

「ふふっ。きみがもし女だったら、一も二もなくあたしの部下にしていたよ。惜しいね」

「くく、きさまがもし男だったら、次に我が転生する肉体に選んだであろう。惜しいな」

　言ってることは正直どっちもよくわからないのだが、お互いに最大限の称しよう讃さんの言葉なんだろう。たぶんね。







　ルイさんが生徒会室を出ていった直後、美み園その先輩がいきなり頭を抱えて叫んだ。

「ああっ、もうっ！」

　僕らはぎょっとして先輩を見る。

「瀧たき沢ざわさんってば！　どうして断るんです、狐こ徹てつが開けてもいいって言ってるんですから素直に開けてもらえばいいのに！」

「……ど、どうしたんですか先輩」

　いきなりなにをそんなに怒っているのかわからない。

「私だって中身見たいんです！」

　先輩は必死の形相で会長室奥を指さす。

「狐こ徹てつに話を聞いてからずっとずっとずうううっと気になってたんですから！　ひかげさんだって気になりますよね？　なりますよねっ？」

「え、ええ、まあ……」

「せっかく見られるチャンスだと思ったのに！　断っちゃうなんてっ！　ほんとうにもう、狐徹のまわりの人ってなんでこう無駄にプライドの高い人ばっかりっ」

　会長は笑い転げて、それからキリカと美園先輩の肩を抱き、会長室の外に押しだし、後ろ手に扉を閉める。

「それじゃあ美園、きみが瀧沢の立場だったら二つ返事で開けてもらったってこと？」

「断るにきまってるじゃないですかっ、なんだか腹立たしいから！」

　あんたもその無駄にプライドの高い連中の一人じゃないか、と僕は笑いをこらえる。

「はいお邪魔ー」

　扉が開いて現れたのは郁いく乃のさんだ。両手に購買のでかい袋をぶら下げている。一人だけではない。その後ろから、ピザの箱をうずたかく重ねて抱えてよたよたと入ってきたのは薫かおるくんだ。

「打ち上げやるで！　いやあ、めでたいわあ。完全勝利やわあ。うちほんま出番なかったわあ。飲まなやってられんわ」

「あ、あのっ、郁乃さんにいわれてピザ買ってきちゃいましたけどっ、こ、これって生徒会費でおとしていいんですか？　あと、もう八時すぎちゃってますけど生徒会室でパーティなんてやってておこられないんですか」

　薫くんが不安げに言いながらテーブルにピザの箱を積み上げる。

「かまへんかまへん。なにせ会計監査するのはうちやから」

　清すが々すがしいほどの公私混同っぷりだった。僕がなにか言ってやろうと口を開きかけたとき、再びドアが開き、朱と鷺き子こさんが入ってきた。やっぱり購買の袋をさげている。

「郁いく乃の、あなた自宅生でしょう？　竹たけ内うちさんも。こんな遅くまで学校にいて、お家の方は心配しないの？」

「私は電話すれば大丈夫ですけど」

「うちは電話しなくても大丈夫やけど」

「みんなでキリカみたいにここに泊まればいいんだよ。じゃあ乾杯しようか、ヒカゲ、人数分のグラスを持ってきて」

　はいはい。僕はキッチンの食器棚から大量のグラスをトレーに載せて持ってくる。さっきまでの茫ぼう漠ばくとしたむなしさはどこへやら、だ。でも、勝利の後はやっぱりこんなにぎやかさの方がふさわしい。

「そや、ええもん持ってきたで」と郁いく乃のさんがｉＰａｄを取り出す。「こてっちゃんたち、着替え中やったから観てへんやろ」

「なにをだ？」会長が隣からタブレット画面をのぞき込む。

「紅組の応援や。ふーかちゃんのウェディングドレスを絶好のアングルで」

「委員長──ッ」

　絶叫しながら生徒会室に飛び込んできたのはまさに楓ふう花かさん当人だった。真っ赤になって郁乃さんに飛びかかる。会長が素早く反応して「おっと」とｉＰａｄを脇からかっさらう。時すでに遅し、画面には純白のヴェールと長大なスカートを振り乱して三連続宙返りで会場を沸かせる楓花さんの動画がばっちり映し出されていた。

「これはすごい。生で見られなかったなんて一生の損だね」

「ふーかさん、きれいです。一生に一度の晴れ舞台ってかんじです」

「い、一生に一度じゃないぞっ、こ、これはノーカウントだぞっ、べつに結婚したわけじゃないんだからっ」楓花さんは真っ赤になってわめき、会長の手に飛びつくが、一瞬早く会長はｉＰａｄを美み園その先輩に渡している。

「まあ、素敵です。これは審査員票が割れたのも無理ないですね。私も衣装はこれにしておけばよかったかしら……ああっ、でもでも、やっぱり花嫁衣装は本番までとっておきたいですよね？　ひかげさん？」

「僕に話を振られても困りますけど」ていうか楓花さんがこっちに迫ってますけど？

　美園先輩もまたすんでのところでｉＰａｄをキリカに渡す。と、そこでタイミングよく紅組のパフォーマンスが終わり、動画は白組の登場シーンに切り替わった。キリカの顔がぼぼぼんと赤くなる。

「な、な、なんでこっちも撮とってるのっ、郁乃ッ」

「ん？　むしろそっちが本命やろ？」

　動画を停止させようとしたキリカの手から郁いく乃のさんはｉＰａｄをするりと抜き取って高く持ち上げる。

「いやあ、ふーかちゃんもええけど、やっぱりチアガールやわ、きりちゃんかわええええええわあ」

「郁乃っ、消して！　今すぐ消して！　ひかげも見ないで！」

　いや僕はそもそも本番も見ちゃってますけど。

「客席からはこういうふうに見えていたのか。ふうむ」

　会長も興味津々に画面に顔を近づける。

「あらためて見ると息ぴったりだね。キリカも飛び込みとは思えないよ」

「いきなり更衣室にやってきて自分も踊ると言い出したときはほんとうにびっくりしましたもの。でもセンターを任せて大正解でした」

「よし。来年もキリカに演やってもらおう」

「ぜったいいや！」

「ウサギさんとも息ぴったりですね。キリカねえさま、すごいです」

「聖ひじり橋ばしさん、これ、どうやってるの？　あなたウサギと話せるの？　ウサギと一緒に練習したの？」

「……それは、ひかげが勝手についてきたの」

「ひかげさんはキリカねえさまのことが大好きですものね」

「薫かおるっ、な、なに言うの！」

「ウサギさんのことですよ？」

「う、ぅう、そ、そうだけど」

「キリカねえさまもひかげさんのことが大好きですものね」

「薫ーっ！」

「ウサギさんのことですよ？」

「う、ぅう……」なにやってんのおまえら。







　さんざんいじくり回されたキリカは、いたたまれなくなったのか、「お菓子が足りないから買ってくる……」と言ってふらふらと生徒会室を出た。

「あ、僕も手伝うよ」

　キリカを追って僕も廊下を出る。背後でパーティはますます盛り上がっていた。郁いく乃のさんなんて出番が少なかったのをまだ根に持っているのか、とくにはしゃいでいる。

「ふーかちゃんも乾杯してったらええねん」「委員長、私は、その、これでも一応負けた側なんだが……」「ええからええから」「しかし風紀委員長として、こんな校舎居残りパーティなど看過するわけには」「うちの盃さかずきが受けられないちゅうんか？」「郁いく乃の、からむのはやめなさい」

　後ろ手に扉を閉めると、声が遠ざかり、ひんやりとした夜の廊下の空気が火ほ照てった頰に心地よく染み込んでくる。キリカの小さな後ろ姿はすでに廊下を曲がろうとしていた。走って階段のところで追いつく。

　彼女はちらと僕の顔を見ただけだった。むすっとした顔で階段を一段ずつ下りていく。ウサギが僕らの後をちょこちょこついてくる。

　中央校舎を出て、遊歩道の街灯の下までやってきたところで、キリカは立ち止まって足下のウサギを抱き上げ、僕を見た。

「……ひかげ」

「なに？」あ、ウサギのこと？　それともやっぱり僕のことかな。僕も立ち止まって彼女の次の言葉を待つ。

　ほんとうは、キリカに言ってあげたいことがいっぱいあった。訊ききたいこともいっぱいあった。でも、うまくまとめられず、こうしてとりあえず生徒会室を飛び出してついてきてしまったのだ。僕の方から口を開くべきなんだろうか、と思い始めたとき、キリカが言葉を継ぐ。

「あなたに訊きたいことがあるの」

「う、うん。なに？」

「どうして、わたしだったの？」

「……え？」

　キリカが僕を見つめてくる目には、真剣な詰問の鋭さがある。

「騎馬戦のメンバー。宮みや里さと先輩にとどめを刺す役目。どうしてわたしじゃなきゃいけなかったの」

「……いや、それは、だから」

　僕はたどたどしく説明する。まず、僕を含め、事情を知っているメンバーだけで騎馬を組むと、どうしても馬の運動能力が落ちるので、騎乗者の体重はなるべく軽いことが望ましかった。そして宮里先輩に最後の瞬間まで警戒されないようにする必要もあった。攻撃能力などないだろうと見くびってもらう必要があったのだ。

「だからキリカが適任だったんだよ」

「うそ」

「う、噓うそじゃないってば」

　キリカは腕章に顔の下半分を沈めてじっとりと僕をにらむ。

「あなたの言ってる条件だけなら、もっと適任がいる。薫かおるでよかった」

「う……」

　その通りだ。薫かおるくんだって体重はめっちゃ軽いし、おまけに女の子にしか見えないくらい華きや奢しやなくせに朱と鷺き子こさんと同じ道場で訓練を積んでいるのだから、見た目と戦力のギャップという点ではキリカよりもさらに上なのだ。

「他になにか理由があるんでしょ。詐欺師のあなたのことだから、たぶん、わたしにも知らせない方がいい、なにかあくどい理由なんだと思って訊きかずにいたけど。……どうしてもわからない。ずっと考えてた」

　僕はため息をついた。そんなこと考えてたのかよ。よくよく探偵は業ごうが深い知的好奇心の持ち主なのだな、と思う。だとすると、こんなつまらない真相を話したら叱しかられるんじゃないかな、とためらってしまう。

　でも、キリカの思い詰めた眼差しに射すくめられては、いつまでも黙っているわけにはいかなかった。

「わかったよ。正直に話すよ」

　怒らないでくれよ、と僕は祈った。

「そんな複雑な理由はないんだよ。ただ、キリカに出てほしかっただけ」

　彼女は訝いぶかしげに眉を寄せる。

「だから。言っただろ、体育祭を楽しんでほしいって。やっぱり、ゲームに出て、汗かいて、活躍して、それがいちばん楽しいんだよ。だから、……うん、理由はそれだけ。他の理由は後付けだよ」

　呆ほうけたようなキリカの表情をちらとうかがい、僕は小声で付け足す。

　楽しかった、よね？　だって、実際にキリカの手で白組の勝ちを決めたんだよ？　僕は下の馬役だったけど、それでも──最高の気分だった。

　キリカはどう？

　彼女は答えなかった。頰のあたりから肌が色づいていくのがわかった。それを隠すようにして僕に背を向け、黙って歩き出してしまう。

　僕は肩を落として、その後に続いた。

　やっぱり、余計なお節介だよな。ごまかしておけばよかったかも。ほんとうの理由なんて押し殺して、詐欺師らしくてきとうな噓うそを並べておくべきだったのかもしれない。

　でも、遊歩道が暗い林に入り込むあたりに差しかかったとき、キリカがぽつりとつぶやくのが聞こえた。

「……来年も」

　うつむいて歩いていた僕ははっとして顔を上げる。

「来年も、……また、なにかに出てもいい」

　なにかが暖まって溶けて肋骨と肋ろつ骨こつの間に広がっていくような感触があった。僕はキリカには見えていないと知りつつも、何度も何度もうなずいた。たったこれだけのために、僕は作戦を立てて手回しして何人もだまくらかして戦場に出て駆けずり回って砂と汗にまみれたのだ──と思えた。キリカのこの一言のために。

　最高の気分だった。

　ふと見ると、ウサギがキリカの肩にまでのぼって、黒真珠みたいな瞳で僕を見つめている。僕はためしに親指を立ててみせた。やつもウサギのくせにサムズアップで応えたような気がするのは目の錯覚だろうか。





＊






　週明け、生徒会総務執行部の管轄下においてはじめて、『体育祭実行委員会』が発足した。生徒会会報、新聞各紙、校内放送、学園公式ウェブサイトなどで、体育祭のレポートとともに大々的に実行委員の公募が告知され、その日のうちに文化祭実行委員に匹敵する百名以上の応募があった。

　実行委員長を選出する上で、生徒会長から奇妙な条件が提出された。

　舞ぶ踊ようの心得のある者が望ましい──という条件である。

　理由についてはだれも疑問を挟まなかった。体育祭の動画を最後まで観れば一目瞭然だったからだ。
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　ワルキューレの舞いは、体育祭の閉会式で実行委員長が踊るのが伝統となり、今も綿々と受け継がれている。魔王の言葉もまた、毎年の体育祭パンフレットの表紙に引用され、語り継がれている。

　こんな文句だ。




　矢の尽きるまで

　血の涸かれ果てるまで

　闘い、闘い、闘うことを誓う──





〈了〉　







あとがき







　僕自身の高校時代の体験を元ネタにしていることが多いこのシリーズですが、今回もまたしかりで、我が校の体育祭実行委員は（一応は生徒会の機関ではあったものの）体育教官室に牛ぎゆう耳じられておりました。体育教官室というのがこれまた、職員室とはべつの、体育館の隣のかなり大きめのプレハブにありまして、一般生徒からは魔ま窟くつのように恐れられていたものです。しかし体育の先生というのは面白くて教育熱心な人がそろっていた気もします。保健体育の授業なんて毎回おおいに盛り上がったものです……が、今回あとがきが１ページしかないのでそれはまたの機会に語りたいと思います。




　この４巻もまた、ＹＵＩゆいさん作画による漫画版の２巻と同日発売となります。どうぞご一緒にお求めください。ぽんかん⑧さん、魔王陛下のかっこいいイラストをありがとうございました。カラーで拝めて嬉しいです。諸々、深く感謝いたします。





二〇一三年五月　杉すぎ井い　光ひかる　　
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本作品は、二〇一三年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





生せい徒と会かい探たん偵ていキリカ４
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